
[image: ]


[image: ]






[image: ]





[image: ]




黄昏色の詠使い


イヴは夜明けに微笑んで
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　竹岡美穂
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　序奏　『虹にじと夜の交こう叉さ　──始まりの、そのさらに前──』







　　　　１





　じりじりと、拷ごう問もんの如ごとく照りつける太陽光。カーテンを閉めても遮しや断だんしきれぬ熱波。窓まど枠わくは、手を触ふれるだけで火傷やけどするほど熱を帯びている。


　教室の外、校庭に至いたっては陽炎かげろうたちの舞ぶ踏とう会かい。初夏というにはあまりに暑い。いや、ここまでくるといっそ熱いと喩たとえるべきか。


　……いい加か減げん、うちの学校も冷れい房ぼう設せつ備びを調ととのえてほしいのに。


　天てん井じようで頼たよりなげに稼か働どうしている送風機。それを横目で捉とらえつつ、ジェシカ・レビンディア教きよう師しは疲つかれ混まじりの吐と息いきを洩もらした。


　暑さのせいか、それとも夏の長期休きゆう暇かがもう迫せまってきているせいなのか。教きよう壇だんの上から眺ながめる生徒たちは、例外なく机つくえの上で伸のびきってしまっていた。夏休みの前の一いつ斉せい試験も済すみ、授じゆ業ぎように一番身が入らない時期であることは確たしかだが。


「ところで、みんなは何色を専せん攻こうするかもう決めた？」


　汗あせで額ひたいに張はりついた前まえ髪がみを手で払はらい、ジェシカは腕うでを組んだ。教壇を下り、席の最前列に座すわる生徒へと歩み寄よる。


「ゼッセル君は？」


　うつらうつらと船を漕こいでいた生徒の肩かたを叩たたく。目が覚めたらしく、当の生徒が慌あわてたように頭をかく。


「や、やだなあ先生、赤に決まってるじゃないですか！」


　照れ隠かくしのつもりか、頰ほおを紅こう潮ちようさせたままその生徒は大声で返してきた。


「言うと思った。ゼッセル君はずっと前から赤が好きね」


「見た目に一番派は手でじゃないすか。火、使った名めい詠えいなんてめちゃくちゃかっこいいし」


　手て振ぶりを交まじえて説明する生徒の後ろで──


「懲こりねえなぁ。そんなこと言っておまえこの前、焚たき火に手突つっ込こんで火傷やけどじゃん」


　ゼッセルの後ろに座る、眼鏡めがねをかけた生徒が茶ちや化かす。教室の至いたるところからくすくすと響ひびく笑い声。


「じゃ、じゃあミラー君は何色にするの？」


　口げんかを始めそうになった二人を押おしとどめながらジェシカが聞くと、その生徒は眼鏡の位置を直しながら。


「『生命はその身体からだの内に海を含ふくむ』──青ですね。生命は水から生まれた。その水から物を取り出すというのが非ひ常じように意味深いものだと思うので」


　ミラー君、キミだってそう言って、この前プールで溺おぼれかけてなかったかしら。内心の苦く笑しようを隠かくしつつ、その背はい後ごに座る女子生徒へと視し線せんを向けた。


「エンネ、あなたは？」


「わ、わたしですか」


　声をうわずらせ、少女が恥はずかしそうに顔を赤らめる。


「ええ。あなたは何色を専せん門もんに勉強したいの」


「わ……わたしはそのぉ……白です……有翼馬ペガサスを詠よんでみたいから……」


　有翼馬ペガサスといえば白しろ色いろ名詠式の中でも相当に上の難なん易い度どになる。おとなしくてひっこみがちの少女だが、しっかりと自分の目標を定めているところが彼女らしい。事実、今回の一斉試験でも彼女は上位成せい績せき者しやに食い込んでいたはずだ。


「エンネならきっと詠よべるわよ。その気持ちを大切にね。上達に一番大切なことが『詠よび出したい』っていう気持ちなんだから」


　顔を赤らめたままの少女がこくりと頷うなずくのを見て、ジェシカはさらに同じ問いをクラスの生徒に聞いて回った。


　一人を残した時点で、一番多かったのは最初に声の上がった赤色、二番目が青という順番だった。三番目にほぼ同順で緑と黄色。逆ぎやくにあまり声の上がらなかったものが白。ミドルスクールに見られる典型的な人気順と言っていい。


　──さて残り一人。だけど……この一人が問題なのよね。


　他の生徒もそれが分かっているらしく、いくぶんざわざわと騒さわぎ出す。


　最さい後こう尾び、教室の端はしに座る少女に視線をやる。濡ぬれ羽ば色の髪を肩まで伸ばした、思春期の女じよ性せいにしてはあまりに細い体つきの少女。


「イブマリー、あなたは……その……あれだっけ？」


「はい」


　イブマリー。そう呼よばれた少女がさも当然とばかりに首しゆ肯こうする。


「わたしがしたいのは『夜よる色いろ名詠』です」


　その途と端たん、彼女を取り巻く周囲が一斉に歓かん声せいを上げた。


「うわっ、相変わらずその決まり文もん句くかよ！」


「まだ言ってるの、頑がん固こねイブちゃん」


　とにかく大声を上げる者、友人同士笑い合う者。反はん応のうはそれぞれだが、それに共通しているのはイブマリーという少女の発言を小こ馬ば鹿かにしている点だ。


「はいはい、みんな少しは落ち着きなさい」


　ざわついた教室を鎮しずめ、ジェシカは再さい度ど少女へと向き直った。


「……ねえイブマリー、他ほかの色に興きよう味みはないの？」


「ありません」


　少女がわずかにまぶたを揺ゆらす。そんな色の名詠式などハイスクールの選せん択たく色にはない。というよりも、そんな色の名詠自体がこの世界に存そん在ざいしないのだ。


　──エルファンド名詠学がく舎しや。それがこの学校の正式名めい称しようである。


　その名の通り、この学校の生徒たちは『名詠式』と呼ばれる技ぎ術じゆつを会得することを目標にしている。名詠、すなわち相手の名を詠うたうこと。出会いたい物、詠よび出したい物を心に描えがき、その名を賛さん美びすることで自分の下もとへと招まねき寄せる技術。その特とく徴ちようは『色分け』だ。


　人が目で捉とらえる自然世界の『色』とはすなわち、可か視し光線の波。つまり同色の物ぶつ質しつは、同波長の光エネルギーを有していることになる。一言で言うなれば、その共通項同エネルギーを利用し、物体の転送を行う技術が名詠式である。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。


　一いつ般ぱんに、名めい詠えい式とは五色の音色から成り立つとされている。可視光線の基き礎そとなる七色の中から四色、そしてそれに白を加えた五色が名詠色として存在する。


　現げん状じよう、その五色以外の名詠式は式として成立していない。世界中の研究者が挑いどみ、それでもなお、この五色以外の名詠式の確かく立りつは不ふ可か能のうとされているのが現実。


　それなのにこの少女は、ミドルスクールに入った時から自分の主しゆ張ちようを一向に変えようとしないのだ。夜色名詠という名の主張を。


「……そう。でも、自分のやりたいことがはっきりしてるというのは素す敵てきよ、イブマリー」


　あれだけクラス中から茶ちや化かされたというのに、この少女はまるで動じていない。それだけを評ひよう価かするならばこの生徒は非常に大人びているのだが、自分の主張を絶ぜつ対たいに変えようとしない点はまだまだ子こ供どものようにも見える。総そうじてとらえどころのない生徒だ。


　夜色名詠とは何なのか。担たん任にんとして何度か彼女の話を聞こうとはしているが、彼女はどうにも要よう領りようを得ない答えしか返さない。


　ふと教室に響ひびき渡わたる、五時じ限げん目め終しゆう了りようの鐘かね。


　最後の授じゆ業ぎようが終わったことに胸むねをなで下ろす。身体を溶とかされるような暑さに耐たえる必要が無くなったのと、この少女の相手をしなくて済すむという理由でだ。


「今日はここまでにしましょう。わたし今日は会議なの。今すぐ出なきゃいけないからホームルームは無し、掃そう除じ当番以外は下校していいわよ。当番、今日はイブマリーとビィだったわよね」


　下校の準じゆん備びでにわかにざわめき出す教室。その様子をしばし見つめた後、ジェシカは教室の扉とびらへとつま先を向けた。





　　　　２





　閑しずかな、人の吐と息いきの響かぬ教室。下校の刻ときを告げる鐘だけが鼓こ膜まくをゆらし、窓まどから射さし込む熱い夕ゆう陽ひだけが視し界かいを埋うめる。


　壊こわれかけの、錆さびた釘くぎが覗のぞく木もく製せいのロッカーに箒ほうきをしまう。


　微そよ風かぜに揺ゆれる髪かみをおさえることも無く、少女は独ひとり、窓の外の光景を眺ながめていた。


　──うわっ、相変わらずその決まり文句かよ！


　──まだ言ってるの、頑固ねイブちゃん。


　いつも。いつもそうだ。


　からかわれてばかり。馬鹿にされてばかり。教室のクラスメイトも担任教きよう師しも……いえ、周りに映うつる誰だれもが自分を笑い、そして通り過すぎていく。


「……噓うそじゃない」


　ぽつりと呟つぶやく。悔くやしいとは思わなかった。とうに、罵ば倒とうも嘲ちよう笑しようも聞き慣なれたから。


　誰にも理り解かいされなくて構かまわない。理解される、受け入れられることを望む方が間ま違ちがいなんだ。


　とぼとぼと、教室の隅すみ、カーテンの揺れる窓辺へと向かう。


「──綺き麗れいな夕陽」


　校舎の二階。それほど高い場所から眺めているわけではない。だがそれでも、少女はこの窓から眺める景色が好きだった。


　眩まぶしいほどに輝かがやく夕陽。見る者を照らし祝福する──自分の目指す『夜色』とあまりに真ま逆ぎやくのもの。……そう、きっと、自分には出来ないことだからこそ憧あこがれるのだろう。


　でも。それでもわたしは──


　不意に、微風に撫なでられ少女はまぶたを閉とじた。


　夕陽の熱を攫さらう心ここ地ちよい風。その風に、しばし身を委ゆだね……


「──Isa Yer she夜色の鈴を riena鳴らせ xeoi pelましょう」


　独り言のように呟き、少女が吐と息いきを洩もらす。


「miqvy elmeiわたしが nehhe愛〈のぞ〉むのは virgiaあなた-c-fifsiaだけ」


　吐息、否いな。




[image: ]


　夕ゆう暮ぐれの風に踊おどるそれは、歌だった。





　zette ovanだからこそ　 Yer be独りでしずかに zarabearc泣くので solituqsしょうか





　Lears neckt何処にもいない　 ele ravience Shadir至小夜〈ちいさなあなた〉　Isa jesこの夜 qusi xin〈ばしよ〉に fears toga貴女〈わたし〉は peg ilmei shel孤独〈ひとり〉





　jes kless qusiその旋律は medolia心の奏 lef cirkus〈ゆらぎ〉, medolia涙の音色 lef zarabel〈おどり〉





　Hir sinka Iそれは世界を, bekwist濡らす WeR muas 凍〈いと〉しいririsia夜の harmone一滴〈うた〉 lef twispelなのだから





　Yer she夜色の saria stig紡吟〈ちかい〉を lef xeoiあなたの peg pelもとへ





　U da忘れ lostasiaられた dremren子よ Isa daさあ boema生まれ foton落ちた doremren子よ





　O univa微睡〈ゆりかご〉の sm thes hypne中へお帰りなさい





　endeそして Years bestiわたしは── ……





　歌の終詩を目前にし、だが少女の奏うたは唐とう突とつに止やんだ。


　口をつぐみ、ゆっくりと少女が振ふり返る。


「……最後まで聴ききたかったのに」


　がらんとした空くう虚きよな教室。いつの間にか、自分のすぐ後ろの席に見覚えのある少年が座すわっていた。


「すごく澄すんだ歌だね。ちょっと悲しげな旋律ねいろだけど、今まで聴いたどんな曲より繊せん細さいで綺麗だった。君が創つくった歌かい？」


　……あなたなんかに言う必要ないでしょ。


　応こたえることすら煩わずらわしく、相手から即そく座ざに背せを向ける。が──


「ねえイブマリー。理り論ろん構こう築ちくはできているのかい？」


　その一言で、無む意い識しきのうちに足が止まった。


「理論？」


　オウム返しに呟くと、相手は片かた眉まゆをつり上げてみせた。


「夜色名めい詠えいのさ。まさか既き存そんの色のままで通すつもりかい？」


「あなたにそれを言っても仕方ないでしょう、カインツ」


　カインツ・アーウィンケル。クラスの中でこれと言って特に目立ったポジションではない生徒だ。成せい績せきも学年で中位程てい度ど。友人も多いようだが、かといってクラスの代だい表ひよう格かくという立場でもない。彼とこうして話すのもせいぜい二回か三回目だろう。


「つれないなぁ」


　茶なのか金なのか。どちらとも言えぬ髪かみを少年が微かすかに揺ゆらせる。それから目を逸そらし、彼が手にした物を凝ぎよう視しする。


「今日はビィがわたしと一いつ緒しよの掃そう除じ当番だったと思ったけど、なんであなたがここにいて箒ほうきを持ってるの？」


「代わってあげたのさ。彼明日の発表担たん当とうだから、今から図書館に籠こもって缶かん詰づめだって。でも来るのが遅おそかったみたいだね。君に全部やらせちゃったようで」


　箒を無む造ぞう作さに放ほうり投げるカインツ。窓まど枠わくに手をつき、外を向いたまま彼が肩かたをすくめる。もっとも、自分の方は彼のそんな仕草に付き合うつもりはないが。


「……話は終わり？　じゃあわたしは」


　これで帰る。


　そう言い捨すてるより早く、彼の方がじっとこちらを見つめてきた。


「触媒カタリストは何を使うのかい」


　──触媒カタリスト？


　触媒カタリストとは名詠式に必要不ふ可か欠けつな道具だ。名詠対象との波長交こう換かんを行うためになくてはならない代だい替たい物ぶつ質しつ。名詠と名の付く以上、夜色名詠だって何かを触媒カタリストにする必要がある。この少年はそれが何かと聞いてきていることになるのだが……


「あなた、なんでそんなこと気になるの」


　他人から今まで聞かれたことはせいぜい、「夜色名詠とはなんだ」といった程度。理論構築の進行具合や触媒カタリストで使う物質といった細部など、担たん任にん教きよう師しにすら聞かれたことがない。


　と。詰きつ問もんする自分から目を逸らすようにそっぽを向き、彼は窓枠越ごしに階下を指さした。


「今回の一いつ斉せい試験の結果だけど、一階の中央通路にその結果が貼はり出されてた。五科目総そう合ごうで成績優ゆう秀しゆう者しやに君が載のってたよ」


　五科目とはとどのつまり、五つの名詠色を指す。名詠の触媒カタリスト列記から始まり、有名な名詠実験の成功例・失敗例の原げん因いん推すい測そくなどが出題される。範はん囲い指定はされず、日ひ頃ごろどれだけ名詠式に熱心であるかが問われる試験である。


「それがどうかしたの？」


「しかも、上位学年をさしおいて一位だった」


「偶ぐう然ぜんて、怖こわいわね」


　その瞬しゆん間かん。彼の口の端はしがつり上がった。


「違ちがうね。君が点を落とし忘れていたからだ」


　毒を含ふくむように。彼の口調がいくぶん強いものになる。視線そのものは窓の外、学がく舎しやの校庭を向いたまま。なのに、直ちよく接せつ目を向けられるよりも鋭するどい圧あつ迫ぱく感。


「その気になれば毎回その順位がとれるんだ。いつもは点を抑おさえてるに過すぎない。ところが今回は試験の点数を落とし忘わすれた。違うかい？」


「冗じよう談だん。勝手に持ち上げてもらうのは迷めい惑わくよ。そんな訳わけの分からないことする人いるわけないでしょ」


　吐はき捨てるものの相手の表ひよう情じように揺らぎはない。そのくらいの反論はとっくに予想してたとでも言いたげな──対たい峙じする自分からしてみれば癪しやくに障さわることこの上ない──余よ裕ゆう。


「いるんじゃないかな。現にボクがそうだしね」


「……あなたが？」


「ちなみにボクの場合、試験問題の半数だけ解といてあとは白紙で提てい出しゆつしてる。時々先生から問い詰められるけど、そこらへんはいくらでも誤ご魔ま化かしが利きくからね」


　──意味が分からない。何のために。


「ん？　たぶん君と同じ理由だと思うけどね」


「……わたしと同じ？」


「年度末までの試験。その点数合計で上位成績を取ると王立研究所からスカウトがくる」


　続きを促うながすその前に、少年は自分の方から言葉を継ついできた。


「確たしかに将しよう来らいは安定だけど、研究所付属のハイスクールに行ったところでまず待っているのは、お偉えら方がたの助手。悪い言い方をすれば下働き。そんな窮きゆう屈くつな真ま似ねはまっぴらごめんだ。君もそれが嫌いやなんじゃないかと思ったんだけど」


　彼の白い制せい服ふくが夕ゆう陽ひに紅あかく染そまる──そんなどうでもいいことすら気づくほど、自分がその少年を見つめていることに気づき、イブマリーは我われにかえった。


　……いつの間にか胸むねの鼓こ動どうが大きくなっている。


　自分の動どう悸きが彼に届とどいている錯さつ覚かくすら感じ、イブマリーは胸を無理やりに押おさえつけた。


　そうしなければ、この少年にあたかも心の奥おくまで見み透すかされてしまいそうな錯覚を覚おぼえたから。


「つまり君は、将来の安あん泰たいを放ほう棄きしてでも成し遂とげたいことがあるということだ。となると、夜色名めい詠えい式とやらも信じざるを得ないだろう？」


「……そうだとして、何が言いたいの」


　ゆっくりと、彼が視し線せんを向けてくる。


　今の今までその言葉だけを待っていたんだ。そんな声こわ音ねで。


「君が夜色名詠士になりたいように、ボクにも目標があるんだ」


　いたずらっぽい表情から一転、はにかんだような、照れたような──普ふ段だん教室で見せない表情を彼が浮うかべる。


　それを眺ながめるうちに、奇き妙みような、自分自身にすら理り解かいできぬ気持ちを覚えた。


〝君が夜色名詠士になりたいように〟


　そう告げた彼の双そう眸ぼうに、それを馬ば鹿かにするような光が一いつ切さい灯ともっていなかったからだ。


　クラスの友人や教きよう師し。今まで見てきた全すべての他人は、呆あきれ半分に唇くちびるを苦く笑しようへと歪ゆがませていた。なのに、この少年にはそれが無い。


　──あなた、本気でわたしの言ってること信じてるっていうの？


　今の今まで鬱うつ陶とうしいとしか思わなかったはずなのに。ゆっくりと、少しずつ動悸が速まっていく。それも不ふ愉ゆ快かいな動悸ではなく、安らかで穏おだやかな鼓動。


「目標があるって……どういうこと？」


　乾かわいた唇で、かろうじてその単語だけは紡つむぐ。


「お、ようやく興きよう味みをもってくれたみたいだね」


「……もったいぶるなら言わなくてもいいわよ」


「あ、待って待って」


　こちらが顔を背そむけようとする前に、彼の方は苦笑を押し殺しながら慌あわてて答えてきた。


「ボクが目指すのは虹にじ色いろ名詠式なんだ」


「虹色？」


　聞き覚えのない単語、思わず口に出して反はん芻すうしてしまう。


「うん。別に、君みたいに新しい名詠式を構こう築ちくしようというわけじゃない。『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。五色全てをマスターする。全部あわされば虹色みたいだろ？　それがボクの目標」


「無む謀ぼうね」


　溜ため息いき一つ、大おお仰ぎように肩かたをすくめてみせる。


　何を言うかと思えば。まさかそんな突とつ拍ぴよう子しもないことを言ってくるとは思わなかった。


　一つの名詠色を極きわめるのにすら標ひよう準じゆんで十年以上かかるとされている。仮かりに赤を習得したとしても、次の青で今までのノウハウが全く通じないというのが名詠式の特とく徴ちようだ。


　名詠という分野で一ひと括くくりにされているとはいえ、一色ごとにその理り論ろん体たい系けいはまったくの別物。彼自身の発言である「理論構築、まさか既き存そんの色のままで通すつもりかい？」という言葉にも当然その意味が込こめられている。


　たとえ十年で一つ極めたとしても、その頃ころには当然体力も脳のうの働きも弱まっている。現げん状じようでは三色極めるのが限げん界かいとされているほどだ。


「仮に出来たとしても、その頃にはいいおじいさんになってるのが関の山よ」


　揶や揄ゆ混まじりに微び笑しようする。


「そうかい？　君の挑ちよう戦せんと良い勝負だと思うんだけどなぁ」


「わたしはおばあさんそんなのにはならないわよ。どうせその前に死ぬから」


　感かん情じようのまま吐はき捨すて──


　……しまった。


　その直後、イブマリーはそれを後こう悔かいした。


　……わたし、なんてバカなことをしたんだ。


　誰だれにも伝えるつもりのなかったことを、ただの発作的な感情だけで呟つぶやいてしまうなんて。


　苦々しく表情が歪ゆがんでいるのが自分でもわかる。あまりの失しつ態たいに、その表情を隠かくす気にもなれなかった。


「イブマリー……まさか本気じゃないよね」


　先とは属ぞく性せいを異ことにする彼の視線。


　目を逸そらそうとして、だができなかった。身体からだの一挙一動に至いたるまで少年の視し線せんが刺ささる。鋭するどい刃はと同じ。無理に抜ぬこうとすればかえって出血を強めてしまう。


　噓うそをついても良かった。あるいは、たとえ噓と看かん破ぱしたところで、この少年ならばそれ以上追つい及きゆうしてこないということもわかっていた。


　だがそれでも──


「わたしの家系、代々身体が弱いの。みんな早死にしてる。わたしのお母さんも、わたしを産んですぐ死んじゃった。……わたしもきっとそう。あなたみたいに五色全部マスターしようなんて考えたこともなかった」


　気づいた時には口こう唇しんからその言葉が洩もれていた。


　一ひと欠片かけらの偽いつわりもない、飾かざりようのない本音。喋しやべっている自分でも止められなかった。


　──初めてだったからだ。


　目の前に、自分の言葉の一つひとつに耳を傾かたむけてくれる少年がいた。


　夜色名めい詠えいのこと。自分のこと。初めて、自分の話を真しん剣けんに聞いてくれる人がいた。


　教室の生徒も担たん任にん教きよう師しも、周囲の大人も。自分の言うことを子こ供どもの空言として誰一人相手にしてくれなかった。だけどこの少年は──


「……ホント言うとね。わたしも既すでに病そ気れが発はつ症しようしてるみたい。もう時間がない。だから、せめて最後に何かしたいの」


　そう──夜色名詠はそのためのもの。


　不意に、彼が視線をわずかに背けた。


　……ばか。正直すぎるのよ。


　皮肉だ。自分の目が濡ぬれていることに気づいたのは彼のその素そ振ぶりからだった。


　──わたし、なに泣いてるんだろう。悲しいから？


　違ちがう。なんだろうこの気持ち。いえ。そもそもわたし、普ふ段だんならこんなとこで絶ぜつ対たい泣いたりしないのに。


　わずかに吐と息いきをこぼし、制せい服ふくの袖そでを目の端はしにあてる。


「……理論構築できてるかって訊きいたわよね。半分くらいは頭の中で見えてきてる。触媒カタリストもチャネルの方も。まだ幻げん想そうみたいなものだけどね」


　こぼれた分の涙なみだをぬぐうと、彼の方も視線を戻もどしてきた。


「イブマリー。一つ訊きいていいかな……君、夜色名詠で何を詠よび出したいんだ」


「ひみつ」


　くすりと、我われ知らずのうちに洩れる笑えみ。つくり笑いは得意ではない。自然に、その少年に向かってイブマリーは微笑ほほえんでいた。


「ねえ。間に合うと思う？」


　何が間に合うのか。とは彼は聞き返してこなかった。


「わたしが生きているうちに。誰もしたことがない、誰も見たことがない新しい名詠を完成できると思う？」


　一歩だけ、その少年に近づく。


　結局のところ、彼も自分と同じだった。噓がつけない。すぐに表情に出る。


　躊躇ためらわずに肯こう定ていしたところで、それがただの憐あわれみとしか映うつらないことを少年は理り解かいしている。分かっているから容よう易いに頷うなずくことができない。否ひ定ていすることもできない。


　頷くことも、首を横に振ることもしないまま時間だけが経けい過かし──


「ボクと勝負しないか？」


　唐とう突とつに彼は言ってきた。


「……え？」


「君が夜色名詠を完成させる前にボクは五色を極める。あと二十年、いや、十年以内にやってみせる。だから君も約束してくれ。君が生きてるうちに夜色名詠を完成させてボクに見せるって」


　十年で全すべての名詠式をマスターなどできるわけがない。この本人が誰よりもその難むずかしさを理解しているはずなのに。


　……頑がん固こね。


　この少年は間違いなく馬ば鹿かだ。どうしようもないくらい意固地な堅かた物ぶつだ。


　吹ふき出しそうになるのをイブマリーは必死でこらえた。


　──でも、そういう無む謀ぼうな挑ちよう戦せんは嫌きらいじゃない。自分もそうだから。


　その言葉を心の奥おく底そこで押し止とどめたまま。


「……もし完成したら」


　つなげようとした言葉の前に、胸の内から何かがこみ上げてきた。


　喉のどの奥が熱い。熱くて苦い。


　泣いたせいだ。そう思った途と端たん、またしずくが頰ほおを伝っていく。


　……一番最初に見てくれる？


　少年が頷くのを見て、少女はもう一度涙をぬぐった。








　遠い、離とおい将さ来き。しかし──


　約束をかわした二人は対照的な道を往ゆくことになる。


　一人は二十代にして史上初の試みに成功、その名は瞬またたく間に世界中に知られ、生きながらにして神しん格かく化かされる。今なお、彼に弟で子し入りを志し願がんする者は年間百を超こえるという。


　もう一人。同じく、世界初の試みに挑いどんだ者。


　しかしその成せい否ひは知られていない。目的を達成できたかどうかは誰も知らない。弟子入りする者もいないまま、世界に名を残すこともないまま。


　誰の目にも触ふれられず世界を放ほう浪ろうし、彼女は大陸のどこかで没ぼつしたとされる。
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「おーいクルル、どれにするか決まったぁ？」


　雑ざつ貨か売り場の片かた隅すみから、まったく反対側の隅にいる自分に向けてミオが声を張はり上げてくる。


　……もう、そんな大声出さなくても聞こえてるわよ。


　小走りにやってくる友人に半ば呆あきれたまなざしを送り、クルーエル・ソフィネットは首を横に振ふってみせた。


　それほど広い売り場でもなく人で混こん雑ざつしているわけでもない。ミオに向けて肩かたをすくめてみせると、その本人は左手に抱かかえた緑色の画用紙を掲かかげた。


「えへへ。あたしこれに決めたの。ちょうど良い大きさだと思わない？」


　紙の色に似にた、モスグリーン色の瞳ひとみで彼女が見つめてくる。ミオ・レンティア──小こ柄がらな背せ丈たけと可愛かわいらしい幼おさな顔がおが特とく徴ちようの少女だ。自分と同じ十六歳さいだが、外見の印象とのんびりした口調ゆえそれより一つか二つ幼く見える。


「まだ悩なやんでるのよ。画用紙も一度候こう補ほに考えたんだけどね」


「画用紙いいと思うな。使い終わっても折り紙できるから」


　無む邪じや気きな笑え顔がおのまま金色のショートボブを揺ゆらせるミオ。


「カエル詠よび出した紙で折り紙するの……？　わたしはそれちょっとヤだなぁ。なんかべとべとしてそうだもん」


「じゃあクルルは何にするのよ」


　それが問題なのよね。顔にかかった長ちよう髪はつを振りはらうふりをして、かみつくように言ってくるミオから目を逸そらした。


　自分たちの通う名めい詠えい学校。そのスクール生による競演会コンクールまであと四日。


　競演会コンクール──生徒それぞれが各自、自分の詠よび出せる最高の物を名詠し、その技ぎ術じゆつを競きそい合う。著ちよ名めいな名詠士も審しん査さ員いんとして大おお勢ぜい招まねかれる一大イベントである。自分たち低学年にはもっぱらお祭り騒さわぎだが、最上級生にとっては進路を左右する重大な場でもあるらしい。


「うん、やっぱりこれでいいよ」


　さんざん迷まよったあげく、クルーエルは売り籠かごから赤い絵の具チューブをつまみあげた。


「えー。絵の具なんて学校でいつも使ってるじゃん」


　不満そうにミオが頰ほおを膨ふくらませる。


　ハイスクールへの進学時点で、生徒は自分の専せん攻こう色を決めている。ミオは緑。クルーエルは赤。今回の競演会コンクールもその色で名詠を行うのだが、問題は何を触媒カタリストとして用いるか。ミオが緑色名詠の触媒カタリストとして緑の画用紙を選んだように、赤色名詠の場合も、とにかく赤い物ぶつ質しつであれば触媒カタリストとしての機き能のうをもつ。


　それゆえ自分は赤色の塗と料りようを選んだのが──どうもそれがミオには不満だったらしい。


「いつも使ってるからこそ安心して使えるのよ。いろんな人が見に来るんでしょ。失敗して何も詠よべないってのが一番恥はずかしいもん」


「むぅ。それはそうだけどさぁ。なんか物足りなくない？」


　肩をいからせながら、彼女。……ミオって時々変なところでこだわるなぁ。


「いいのよ別に。まだ大したもの名詠できるわけじゃないしね」


　不満を口にする友人を後しり目めにカウンターへ向かう。


「ほら、帰って明日の宿題の答え合わせするんでしょ。いま迷ってたら時間もったいないじゃない」


「でもなんかなぁ……」


　まだ頰を膨らませる少女の腕うでを取り、クルーエルは彼女を引きずるように歩き出した。


「ぶつぶつ言わない。さっさと帰るわよ」
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　見み渡わたす限かぎり延えん々えんと続く歩道を歩くこと半時間近く。ようやく視し界かいの端はしに目的の場所が浮うかび上がってきた。


　トレミア・アカデミー。トレミア天立研究所付ふ属ぞくの名詠式専せん修しゆう学校として、世界有数の知名度を誇ほこる。初等部ジユニアから高等部ハイスクールまで備そなえ、その敷しき地ち面積・施し設せつ設せつ備びも他の専修校より頭二つ抜ぬけている巨きよ大だい学校だ。


「ねえねえ、クルルぅ」


　画用紙を小こ脇わきに抱かかえながら、ミオが猫ねこなで声ですり寄よってくる。こんな時、彼女の次の台詞せりふはおおかた予想がついていた。


「家帰るの面めん倒どうだからさぁ、今日クルルの家泊とまっていっちゃだめ？」


　──やっぱりいつものことだ。


「はいはい、ご飯作るの手伝ってね」


　頷うなずく代わりに、両手に抱えた買い物袋ぶくろを持ち上げる。


　クルーエルは元々地方の出身だ。トレミア・アカデミー進学を機に、今はその学園の寮りように入って一人暮ぐらし。ミオの方は自じ宅たくから毎日学校に通っているが、その通学時間は往おう復ふくで優ゆうに四時間を超こえるらしい。夜よる遅おそい時など、自分の部屋で寝ね泊とまりするのがお決まりと化している。


「……でもさぁ、なんでこんなに暑いのかなぁ」


　隣となりを歩くミオが前ぶれなく口をとがらせる。その額ひたいにうっすらと小こ粒つぶの汗あせ。


「夏だからでしょ」


　どう返答していいか分からず、クルーエルはごく当たり障さわりのないことを口にした。


　ミオの気持ちも分からなくはない。太陽の熱を吸きゆう収しゆうし、靴くつの裏うらから足を焦こがす舗ほ装そう路面。時おり吹ふく風も乾かん燥そうしきっていて吸すい込こめば喉のどを渇かわかすだけ。


　本当は自分だって額の汗を拭ぬぐいたい。両手が買い物袋で塞ふさがっているから我が慢まんしてるのであって、片かた腕うでが空いていてハンカチをもつ余よ裕ゆうのあるミオはまだましな方だろう。


「もうすぐ夏休みってのは嬉うれしいけどね。クルルはなにか予定ある？」


　──数秒考え、思い浮かんだのは両親の顔だった。


「たぶん田舎いなかに帰るかしら。手紙とかは送ってるけど、やっぱり顔見せないと安心できないみたい」


「安心かぁ。そうだよね。親の方はやっぱり心配しちゃうんだよ」


「でもわたしだってもう十六よ。心配されすぎるのもなんか悔くやしくない？」


　言いながら、道なりに出来た木こ陰かげに入り込む。汗で服がしめってくるのが気持ち悪い。


　……厚あつ手での上着を着込んできたのが失敗だったかな。


　下はズボン。自分はスカートが嫌きらいだからこれはしょうがないが、上はシャツ一枚まいでくれば良かった。


「親おや御ごさん、成せい績せきが心配なんじゃないの？」


　にやりと、ミオが悪いた戯ずらっぽくこちらの表ひよう情じようを覗のぞき込こんでくる。


「クルル今回の一いつ斉せいテストどうだった？　ヤマが外れたとかぼやいてたじゃん」


「……あー、それは聞かないで」


　逃にげるように、クルーエルは隣の少女から顔を背そむけた。


　長期休きゆう暇かの前に行われる一斉試験。クルーエルの結果は四学年の合計千六百人中、千三百七十位だった。一年生四百一名の中では二百とんで五位。試験前日に友人と集まって予想したヤマがことごとく外れ、試験はほぼ白紙。自分より下の順位の連れん中ちゆうも似にたようなものだ。


　……でもそう言えば。教室中が試験結果に悲鳴を上げる中、この少女だけは笑え顔がおで成績表を受け取っていた気が。


「ミオはどうだったの？」


「あたし？　前と同じくらいだったよ。ぎりぎり二桁けた。学年だと二番だったかな」


「うわっ、裏切り者！　前と同じだったぁ？　なんでそんなできるのよ」


　あまりのことに思わず声が上がる。が、当の本人は飄ひよう々ひようとした面おも持もちのまま。


「え。だって今回の簡かん単たんだったよ。資し料りよう集の炎えん色しよく反はん応のう覚えてるだけで三問はいけたもの」


　……あの資料集って、言語辞書よりぶ厚かった気がするんだけれど。


　気楽な声こわ音ねのミオだが、その巻かん末まつまで読み通してるのは一年生では彼女ぐらいのものだろう。


「えへへ。だってさ、そうしないとお小こ遣づかい下げられちゃうんだもん」


「……今度おごりなさいよ」


　まったく、世渡り上手な性せい格かくですこと。


　呆あきれ半分に彼女から顔を逸そらす。が、そうするやいなや彼女の方が自分の前方へと回り込み、こちらの顔を覗き込んできた。


「でもねでもね。勉強してるのはホントだよ。あたしカイ様に憧あこがれてるから」


「カイ様って……あの虹にじ色いろ名めい詠えい士しのこと？」


　伝説にも等しい名詠士の名に、少女が火ほ照てった顔を一いつ層そう赤らめながら頷うなずく。


「だって、信じられる？　まだ二十後半。あたしたちより十ちょっと違ちがうだけなのに全部の名詠色をマスターしちゃった人だよ。写真で見ただけだけどすごいかっこよかったな。いつか会ってみたいのよね。ああっ……もし叶かなうのならいつか弟で子しに──」


　脳のう裏りに描えがいた光景に目を輝かせるミオ。……やれやれ。苦く笑しようの吐と息いきをこっそりと洩もらすが、本人はそれに気づかぬまま既すでに妄もう想そうの世界に入ってしまっているようだった。


「はいはい、わかったから少し──」


　終わりそうにない独ひとり言を止めようとした矢先。


　目の前二十メートルほど先、ちょうど二股またに分かれている場所に見み慣なれない相手が立っていることに気づいた。


　幼おさない子こ供ども。遠目にしかわからないが自分たちより年上ということはあるまい。深い紫むらさき色いろの髪かみ、葡ぶ萄どう色というやつだろうか。トレミアの制せい服ふくではなく、私服。子供用の黒コートを着ているから余よ計けいに目立つ。真夏のこの時期にあんな暑そうな格かつ好こう──だがそれ以上に気になるのは、その肩かたになにか鳥のようなものを乗せてるように見えることだが……


「あれ。あの子誰だれだろうね」


　さすがにミオも気づいたらしい。荷物の軽い彼女が小走りに近づいていく。


「ねえキミ、どうしたの。ここ一いち応おう学校の敷しき地ち内だよ」


「え……あ、はい。えっと、僕ぼくですか？」


　驚おどろいたように聞き返してくる少年。二股の道路に目がいくあまり、今の今まで自分たちのことに気づいていなかったらしい。幼げな、性別の判はん断だんがつきにくい柔にゆう和わな顔立ち。


　子供……よね、どう見ても。


　クルーエルが見た限かぎり、十二か三。背せはちょうどミオと並ならぶほど。


『道がわからない。学生寮りようはこの方向だと聞いてはいたが、二股になっているとは言われていなかった。一体どちらに進むべきか』


　そう答えたのは少年ではなく──


「わわっ、アーマ。いきなり喋しやべっちゃだめって言ったのに！」


　肩に乗せた生き物の口を少年が慌あわてて塞ふさぐ。鳥ではなかった。少年の髪と似た黒紫色だが、もっとおどろおどろしい色の皮ひ膚ふ。というより鱗うろこ。その外見は……


「とかげ？」


　叫さけぶミオの声が裏うら返がえる。その声に、肩に乗る謎なぞの生き物が目を細めた。


『トカゲなどではない。小こ娘むすめ、我われを知らんのか？』


　呆あつ気けにとられた表情で、ミオが首を横に振ふる。知るわけがない。第一、外見からしてトカゲ以外他ほかに思い当たるものがなかった。もっとも、大きさが子こ猫ねこほどあって自分のことを我などと呼よぶトカゲはクルーエルも初めてだったが。


「あぁっ、アーマのバカぁ。あれだけ喋っちゃだめって言ったのにぃ！」


『気にするなネイト。この小娘たちもお前と同じ趣しゆ味みがあるらしい。我が話したところで大したことではない』


　同じ趣味？　一いつ瞬しゆん何を指さしているか戸と惑まどったが、つまり。


「ねえキミ。こいつもしかして名詠生物？」


　爬は虫ちゆう類るいらしきものから少年へと視し線せんを移うつす。と、かすかに少年の表ひよう情じようがやわらいだ。


「え、ええ。そうです。僕が名詠したわけじゃないけど。……ああそっか、お二人とも名詠の勉強されてる人たちだったんですね。アーマが喋ったら普ふ通つうの人は驚くので」


　照れ隠かくしのためか、恥はずかしそうに少年が後ろ頭をかく。


　……いや、十分驚いたわよ。


　喉のどまで出かけたその言葉をクルーエルは無理やりのみこんだ。


　生物を名詠する難なん度どそのものはそれほど高くはないが、人の言語まで解かいするほど高位な生物を詠よび出すとなると話は別。難なん易い度どで言うと上から二つ目──第二音階名詠ノーブルアリアあたりに相当するはずだ。ハイスクールの教きよう師しでさえこの名詠には手こずると言われている。それほど稀き少しような名詠生物をほいほいと連れて歩く子供が、この世界にどれほどいるのか。


　しかしそれはそれ。自分たちが気にしても仕方ないだろう。


「で、ネイト君だっけ？　肩のそいつが言うには寮を探さがしてるとか」


　おい小娘、我をそいつ呼ばわ──とまで言いかけたトカゲの口を少年が再さい度ど塞ぐ。


「あ、はい。ネイトって呼び捨すてでいいです。別の学校から転校してきて今日ここに着いたんだけど、寮がどこにあるのかわかんなくなっちゃって……」


「んとね、ならこの先が寮であってるよ。女子寮と男子寮に分かれてるから二股なんだ」


　画用紙を持ったまま、ミオが左手を持ち上げる。


「こっちが女子寮。反対の右が男子寮になってるよ」


「そっかぁ、ありがとうございます！」


　頭を下げる少年にミオが微笑ほほえむ。


「どういたしまして。あたしミオ。こっちがクル──」


「クルーエルよ。同じ学校ならまた会うかもしれないね」


　言いかけたミオを遮さえぎるように、クルーエルは口早に応こたえた。


　ミオのことだ。どうせわたしのことを『クルル』として紹しよう介かいするつもりだったのだろう。ミオに呼ばれるときはその愛あい称しようでも別に構かまわないのだが、他人に紹介される時ぐらいちゃんとした名前で呼ばれたい。というよりも本音は、そのクルルという愛称が自分には幼おさなすぎて不ふ釣つり合いな気がするからだが。
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「ミオさんとクルーエルさんですか。ホント助かりました！　じゃあ、とりあえず行ってみますね。ほら、行くよアーマ」


『小娘、とりあえず礼は言っておく』


　……何が悲しくてトカゲに小娘小娘言われなくちゃいけないんだろう。


　文もん句くの一つもつけたいところだが、それこそトカゲ相手に説教も何もあるまい。


　内心の不満を胸むねの奥おくで押おし殺し、頭を下げる少年に向かってクルーエルはかるく頷うなずいてみせた。
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「遅おそくなってごめん。ミオ、交代ー」


　大分待たせちゃったかな。湿しめった髪かみにタオルをあてながらクルーエルはバスルームから声を張はり上げた。脱だつ衣い所じよの時計を一いち瞥べつ。げ、もうこんな時間……ちょっとゆっくりしすぎたかな。


　夕食後、先にシャワーを譲ゆずってもらったのだが、昼に汗あせをかいたせいでついつい長湯になってしまった。


「ん、ミオー？」


　返事がない。脱衣所から出てすぐのダイニングにいるはずなのに。扉を開あけ覗のぞき込んだ先。そこに、テーブルに肘ひじをついた姿し勢せいで部屋の天てん井じようを見上げる少女の姿すがた。


「なんだいるじゃん。……って、聞いてる？」


　視線をふさぐように彼女の正面に回り込むと、ようやくミオは口を開ひらいた。


「ねえクルル。あれ、本当に名めい詠えい式で出したのかなぁ」


　だがどうも反はん応のうが鈍にぶい。独ひとり言のように夢ゆめ現うつつな表情で呟つぶやく彼女。


「『あれ』って？」


「今日会った子いたじゃない。あの子の肩かたに乗ってたトカゲだよ」


　考え事をしていたらしい。そういえばそうだ。考え事をしている時のミオは周りが見えなくなることが割わりと多い。


「あのトカゲ、紫むらさきというか黒というかよくわかんない色してたよね。何色の名詠式したらあんなの出せるんだろうかなって」


「……まあ、そうだね」


　今思い出すと確たしかにそうかもしれない。形けい容ようしにくい色。無理に当てはめるとするならば赤か青だろうが、どちらだとしてもあまり合が点てんのいくものではない。赤にも青にも出せぬ、奇き妙みような深みを持つ色合いだった。


「まあ何色だったとしても、わたしはあんな生意気トカゲなんか詠よび出したくないけどね」


　髪を拭ふきながら苦く笑しようする。


「やっぱり鳥よ、鳥。あんな気持ち悪い爬は虫ちゆう類るいなんかより断だん然ぜんいいよね」


　すると、今まで無む表ひよう情じように近かったミオがにやりと口の端はしをつり上げた。


「競演会コンクール、一番人気が鳥なんだって。三百人くらい鳥狙ねらいらしいから全然目立たないよ」


「うっ……それほんと？」


「少なくとも去年はそうだったみたいだよ」


　マグカップに口をつけながら空とぼけたように、ミオ。素そ知しらぬ顔で言ってくるということは、彼女は別の物を名詠する気なのか。


「ミオは何にするの？」


「まだ考え中。生き物を出そうとは思ってるけど、小さいものをたくさん出すか、何か大きいのを一つ出すかで迷まよってるの」


　緑の生き物で何か大きいのっていたかな。気にはなったが、彼女の方からそれを言わないということは本番までのお楽しみということか。


「ていうかミオ、さっさと入らないとお風ふ呂ろ冷めちゃうよ」


「む。そう言えばそうだった。クルル出てくるの遅い！」


「とっくに出てたわよ。ぼうっとしてたそっちが気づかなかっただけ。文もん句く言う暇ひまがあったらさっさと入ってきなさい」


　ぐずるミオの背せ中なかをバスルームまで押していく。わたし明日は部活動の朝練があるんだから、早いところあなたがシャワー入ってくれないとこっちも困こまるのよ。


「タイムリミット十分。時間になったら電気消すからね」


「え……なにそれ、ずるっ……ちょっとクル──」


　何やら言ってくる少女を無む視しし、クルーエルは脱衣所の扉とびらを閉しめた。
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「お疲つかれさまでした。じゃ、お先に失礼します」


　朝のホームルームを告げる予よ鈴れいが鳴り響ひびく。部活動の先せん輩ぱいに挨あい拶さつを終え、クルーエルは一年生の校こう舎しやへと全速力で駆かけ出した。


　トレミア・アカデミーの敷しき地ち規き模ぼは他校の平へい均きん面積の三倍。部室から一年生校舎までの距きよ離りも徒歩で優ゆうに半時間を要する。


「うわっ。もうこんな時間……」


　腕うで時ど計けいを一いち瞥べつ、ホームルーム開始まであと二分。


　乱みだれた息のまま校舎の階かい段だんを駆け上り──自分のクラスである「一─Ｂ」というボードが視界に飛び込んできた。扉の取っ手に手をかけ、走ってきた勢いきおいそのままに扉を開く。


　力余あまって地じ震しんが起きたかのような震ふるえが扉を揺ゆらすものの、今さらそれを気にするクラスメイトはいない。これぐらい急がないと間に合わないことを全員がとうに承しよう知ち済ずみなのだ。


「おはよクルル。なかなかの好タイム。先月の平均より七秒早いね」


　苦笑混まじりで、ストップウォッチ片かた手てにミオが気楽に告げてくる。


「……こっちはそんな余よ裕ゆうないわよ。先生は？　まだ来てない？」


「ん、まだ来てないよ。今日は間に合ったみたいだね」


「今日も、よ」


　何やら言いたげなミオから目をそらし、手元の鞄かばんを開ける。スポーツドリンクを取り出し口をつけようとした矢先、眼がん前ぜんの扉が開いた。


　若わか葉ば色のスーツを着た、陽ひに眩まぶしく輝かがやく金きん髪ぱつを肩かたまで伸のばした女じよ性せいがゆっくりとした足取りで教室に入ってくる。担たん任にんのケイト教きよう師しだ。


「みんなおはよう。……あらクルーエル、今日は遅ち刻こくしなかったのね」


　教師のやんわりとした皮肉。一いつ瞬しゆん頰ほおが引きつったのが自分でも分かった。


「と、当然ですよ？」


　平静を装よそおいながら席に腰こし掛かける。


　対して、ケイト教師の方は意味ありげに肩をすくめてみせた。


　──わたし……悪くないのに。


　自分は毎日誰よりも早く校舎に来ている自信がある。ただ部活の朝練習が予鈴ギリギリまであるせいで、遅刻数クラス一という不ふ名めい誉よな称しよう号ごうを手にしてしまっているのだ。


「明日も期待してるわ。……ええと、見たところ他ほかの子はみんな来てるみたいね」


　苦笑を押し殺しながら教室内の生徒人数を数える教師。


「今日は特に連れん絡らくもないかな。五時じ限げん目めに触媒カタリスト実験をするから、昼食後に第一実験室に集合ってことだけ忘わすれないでね……ところで」


　軽く咳せき払ばらいして、ケイト教師は言葉を句切った。


「もうすぐ夏休みだけれどその前に、この『一─Ｂ』に転校生が入ることになりました。十三歳さい。このクラスでは最年少になりますね」


　クラスの空気が途と端たんに熱を帯びた。隣となりの席に座すわる男子生徒が軽く驚きよう嘆たんの声を上げる。少し離はなれた席、普ふ段だんぼんやりとした表ひよう情じようのミオもさすがに驚おどろいているらしい。


　もともと名めい詠えい式は義ぎ務む教育ではない。十二歳までは皆みな一様に普通の勉強を学び、それから各自、何を学びたいかを決める。名詠学校というのも一つの専せん門もん学校に過すぎない。


　そのため年ねん齢れいに上限下限はなく、ミドルスクール三年・ハイスクール四年の課か程ていを終えれば名詠士という資し格かくへの挑ちよう戦せん権けんを得るというわけだ。十三歳でハイスクールということは、十歳から普通の学校と名詠学校のダブルスクールをこなしてきたのだろうか。例が無いという程ほどではないが、間ま違ちがいなく珍めずらしい方の類に属ぞくする。


「とにかくみんなに紹しよう介かいするわ。ネイト君入ってきて」


　……ん、ネイト？　どこかで聞いた気が。


　扉を開け、トレミア・アカデミーの白制せい服ふくを着た少年が入ってきた。


　深い紫むらさき色いろの髪かみをした、まさに十三歳ほどの身長の少年。緊きん張ちようのためややひきつっているが、まだ幼おさなさの残る顔立ちをしているのがわかる。自分の視線と彼の瞳ひとみが重なり──


「あれ、ネイト君？」


　クルーエルが口を開くより先、教室の隅すみに座っていたミオが奇き声せいを上げた。彼の方は突とつ然ぜんの名指しに一瞬驚いたらしいが、ややあって。


「あ……えと……もしかしてミオさん？」


「うん。覚えててくれたんだね。あ、クルルもいるよ」


「クルル？」


　ぽかんとした表情のネイトに対し、ミオの方がこっちを指さしてきた。──ミオのばか。


　ため息ついでに思わず肩を落とす。昨日わざわざクルーエルと言ったのに、それが一瞬で徒労に終わってしまった。


「……おはよ。ネイト」


「あ、クルーエルさん。おはようございます」


　丁てい重ちように挨あい拶さつしてくれるのはありがたかったが、おかげでクラスメイトの視線がこちらに向いてしまった。


「──ねえちょっとクルーエル、あの子と知り合いなの？　結けつ構こうあの子カワイイじゃない」


　背はい後ごの座ざ席せきの友人が意味ありげに背せ中なかをペンでつついてくる。左右からも「へえ。まさかクルーエルが年下に手を出すなんて意外」だの。……恥はずかしいことこの上ない。


「あら。ミオもクルーエルも、ネイト君と知り合い？」


　一連の会話に、ケイト教師が頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。


「昨日、寮りようのそばで会ったんですよ」


　間かん髪はつ入れずミオが口を開いた。


「なるほど。知り合いがいて良かったわ。あ、でもネイト君。他の子は君きみのこと知らないと思うから自じ己こ紹介いいかな」


「あ……は、はい」


　姿し勢せいを正し、壇だん上じようの少年が頭を下げる。


「えっ……と。ネイト・イェレミーアスと言います。ずっと地元の方に通ってたんですけど、親が昔この学校の出身だったので、いつかはこの学校に来たいなって……」


　ぽんと少年の肩かたに手を乗せ、教師が教室内を見回す。


「一時限目の講こう義ぎまでまだ時間あるわね。何か彼に訊ききたいことがある人いるかしら。一人一人が個こ別べつに訊くと答えるのも大変だろうし、何かあれば今ここでね」


「あー！　はいはいっ！　質しつ問もん！」


　勢いきおいよく手が上がる、さっきペンでつついてきた女友達のエイダだ。


「えっとぉ、キミは名詠式だと何色が専せん攻こうなの？」


　その問いに──ふと、その少年は隣にいる担任教師と目を見合わせた。


「あ……あの……僕ぼくのは……少し普通のと違ってて」


　困こまったように口を開けたままの少年に、ケイト教師が先を促うながす。


「夜色名詠ていうのを……その……勉強してるんです」


　言いづらそうにうつむきながら、少年はその単語を口にした。


「ヨル？」


　首をかしげるというより、呆ほうけたような表情でエイダが反はん芻すうする。


「朝と夜、の夜です。黒っぽい青というか紫っていうか。そんな色の名詠式です」


「ネイト君のいたとこだと、そんな色も教えてくれてたの？」


　呆あつ気けにとられたようなエイダに、おずおずと彼が口を開く。


「えと、たぶんどこも教えてないと思います……母のオリジナルなので」


　オリジナル。その単語ことばにエイダが小さく感嘆の吐と息いきを洩もらした。


「つまり、新しい名詠色ってこと？」


　が、当の本人は慌あわてたように腕うでを振ふってきた。


「そ、そんなすごいものじゃないです。申しん請せいもしてませんし。……それに、僕自身がまだ全然……できないですから」


　尻しり窄すぼみに声が小さくなっていく。まあ転校したてなのだから仕方ないかな。


　頰ほお杖づえをついたままクルーエルがくすりとしたところで、ちょうどホームルーム時間終しゆう了りようの鐘かねが聞こえてきた。
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　太陽がゆっくりと天てん頂ちようへと昇っていく。それに併あわせ、じりじりと上じよう昇しようしていく部屋の気温。蒸し風呂サウナを思わせる、肌はだにベタつく暑さ。今いま頃ごろ、冷れい房ぼうの効きいた学内のカフェテリアは講こう義ぎのない生徒や教員で一いつ杯ぱいだろう。講義さえ無ければ自分もそこで、優ゆう雅がにアイスティーでも頼たのんでくつろいでいるはずだった。


　──まあ、講義が無ければの仮か定ていなんだけど。


　洩れそうになる嘆たん息そくを、クルーエルは喉のどの奥おくにむりやり押おし戻もどした。


　名めい詠えいを学ぶ学校においては午前中は基き礎そ知ち識しき課か程てい。午後に実じつ際さいの演えん習しゆう課題が課される。ハイスクール一年生はほぼ一年間かけ、ここで名詠実じつ践せんの基礎を学ぶことになるわけだ。


「みんな揃そろったかしら？」


　服の上から白衣を羽は織おったケイト教きよう師しの声が実験室に響ひびき渡わたる。


　基本的に名詠の実験は四人一組で行う。


　名詠者一名、記録係一名。それと緊きん急きゆう時じに備そなえての補ほ助じよ役が二人。


　クルーエルの女子パートナーはミオ、男子はアルセム──大おお柄がらな体たい格かくにおっとりとした性せい格かくの、黄色名詠を専攻する生徒だ。それとネイト。新入生、しかも正体不明の名詠式を勉強中だということでいくつかの班はんと奪うばい合いになったが、面めん識しきがあるということでミオが半ば強ごう引いんに引っ張ぱることに成功したのだ。


「さ、誰だれからやるか決めるわよ」


　くじを作り終え班の三人にひかせていく。実験と言っても要は自分の色の名詠をこなすだけ。今日の場合、三日後に迫せまった競演会コンクールの予行練習に近い。


「あ、あたし二番だ」


　のほほんとした口調で、ミオ。


「俺おれが三番だな」


「僕は四番みたいです」


　続いてアルセム、ネイト。……ということは。


「……あーあ、わたし一番か」


「最初って緊きん張ちようするのよね」


　返事代わりに、いたずらっぽく笑うミオにクルーエルは肩かたをすくめてみせた。


　テーブルの隅すみに置いてある絵の具の山から赤のチューブを抜ぬき出す。名詠式は触媒カタリストに触ふれていなければならない。しぶしぶとチューブから絵の具を出し、それを左手の指先に塗ぬっていく。


　……初心者わたしたち用の触媒カタリストとしては比ひ較かく的使いやすいんだけど、指に絵の具を塗りつけるのだけは何度やっても気持ち悪いのよね。


「ネイト、準じゆん備びできたよ」


　ストップウォッチを持ったネイトに目配せしてみせる。


「はい。始めてください」


　言われると同時、クルーエルは目を閉とじた。


　脳のう裏りに名詠物をイメージする。名詠物を左手に持つ想像構築イマジネイト。


　紅あかい、鮮せん血けつよりも深い色の花か弁べん。


　何よりも完全なその美の内に、触れただけで零こぼれ落ちる儚はかなさを併せ持つ。


「──sheon lef深緋の ped-l-clue鐘 rien-c-soan鳴り響く」


　情じよう愛あい、誇ほこり、可か憐れん。


　数多くの言葉で表されるその花を脳裏に描えがいた。





　YeR be orator彼方〈あなた〉の Lom nehhe名前を讃えます





　lor besti紅く redi ende鋭く kele美しい-l-lovier





　Lor pridia魔性の美 rigveshi鋭き lovi刃と, kele ledg翳し……





〈讃来歌オラトリオ〉。


　自分が思い描く物を詠よび招まねく際さいに用いられる、セラフェノ音語不可触言語による賛さん美び歌か。


　詠よび招く物の名を讃たたえ、誘いざなう。──名詠式の名はそれが起はじ因まりだ。音として外部に情じよう報ほうを発生、名詠門チヤネルを緩ゆるめ開かい放ほうを誘う。


　ゆっくりと目を開ける。既すでに、左手に付着した塗と料りようが紅く輝かがやきだしていた。


　可か視し光線のエネルギー化。


　すなわち赤の塗料が持つエネルギー波長と、今から名詠しようとする物の波長との同調現象シンクロナイズ。この共通エネルギー波長を媒ばい介かいに目的の物を詠よぶ──これが名詠式の仕組みである。


　名詠門チヤネルが開いている時間は長くない。まばたきもせずクルーエルは左手に灯ともる紅い光を見み据すえた。徐じよ々じよに光が強まり……不意に、ガラスが砕くだけるかのように光が破は裂れつした。


　それが意味するものは、名詠門チヤネル完全開放の瞬しゆん間かん。


　──『Keinez赤の歌』──


　破裂した光が細分化し消えていく。おそるおそる左手を開く。ふわりと、指の隙すき間まから真しん紅くの花か唇しんがこぼれ落ちた。


「あ……」


　安あん堵どに、今まで凍こおりついていた吐と息いきが洩れる。


　左手に生まれた──一輪の真紅の花。


「おお、花かぁ！　綺き麗れいだね。これ何の花？」


　ミオが小さく拍はく手しゆ。


「アマリリスっていうの。わたし昔からこの花好きだから」


　そっけなく言ったつもりだったが、ついつい顔がほころんでしまう。


「ジャスト三十秒。クルーエルさんすごいです」


　ネイトから時間の止まったストップウォッチを受け取る。競演会コンクールでの持ち時間はおよそ一分前後。三十秒ならばまず安全圏けんと言える。


　二番手のミオは、昨日買った緑の画用紙を触媒カタリストに小さなカメを詠よび出した。費やした時間は五十五秒。当初は二匹ひき同時に出そうとしたが集中力が切れて急きゆう遽きよ一匹にしたらしい。三番手のアルセムはカナリアに挑ちよう戦せん。だが鳥はカメや花と違ちがって動的な生物であるため、想像構築イマジネイトの段だん階かいが難むずかしい。二分経けい過かした時点で彼の方がギブアップした。


「ネイトいいわよ」


　台紙とストップウォッチを引き継つぎ、クルーエルは目の前の相手に向かって合図した。


「あ、はい。やってみますね」


　見たところ、ネイトも絵の具を使用するらしい。


　夜色名めい詠えい。学校の教科書にその断だん片ぺんすら記されていない名詠式。内心クルーエルも半信半はん疑ぎではあったが、どうやら彼は本気らしい。黒系けい統とうの絵の具をパレットで混まぜ、それを指先に付着させていく。


　何やら後ろの方が騒さわがしい。ふと気づき周囲を見やると、なんと他の班はん全すべてが一時的に手を休めて自分たちの班に注目していた。


　これだけの視線だ。これでは彼の方も集中できやしないだろうに。


　あなたたちは自分の作業続けなさいよ──もう少し早くに気づいていればそう口にできたのだが、あいにく既にネイトは名詠式の方に移うつってしまっていた。


「──cart昏黎の lef dimi帳-l-shadi denca舞い-c-dowa降りる」





　YeR be orator彼方〈あなた〉の Lom nehhe名前を讃えます





　lor besti暗く bluci ende雄々しく branousi憫-l-symphoeki〈いたわ〉しい





　O she主の saira片翼 qersonie Laspha〈かりそめの主〉─





　ざわりと周囲の空気が変わった。その理由は推すい察さつするまでもない。この少年が何を詠よぼうとしているのか分からないからだ。


　少し名詠式に詳くわしくなれば、相手が唱える〈讃来歌オラトリオ〉からその名詠物を推すい測そくできる。クルーエルも既にミドルスクールで三年分、名詠式に関しては下積みがある。身近な物や生物ならばその〈讃来歌オラトリオ〉を聴きいて判はん別べつできる。そのはずが。


　暗くて、雄お々おしくて、それに憫いたわしい？


　ネイトが今名詠しようとしている物の正体がまるで読めなかった。周囲の者も同じだ。訝いぶかしむように、ネイトの手に生まれる光をただじっと凝ぎよう視しし続けている。


　黒い光。あるいは影かげと呼こ称しようした方が適てき切せつなのかもしれない。少年の手に昏くらい影が生まれた。実験室に射し込こむ西日に触ふれ、なおも消えることのない影。太陽を否ひ定ていする澱よどんだ夜。


　……これは。


　にわかに信じられるものではないが、確たしかにこの少年は夜を名詠しようとしていた。


　影が大きく、強くなっていく。球きゆう状じように収しゆう束そくしていき……


　そして。夜が弾はじけた。


　幽かすかな、窓まどを開ければその風鳴りだけで消えてしまうほど微び細さいな声で少年が呟つぶやく。


　──『Ezel夜の歌』──


　その瞬しゆん間かん、部屋が黒こく煙えんで充じゆう満まんした。


　詠よび出されたものは固体ではなく──


「え？　何、コレ！　ちょっ……息苦……」


　ミオの悲鳴に続き、男女問わず苦く悶もんの声が上がる。


　名詠されたのはただの、なんの変へん哲てつもない煙けむりだった。


「え……そんな……こんなはずじゃ……？」


　狂きよう乱らんの中、茫ぼう然ぜんとするネイトの声だけが鮮せん明めいに聞こえた。


　なにか高度な生物を名詠しようとして、それが暴ぼう発はつしたということか。初級者が最も陥おちいりやすい事じ故こだ。


　物が燃ねん焼しようした時に出る粉ふん塵じんだが、息をしようとすればするほど煙を吸って咳せき込んでしまう。目を刺さす痛いたみにまぶたを開けていられない。もしこれが火事に出る煙と同じ物ならば、これはおそらく一酸化炭素カーボンモノキサイドと二酸化窒素ニトロゲンダイオキサイド。炭たん素そを含ふくむ物ぶつ質しつを不完全燃焼させた時に出る物質で、吸い続ければ呼こ吸きゆう器官と中ちゆう枢すう神しん経けい系けいに障しよう害がいを来きたす。


　窓を開けないと！


　確か左手に窓があったはず。が。すぐに思い直した。いや、鍵かぎを開けている暇ひまはない。目をつむったまま窓の位置を脳のう裏りに浮うかべる。立ち上がり、今まで腰こしかけていた椅い子すを右手に摑つかむ。


　……わたし、弁べん償しようなんかしないわよ！


　躊ちゆう躇ちよせず、クルーエルはその椅子を窓ガラスに向かって投げつけた。





　　　　５





「だいぶ遅おそくなっちゃったな……」


　頭上に瞬またたく星を一いち瞥べつし、クルーエルは足どりを速めた。部活動の練習が終わってから学園内の購こう買ばい部へ。医い療りよう品や雑ざつ貨かを買い足していたら随ずい分ぶんと遅くなってしまった。


　……まだちょっと痛いたいかも。


　右手に巻まかれた包帯をさすると電気が走ったような痺しびれがくる。数時間前、ガラスを割わった際さいにその破は片へんで受けた傷きず。日にち常じよう生活には支し障しようないが、医い務む室に行ったらやけに念入りに包帯を巻かれてしまった。




[image: ]


　多目的ホールから一年生の校こう舎しやまで徒歩でおよそ十分。図書館や体育館などがその間に立ち並ならんでいるが、いずれも既すでに消灯済ずみ。朝早くから開く分閉へい館かんは早い。


　昼の間に火ほ照てった身体からだに夜の冷風が心ここ地ち良い。肺はいの奥まで染しみ渡わたっていく冷たく澄すんだ空気。このまま風を浴びていたくなるような気分にさせる清せい澄ちよう感。


　……そういえばネイトどうしてるかな。


　ふと想起し、クルーエルは視し界かいを頭上から歩道へと戻もどした。


　あの後──


　自分が窓ガラスを割ってすぐ、実験室に充じゆう満まんしていた粉塵はあっさりとどこかへ消えてしまった。もともと名めい詠えい式の失敗で詠よび寄よせた不安定な物だから、今考えるとそれも予想してしかるべきだったかもしれない。


　それでも、クラスメイトの中には少数だが喉のどを痛めた者や目を痛めた者もいた。


　実験室も部屋の壁かべという壁が煤すすけ、一年分の汚よごれがついたかのような有様だった。自分やミオを含ふくめ残った生徒たちで片かたづけはしたが、その後一時間ほどネイトはずっと謝あやまり続けていた。ケイト教きよう師しに。学園長に。クラス全員に。そして、窓ガラスを割って手を傷つけたクルーエルに。


　名詠のミスというのは仕方がない。まだ十三歳さい。転校当日。しかもあれだけ多くのクラスメイトに名詠を凝ぎよう視しされ続けて。成功しろという方が無む茶ちやだ。そう弁べん護ごもしたのだが、やはりそう簡かん単たんに立ち直れるものではない。全すべての授じゆ業ぎようが終わった放課後まで、ネイトはずっとうつむきっぱなしだった。





　徐じよ々じよに一年生の校舎が見えてくる。例の実験室は立ち入り禁きん止しになっているため既に消灯。明かりがついているのは医務室、職しよく員いん室しつ、それに警けい備び員いん室だけだろう。


　そう。明かりがついているのはそれぐらいのはずだった。だが。


　……あれって、うちのクラス？


　三階の、奥から二番目の教室。カーテンが閉められているが、その隙すき間まを通して部屋の照明が外に洩もれてきている。誰だれだろう。


「……まさかね」


　その呟きは風に乗り、光と共に夜へと消えた。
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「ネイト、それ取ってくれる」


　母の視線が、額がく縁ぶちに飾かざってある一枚まいの写真へと向いていた。


「これ？」


　背せ伸のびしても届とどかない、天てん井じよう近くの壁に飾られた写真。椅子の上に立ってようやく、精せい一いつ杯ぱいのばした指先が写真の縁に触ふれた。


　──この写真、なんだろう。


　写真と言ったって誰かが写うつっているわけではない。これといった風景でもない、写真の画が像ぞう全体が真っ黒。石せき炭たんを近きん距きよ離りで写すとこんな感じの写真が撮とれるかもしれないが、そんな写真を撮る理由は思い浮うかばない。ピントがずれたのだろうか。でもそれならわざわざこうしてとっておく必要は無い。以前から気になっていたものだった。


「はい、母さん」


　床とこに臥ふせたままの母親へと持っていく。が、母はそれを受け取ろうとはしなかった。


「……母さん？」


「ネイト、その写真あなたにあげる」


　寝ねたままの体たい勢せいで、母が布ふ団とんをわずかに持ち上げる。


「これ……なんの写真？」


「あなたが練習している名詠の、とっておきの触媒カタリストよ」


　珍めずらしいことに。本当に珍しいことに、そう言ってくる母の表ひよう情じようは優やさしげだった。ふだん体調の良い時でも、母が表情を緩ゆるめることは滅めつ多たにないのに。


「でも、何も写ってないよ？」


「夜に撮ったものだからわかりにくいけど、火を写した写真なの」


　火。一面真っ黒なのに、これが？　喉元まで出かかった言葉をネイトは慌あわてて押し戻もどした。自分の母は、一度として噓うそや冗じよう談だんの類たぐいを口にしたことがなかったから。


「ネイト、あなたにまだ教えてない名めい詠えいがあったわ」


　それを知ってか知らずか、天井を見つめていた瞳ひとみを母が閉とじた。


「これはあなたのための名詠式。だからネイト、あなたにだけ教えてあげる」
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『なぜ、我われを詠よび出そうとした？』


　耳元で聞こえる声。詰きつ問もんではない。ただ、純じゆん粋すいな疑ぎ念ねんの声が鼓こ膜まくに響ひびく。


『お前の母でさえ我を詠よび出すのに幾いく年月をかけたのか、忘わすれたわけではないだろう。現げん状じようのお前が適かなうものではないだろうに』


　机つくえにうつ伏せたまま聞き流す。が、相手はそれを意にも介かいせず続けてきた。


『我がいた寮りようとこの学舎。距きよ離りにしておよそ二千メートルほどか。だが距離の大小は名詠にさほど関係ない。我を名詠によって招まねくことそのものが至し難なんだとは知っているはず』


　……そんなのわかってるよ。


　口に出す気もなく、心の中だけでネイトは吐と息いきを洩もらした。


　でも挑ちよう戦せんしてみたかった。自分ができる名詠なんて両手で数えられる。だからこそ、どんどん新しい名詠式に挑戦してみたかった。


「僕ぼく、母さんと約束したもの。アーマも知ってるでしょ？　母さんと約束した人に、僕が夜色名詠を見せるんだって」


　言こと霊だまであるかのように、その一言は相手を沈ちん黙もくさせた。


「ねえアーマ、母さんはそんなにすごかったの？」


『……そうだな』


　自分以外誰にも悟さとられぬほど微かすかではあるが、珍めずらしくこの名詠生物の声こわ音ねがやわらいだ。懐なつかしむように、愛いとおしむように。もっとも、その当人は気づいていないだろうが。


『我が認みとめた唯ゆい一いつの名詠者だ。少なくとも、才さい能のうという点に関してはお前の遥はるか上を行っていたな』


　──まだ僕は、この名詠生物に認められていない。


　言葉の裏うらに潜ひそむ真意。それは紛まぎれもない、隠かくしようのない事実。しかしそれでも、言葉に出来ない悔くやしさが胸むねの奥おくに溢あふれ出す。


『だが。才のそれを補おぎなうために我がお前のそばにいることを忘れるな』


　その声に突つき動かされるように。ネイトは顔を持ち上げた。目の前に、鼻先が触ふれるほどの距離にアーマがいた。机に乗っているわけでも肩かたに乗っているわけでもなく。背中に折りたたんでいる翼つばさを拡ひろげて虚こ空くうに漂ただよう名詠生物。


「キミが飛んでるの久ひさしぶりに見たよ」


『地を這はい続けるのもいいが、飛び方を忘れそうでな』


「無理しないでね。飛んでられるのは四十秒が限げん界かいなんでしょ？」


　名詠生物の、真剣な物言いとは裏うら腹はらの不ぶ格かつ好こうな浮ふ遊ゆうに吹ふき出しそうになる。


「……でも。僕は母さんみたいにはうまくいかないってことは、やっぱり他ほかの人に迷めい惑わくをかけちゃうんだね。今日だってクルーエルさんに……」


『昨日の小こ娘むすめか。しかし聞いた限り、その程てい度どの傷きずならあの小娘にはどうということもない気がするがな』


　ここらへんがやはり名詠生物なのだろう。自分が気にしているのは外見的な傷だけではない。責せき任にん、償つぐないも含ふくめてのことだ。


「ううん。アーマにはわかんないだろうけど──」


「だから、気にしてないから平気よ。もともとわたしが勝手に窓まど割わっただけだしね。そこの生意気トカゲに言われるのは癪しやくだけど」


「そうそう。気にしてないから……えっ？」


　不意に入り込こんできたのは女じよ性せいの、それも聞き覚えのある声。慌あわててふり向いたネイトのすぐ正面。


　教室の扉とびらに寄よりかかるように、右手に包帯を巻まいた少女が立っていた。





「やっぱりキミか」


　もしやと思って来てみたら案の定だ。苦く笑しようの吐と息いきを洩もらし、クルーエルはネイトの正面の席まで歩み寄った。


「あ……あの……ご──」


　あっというまに畏い縮しゆくし、とまどいながらも少年が口を開こうとする。その前に、クルーエルは人差し指でそっと相手の額ひたいに触ふれてやった。


「もう謝あやまらなくていいわ。今日ずっと謝ってたじゃない。謝られっぱなしでこっちが申し訳わけなく思っちゃうよ」


「は、はい……」


　頷うなずきはするもののやはりまだ声が硬かたい。見つめるのも気の毒かな。あてもなく視し線せんをずらすと、机つくえに乗っているトカゲと目があった。


『小娘。何度も言うが我われは生意気トカゲなどではなくだな──』


「じゃあ飛びトカゲね」


『飛んでるのを見ておいてまだトカゲか……』


　間かん髪はつ入れず口にする。と、諦あきらめたらしくトカゲががっくりとうなだれた。どこか人間に似にたその仕草が妙に可お笑かしい。


「ところで、盗ぬすみ聞きするつもりはなかったんだけどさ」


　一人教室でうつ伏ぶせている彼にどう声をかけるか迷まよってるうちに、両者の話が耳に入ってしまった。すねているようにも見える名めい詠えい生物を指さしながら。


「こいつ、ネイトのお母さんが詠よび出したって聞いちゃって」


「……はい。アーマを詠よび出したのも、夜色名詠を一から理り論ろん構こう築ちくしたのも。僕の名詠式は全部母さんが遺のこしたものです」


　実のところ、それがクルーエルにとって腑ふに落ちない点だった。


　夜色名詠。机に寝ねそべる名詠生物だって、こ憎にくたらしいけれど相当高度な知能を持っている。これだけの名詠ができるほど名詠式が完成しているのに、なぜ六番目の名詠色として認にん定ていがなされないんだろう。


「母さん、夜色名詠をほとんど人に見せませんでしたから。夜色名詠を新しい名詠色として申しん請せいする意思も最初からなかったらしいです」


　名めい誉よ欲よくが無かったということなのか。でもそれじゃあ何のためにわざわざ。


「約束、って聞きました」


　座すわっていたままのネイトが立ち上がった。窓まど枠わくに手をかけ、自身と外とを遮さえぎる窓ガラスを見つめる。


「僕自身名前も教えてもらってないけど、とにかくある人と約束をしたからと言ってました。名詠式は母さんに少しずつ習ってたけど……一年前に母さんは……」


　部屋の明かりのせいで外の景色などほとんど映うつらないはず。彼が見ているのはおそらく、ガラスに映る自分の虚きよ像ぞう。


「夜色名詠を勉強していればいつか必ずその人と会える。そう母さんに言われたから、どうせなら僕も母さんが通っていたこの学校で勉強しようと思って」


　恥はずかしがり屋で控ひかえめという、今までこの少年に対して抱いていたイメージ。それが間違いだったことにクルーエルはようやく気づいた。


　まだ十三歳さいなのに地元を離はなれ一人でこの学校に。土地勘かんもなく知り合いもいないだろうし、周りは全員自分より年上の生徒。──ただ、母親との約束のためだけに。


　……同じ立場だったとして、わたしに同じことができるかな。


　少なくとも自分がこの年とし頃ごろにはまだ、友達と遊ぶぐらいしか頭にはなかったはずなのに。


「──すごいね」


　吐はき出した吐と息いきと共に、無む意い識しきのうちに言葉が口をついて出た。


「キミは、すごいよ」


「え……すご……？」


　あまりに唐とう突とつだったので彼を困こん惑わくさせてしまったらしい。でも構かまわない。どうせわたしの、ただの独ひとり言のようなものなんだから。


「わたしが名詠士になろうとしたのは、ただ単たん純じゆんに『なんか面おも白しろそう』だからだったんだ」


　椅い子すに腰こしかけ、クルーエルは足を持ち上げて膝ひざをかかえた。


　──くだらない。なんてどうしようもない理由なんだろう。


「特にしたいってこともなかったし、今もないんだ。普ふ通つうさ、ハイスクールまで来た人ってみんな名詠士になりたくてきちんと努力してる人たちなんだよね。でもわたし、名詠士になりたいかどうかもまだわかんないの」


　何も決まらぬまま、成績が良かった分野のハイスクールへ通うことを選んだ。


　それがたまたま名詠式だった──本当に、理由はそれだけだった。


　名詠式を利用し、運うん搬ぱんなど転送業を営いとなむ者。あるいは純じゆん粋すいに名詠式の理り論ろんを探たん究きゆうする者。名詠士の資し格かくを持つ者と言えど、実じつ際さいに携たずさわる職しよく種しゆは多岐に渡わたる。自分のクラスメイトが何のために名詠士を目指すのかはわからない。わからないけれど、みんなそれぞれに目標を持って頑がん張ばっているのだけは嫌いやでも感じる。


　そんな中、自分はそのどれにも当て嵌はまらない。ただ気楽に講こう義ぎを受け、その一日一日を誤ご魔ま化かして過すごしている。それがいつばれるか、怖こわくて仕方ない。


　ミオにも両親にも告げていない本音……いや違ちがう、告げられないだけ。真しん剣けんに頑張っている人の前でそんなことを言う勇気を持てないだけかもしれない。


「わたしの進む道は本当にこれでいいのかなって。もっと別の道があったんじゃないかっていつも考えちゃう」


　笑おうとして、だが窓に映る自分の表ひよう情じようは引きつったままだった。


　自じ嘲ちようじみた感情が胸むねを圧あつ迫ぱつする。自分には、ミオが眩まぶしく映るときがある。名詠士になりたくて、そして事実彼女はそのための努力を欠かしていない。


　……あの子に比くらべて、わたし何をしてるんだろう。


「結局、わたし器用貧びん乏ぼうなんだよね。何でも少しはできるけど、その分飽あきっぽくて全部中ちゆう途と半はん端ぱなの」


　何もやろうとしないままハイスクールに来た。そして何も果たせないまま卒業してしまいそう──入学してまだ半年なのに、ずっとこんなことばかり考えていた。


　不安なのに、だけど何一つとして身が入らない。昔はそんな自分自身に対する怒いかりもあった。けど、それもとうに燃もえ尽つきた。


「そんなっ……そんなことないですよ！」


　にわかに。振ふり絞しぼるように少年が首を振ってきた。


「クルーエルさんは絶ぜつ対たい、名詠士が似に合あうと思います。今日の名詠とっても素す敵てきだったもの！」


「……ううん。あれはやろうと思えばみんなできるよ」


　つくり笑いのままクルーエルはやんわりと言い返した。小生物、しかも動かない物の名詠は難むずかしくもなんともない。名詠士を目指そうとしてハイスクールに来ている者ならばおよそ誰にでも扱あつかえるレベルなのだから。


　的を射いたはずの反論に、だが眼がん前ぜんの少年はおずおずしながら。


「……あれは、クルーエルさんだからこそ素敵だったと思います」


「──え？」


　それってどういう意味なんだろう。聞き返すより早く。


「あの、そのぉ……こうやって本人に言うのもなんですが……クルーエルさんが詠よび出したあの真っ赤な花、あれ、すごいクルーエルさんに似合うと思いました」


　もじもじと下を向きながら、それこそ真紅の花アマリリスに負けないほど顔を真っ赤にして目の前の少年は言ってきた。花が似合う──わたしが？


「あ、いえ。……ごめんなさい……別に変な意味で言ったわけじゃなくて、ただ純じゆん粋すいにそう思ったからで……」


　黙だまったままの自分を見て怒おこっていると判はん断だんしたらしい。その姿すがたに、ようやくクルーエルは我にかえった。


　何ということはない。ただあまりに唐とう突とつに、しかもストレートに褒ほめられたからこっちも固まってしまっていただけだ。なんと返せばいいか分からず、頭が真っ白になっていた。


「え、ああ。うん。わかってるから平気。ちょっとぼうっとしてただけ」


　慌あわてて手を横に振る。まったくもって恥はずかしい。相手はまだ十三歳さい。わたしの方が動どう揺ようしてどうするんだろう。


「……でも、ありがとうね」


　窓まどに映うつる自分の微笑ほほえみは、きっと愛あい想そ笑いなんかじゃない。


　まさか、こんな真しん剣けんに自分を応おう援えんしてくれるなんて考えもしなかった。


　言葉を取り繕うこともない、あまりに単純で不器用で──でも、素す直なおな応援。だからこそ、自分も素直に嬉うれしかった。


　……わたしだって、何か頑張った方がいいのかな。


　何か本気で打ち込めるもの。すぐに見つかるとは思えない。けどだからこそ、その何かを見つけるまでは。その何かを見つけるまでは、名めい詠えい式を頑張ってみるのも悪くない。


「キミを見習って、わたしもちょっとだけ頑張った方がいいのかな」


　立ち上がって彼の傍そばに立つ。窓を開けると、カーテンの隙すき間まを縫ぬって心ここ地ちよい風が髪かみを揺らした。


「み、見習うだなんてそんな……」


　あたふたと首を振る少年。


　その様子に、思わず笑い混まじりの吐と息いきを洩もらしてしまった。


「ううん。キミは誇ほこっていいと思うよ。それだけ一いち途ずなところ見せられちゃうとさ、聞いてたわたしの方が恥ずかしくなっちゃった」


　……なんか、妬やけちゃうなぁ。


　自分とまるで正反対。明めい確かくな意い志しを持って一心に前を向いている少年。


　……わたしにも、こんなひたむきな時期があったのかな。


　恋れん愛あいとかそういう感かん情じよう抜ぬきで、わたし、この子と一いつ緒しよにいたいかもしれない。


　それはきっと、彼の目指す道がとても眩まぶしかったからなのだろう。目を逸そらしたくなるような刺とげ々とげしさじゃない。傍にいて──応援したくなるような眩しさ。


　一度ゆっくりとまばたきし、クルーエルはネイトの方に振り向いた。


「さて、そろそろ帰ろ。学校の中だけどあんまり夜よる遅おそいと危あぶないよ。送っていくから」


「え、でもクルーエルさんこそ女じよ性せいですし」


　からかうつもりの眼まな差ざしで含ふくみ笑いをこぼすが、少年の方はいたって真剣な表情だった。


　だけどまだ十三歳。女のわたしより背せも低いし体たい格かくだって華きや奢しやだ。わたしを守るのはもう少し経たってからね。お姫ひめさまを守ろうとするには、キミはまだちょっとだけ頼たよりないんだから。


「あら。わたしいつも部活動で鍛きたえてるのよ」


「部活動？」


「護ご身しん術じゆつ。一人暮ぐらしするんならって、ミドルスクールの時から親に習わされたのよ」


　そう言って、包帯の巻まいてある右手で彼の手を摑つかんだ。


「さ、さっさと帰りましょ」


「く、クルーエルさん。右手右手！　怪け我がしてるんだからダメですよ！」


　ネイトが慌あわてて手を放そうとするのを、こちらから無理やりにぎゅっと摑んだ。


「これ？　痛いたくないわよ。医い務むの先生が大げさに巻いてくれただけだもの」


　本当は痛い。でもそんなちっぽけな痛みなんかより、彼と手をつないでいたかった。
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　夕焼けが姿すがたを消し、代わりに夜の帳とばりが降おりきった時間。


　閉へい館かん直前の来らい賓ひん受付所に、枯かれ草色のコートを羽は織おった男が入ってきた。


　照明に照らされ、穏おだやかで均きん整せいのとれた顔立ちが浮うかび上がる。


「失礼。学園長は既すでにご帰き宅たくでしょうか？」


　金か茶か、どちらとも判断しかねる色の髪がゆれる。


　──ん、どこかで見たことがある顔だな。


　内心の訝いぶかしさを隠かくしたまま、受付兼警けい備び員いんの男は事務的な対応を心がけた。


「少々お待ちください。いえ、まだ職しよく員いん室しつにいらっしゃると思います。ですがそろそろ学園外の方が入校できる時刻が過ぎてしまうので、長引くようであればまた後日ということになってしまいますが。よろしければお名前とご用よう件けんを」


「……いえ。では、大した用ではないので明日の放課後にでもまた寄よらせて頂いただきます。『カイが来た』とだけお伝えください」


　言葉が終わるやいなや、その男がコートをひるがえす。


「わかりました」


　その男が見えなくなるまで見送り、受付の男は来賓受付の窓を閉しめた。


　誰だれだっけかな。思い出せないけど、でもどっかで見たことある顔だったような。
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　校こう舎しやの窓まどの外、小鳥が群むれをなして羽ばたいていくのが見える。ホームルームが始まるまであと半時間ほど。まだ他ほかの生徒は部活の朝練習をしている時じ刻こく。さすがにこの時間では教室に集まっているクラスメイトも数が少ない。


「お、どうしたのクルル。今日は随ずい分ぶん早いね」


　ミオは数少ない例外の一人だ。クラスの誰よりも早く教室に来て、毎朝こっそりと自習に励はげんでいるらしい。本人はそれを隠かくしているつもりらしいが、あいにくクラス周しゆう知ちの事実だったりする。


「朝練あったけど休んじゃった。考えてみたら競演会コンクールも近いしね。昨日の怪我も早く治さないといけないし」


「そうだね。で、クルル結局鳥にするの？　そろそろ練習しとかないと大変だよ」


「うーん。昨日寝ねるまでずっと考えてたけど思いつかなかったのよね」


　そろそろ決めないとまずいというのはクルーエルも百も承しよう知ちだ。だがミオに指し摘てきされるまで鳥しか頭になかったから、他のアイデアをまったく用意していなかった。


　……鳥がだめなら、昨日試ためしてみた花あたりかな。


　腕うでを組んだまま迷まよっているうちにまた一人、教室に生徒が入ってきた。


　葡ぶ萄どう色の髪かみの、幼おさない顔つきの少年。一番小さいサイズの制せい服ふくなのにまだ袖そでの寸すん法ぽうが大きいようで、ところどころが皺しわになってしまっている。


「おはよーネイト君」


「あ、おはようございます。クルーエルさん、ミオさん」


「おはよ。早いのね」


　あっそう言えば。そう呟つぶやき、ミオが読みかけの参考書を閉とじる。


「学校来る途と中ちゆうね、三年生とか四年生の上級生がネイト君らしき子の噂うわさしてたよ」


　その言葉に、少年の方がしゅんとした表ひよう情じようで。


「……そうですよね。実験室、煤すすだらけにしちゃったし」


「あああ、違ちがうの違うの！」


　逆ぎやくの反はん応のうを想定していたのか、珍めずらしくミオが苦く笑しようする。


「ほら、ネイト君まだ十三歳さいじゃない。その年でハイスクールはやっぱ珍めずらしいんだよ」


「そうなんですか？」


　きょとんとしたようにネイトの声音トーンが上がる。


「うん。それに、夜色名めい詠えいだっけ。それも誰か噂してた気がするよ」


　ケイト教きよう師しは当然知ってるから、他の教師も知っているはず。別の教師がホームルームの時間、何かの折にでも担たん任にんする生徒に話したのだろう。


　ミオの話が終わるより先。黒くろ革かわの手て提さげ鞄かばんを片かた手てに持ったまま、その少年はふと、昨日より一いつ層そう幼げな表情になっていた。焦しよう点てんの定まらないふらふらとした、瞼まぶたの重そうな顔。


　……なんだか眠ねむそうね。


　ぼぅっと見つめると、その当人と視し線せんが重なった。


「転校してきたばかりですから、その……やっぱり緊きん張ちようしちゃって寝れませんでした」


　いかにも睡すい眠みん不足といった糸目でネイトが恥はずかしそうに頭をかく。


「へいきへいき。ケイト先生優やさしいから遅ち刻こくしても怒おこらないよ。今度からゆっくりおいで」


「こらこら、怪あやしげなこと吹ふき込こまないの」


　にこやかな顔つきで不ふ謹きん慎しんな発言をするあたりがミオらしい。軽く彼女の頭をこづき、クルーエルは鞄の中身を机つくえに移い動どうさせる作業を再さい開かいした。





　一限げん目めの講こう義ぎ開始の鐘かねが校舎に鳴り響ひびく。


　が、教室の壇だん上じように教師の姿すがたは無く、クラスメイトの姿も数えるほど。


　競演会コンクールまであと二日。一いつ斉せい試験も終わっているので、ホームルームの時間さえ除のぞけば全時限が生徒の裁さい量りように委ゆだねられているのだ。校庭で名詠練習や触媒カタリストの買い出し、図書館で理り論ろんの勉強。現げんに、クラスの大半は鐘と同時に教室外へと飛び出していった。


　何気なく教室を見回す。何もせずじっとしているのは自分とミオぐらいか。


「ミオはどうするの？」


　その本人はと言えば、机によりかかるようにして天てん井じようを見上げていた。


「んとねー詠よびたいものは決まったから、いまは触媒カタリストを何にしようかなって」


「あれ、画用紙は？」


「少し考え直し。もっと良い触媒カタリスト探さがさないと名詠が失敗しちゃいそうなんだもん」


　高度な名詠にはそれ相そう応おうの触媒カタリストが必要になる。やはり何かしでかす気なのだろう。


　……でもまあミオのことだし、今聞いてもどうせ教えてくれないのよね。


「触媒カタリスト、適てき当とうに調合してみる？」


「うん。でもクルルは名詠何にするか決まってないんじゃないの？　付きあってもらって大だい丈じよう夫ぶ？」


「じっと考えてるより、何かしながらの方がいいアイデア出そうだから構かまわないわよ」


　ネイトはどうするつもりなのだろう。もし特に予定が無ければ一いつ緒しよに。そう思い彼の席の方に目をやったものの、彼の姿は既すでにそこには無かった。


「ネイト君もう行っちゃったのかな。せっかく誘さそおうと思ったのに」


「いいわよ。行きましょ」


　クルーエルは廊ろう下かにつま先を向けた。慌あわてて横に並ならんでくるミオ。階かい段だんを下りながらこちらを見上げてくる。


「あれ、案外クルル冷たい？」


「べつに。たぶんネイト、先に行ってると思うわよ」


　昨日の夜、ネイトを男子寮に送っていく帰り。競演会コンクールについて話すうち、触媒カタリストどうしようか迷まよってるんです──ぽつりと彼がこぼしたのを思い出したのだ。けれどそんなこと言えば、それこそミオにあれこれと尋じん問もんされるのは目に見えている。隣となりの友人から逃にげるように、クルーエルは足早に廊下を進んでいった。


　実験室があるのは一階の最北だ。室内に保ほ管かんされた化学薬品の中に陽ひに当たると変へん質しつしてしまうものがあるので、この教室だけは真夏でも陽が射さない場所にある。うだるような暑さから一転、通路を吹ふく風に肌はだ寒ざむさを感じる。


　第一実験室から第三実験室までが隣りん接せつ。その中で、一番奥おくの第三実験室だけ教室から照明の光が廊下に洩もれていた。


　こっそり覗のぞくと、白い制せい服ふくに身を包んだ少年が一人。


　──ほらね、いたでしょ。


　視線だけで話しかけると、ミオはぷいと顔を背そむけてしまった。


「すねないの。さっさと入るわよ」


　扉とびらを開ける。と、すぐに彼の方がこちらへ顔を向けてきた。


「あ、クルーエルさん。ミオさんも」


　声に出す代わりに軽く手を振ふってみせる。六人がけの机の上に、ネイトは一人で黙もく々もくと実験道具を用意していた。


　机の上に載っているだけでも三角フラスコ五つ。試験管十本にメスシリンダー二つ。ピペットに天てん秤びんにガスバーナー、あげくの果てには顕けん微び鏡きようまで。他にも様々な試薬が固体から液えき体たいまで二十種類ほど机の隅すみに。……キミって、やっぱり頑がん張ばり屋さんなんだね。


　準じゆん備びの念の入れように思わず舌したを巻まく。


「なにか触媒カタリストのアイデアあるの？」


　ガスバーナーを触さわりながらミオが顔を上げた。


　名めい詠えいに用いる触媒カタリストは、自然に存そん在ざいする物と人工的に作り出した触媒カタリストの二つに大別される。前者においては何が優すぐれた触媒カタリストか大おお方かた研究し尽つくされているのだが、人工的な触媒カタリストは組み合わせ次し第だいでそれこそ無む限げんに近い数が作れる。


「えへへ……全然ないです」


　試薬を混まぜ合わせながらあっさりとネイトが首を振る。


「とにかく適てき当とうにやってみようかなって」


　でもその方がこっちも都合がいい。何かビジョンが定まっているなら自分たちがうろちょろすると彼も集中できず迷めい惑わくになるところ。特にしたいものが決まっていないのなら、自分たちがいても平気よね。


「わたしたちも一緒にやっていいかな？　こっちも何か良い触媒カタリスト探そうって話だったの」


「それはもちろんですけど……こっちも先客がいまして」


　先客？　疑ぎ問もん符ふを浮うかばせると、ネイトは視し線せんだけで机の陰かげを指し示しめしてきた。


『む……小こ娘むすめ』


　椅い子すの上にちょこんと、いつもの生意気トカゲの姿。


「あれ、なんでアーマがここにいるの」


　驚おどろいたというより、ただただ不思議といった口調のミオ。


『今日もまた昨日のようなことがあっては、こいつの母に顔向けが出来んからな』


「さっき教室で鞄かばん開けてみたら、いつの間にか潜もぐり込んでたんですぅ……」


　疲つかれ果てたようにネイトが肩かたを落とす。教科書を取ろうとして鞄を開けたら中には巨きよ大だいなトカゲ。そんなの想そう像ぞうしたくもない。ネイトが自分たちにも告げずそそくさと実験室に籠こもったわけがようやく分かった。


「あなた触媒カタリストに詳くわしいの？」


　首の代わりに、相手はごつごつとした尾おを左右に振ってきた。


『いや全く。名詠式そのものなら少しは分かるが、名わ詠れ生わ物れは触媒カタリストにまで関かん与よしてないからな』


「だめじゃん」


　相手にも伝わるように、これでもかと大げさに嘆たん息そくしてみせる。


　……あなた一体、何のためについてきたのよ。
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「さて、どこで試ためそうかしら」


　フラスコを抱かかえたままクルーエルは周囲を見回した。


　いくつかそれらしい触媒カタリストを調合したものの、名めい詠えいの方に実使用しなければ触媒カタリストの出来は分からない。問題は練習の場選びだ。周囲に障しよう害がい物ぶつの無い、ある程てい度ど広い空間──


「ネイトは明後日の競演会コンクール、名詠するやつもう決めてる？」


「それなんですよねぇ」


　両手にビーカーを抱えた少年が振り返る。


「夜色名詠って黒っぽい色の物しか詠よべないから、こういうお披ひ露ろ目めには向いてないんです。僕ぼくが名詠したことあるのはせいぜい黒くろ蛇へびとかカラス、あとはコウモリなので……」


「……たしかに、それはそうかもね」


　彼が言ってきた生き物は、どれもあまりお目にかかりたくないものが多い。


「ネイト、そこにしよっか」


　フラスコで塞ふさがった両手の代わりに視線で敷しき地ちの隅にある草地を指す。細いが背せの高い木々が植えられた空間。見晴らしの良い場ではネイトの夜色名詠が人目を集めてしまう恐おそれがある。周囲の視線から隠かくれるにはちょうどいいだろう。


　夜色名詠とやらを使う一年生がいるという話は既すでに学園中に伝わっている。昨日の実験室のハプニングの件けんもある。なるべく目立たぬよう練習しなければ。


「あと残ってるのは、まだ試したことないけど黒馬あたりです」


　思いついたようにネイトがふり向く。


　……ふむ。やや考えた末、クルーエルは頷うなずいてみせた。


「それいいかもね。試してみない？」


　黒蛇やらコウモリなどより断だん然ぜん良い。黒馬ならば競演会コンクールでも十分通用するだろう。せっかく色々と触媒カタリストを作ったのだ。だめで元々、挑ちよう戦せんしがいがある。


「そうですね。せっかくだしやってみます」


「こっちはいいよ」


　記録紙片かた手てにペンを回してみせる。触媒カタリストはクルーエルとネイトが五つ、ミオが七つ調合した。一番多いという理由でミオは後回し。待っている間彼女には、あの口うるさい名詠生物を遠くでかまっていてもらうことになっている。


「じゃあ、やってみますね」


　フラスコの栓せんを抜ぬき、ネイトが中身の液えき体たいを自分の周囲に撒まいていく。緑の芝しば生ふが黒く染そまるのを確かく認にんし、彼はそっと目を閉とじた。


　風に混じる夜色名詠の〈讃来歌オラトリオ〉。


　名詠詩を構こう成せいするセラフェノ音語を聴きく限かぎり──お、今度はわかる。ちゃんとした黒馬の〈讃来歌オラトリオ〉だ。白色名詠で白馬を詠よぶ時に聞いた〈讃来歌オラトリオ〉とほぼ同じ。見たところきちんと集中も出来ている。


　触媒カタリストと被ひ名詠物が同調し、黒い名詠門チヤネルが光を呑のみこむように浮うかび上がる。ここまで来たらあと一息。がんばれ、こぶしを握にぎってその様子を見つめ──


　──それと同どう瞬しゆん。


　何かが、名詠を続ける彼めがけて飛来した。


「ネイト！」


　しゃがむよう警けい告こくする余よ裕ゆうもなく、名を呼よぶと同時にクルーエルはネイトを突つき飛ばした。間かん髪はつ入れず、紅あかい飛来物が自分たちの頭上を通つう過かする。


「だいじょうぶ？」


　ネイトがこくりと頷うなずくのを確かく認にんし、クルーエルは今の相手へと視し線せんを向けた。五メートルほど先の距きよ離りに制せい服ふく姿すがたの生徒。黄土色の短髪をした大おお柄がらな男子だ。制服の袖そでと襟えりに真しん紅くのラインが四つ──最上級生、専せん攻こう色は赤か。


「いまの、なんですか」


「そんな睨にらむなよ。名詠が暴ぼう走そうしてそっちいっちまっただけだろうが」


　視界をずらさず視線だけを移うつす。飛来物が衝しよう突とつした木の表面が黒く焦こげている。


「いま名詠したのは火か炎えんでしょ」


「一年にしては詳くわしいな。お前も赤の専攻か」


「話を逸そらさないで」


　嘲あざけるような口調にこちらも語気を強めた。


　火炎の名詠。火以外の物を触媒カタリストにして、そこから火を名詠する技ぎ術じゆつである。本来は絵の具のような低級触媒カタリストから火を詠よび出し、その火自身を触媒カタリストにしてそこからさらに高度な名詠を行うために生み出されたもの。しかし手て慣なれた者が使えば、今のように相手に向かって火炎を投げつけることも難むずかしくはない。


「いまの、ネイトを狙ねらって投げたわね」


「勝手に決めつけんなよ。証しよう拠こでもあるってのか」


　両手を制せい服ふくの衣囊ポケツトに隠したまま嘯うそぶいてくる。


　だがこちらとて、その程てい度どのことを言ってくるのは予想済ずみだ。


「火炎の名詠は、周囲の人間と最低十メートル空けないとやっちゃいけないって決まり忘わすれた？　ミドルスクールでも習う初歩の初歩よ。どちらにしろ非ひはそっち」


　相手の表ひよう情じようがかすかに歪ゆがむ。が、うすら寒い笑えみに変化はなかった。


「噂うわさの夜色名詠士とやらなら、これぐらい躱かわせるだろ」


　……なるほど、そういうこと。


〝学校来る途と中ちゆうね、三年生とか四年生の上級生がネイト君らしき子の噂してたよ〟


　──今朝のミオが言っていた通りだ。ネイトの噂。まさかこんな意味だったとは。


「競演会コンクール、負けるのが怖こわいの？」


「出る杭くいは打っておかないとな」


　空とぼけるかとも思ったが、相手は存ぞん外がいあっさりと認みとめてきた。


　競演会コンクールには著ちよ名めいな名詠士も多く集まる。今年卒業の四年生にとってはこの競演会コンクールが最後の機会。その場で好印象を与あたえられれば、彼らへの弟で子し入り、あるいはそれを志し願がんする際さいの有力な足がかりになる。だが今年は競演会コンクールに弱じやつ冠かん十三歳さい、しかも正体不明の名詠色を扱あつかうネイトが出る。名詠自体の結果はどうであれ、夜色名詠が彼らゲストの目を引くであろうことは容よう易いに想そう像ぞうできる。


　──そんなつまらない事を懼おそれているのか、この男は。


「情なさけないわね。正面から勝負しようとは思わなかったの」


「ん？　だから正面から勝負しにきたのさ」


　ゆっくりと、芝しば居いじみた仕草で相手が両の手を制服の外へ。


「夜色名詠見習いさん、ちょいと勝負といこう。負けた方は競演会コンクールに出ない。もちろん受けてくれるよな？」


「なっ……！」


　あまりに場ば違ちがいな、それでいて恐おそろしい発言に声が詰つまった。


「馬ば鹿かじゃない！　ネイトはまだ十三よ。そんなのできるわけないじゃない！」


　恐る恐る立ち上がる少年を背せで庇かばう。ネイト本人は相手の言葉の意味すら分からなかっただろう。


　名詠士間で用いられる『勝負』という言葉。


　これが暗に示しめすものはすなわち──決けつ闘とうだ。


　名詠士同士が一対一で互たがいの技量を競きそうものだが、それは見習い名詠士がおいそれとやっていいものではない。攻こう撃げき的な名詠生物、あるいは火炎などによる相手への攻撃も可か能のう。大おお怪け我がはもちろんのこと、最悪の事じ故こに至いたる場合すらありうる。


「あいにく、そっちに拒きよ否ひ権けんはないんだよ」


　相手の右手が紅あかく灯ともる。腕うでを隠かくしていたのは、その手に触媒カタリストを握にぎっていたことを悟さとられないためだったのか。


　いや、重要なのはそれじゃない──まさか、冗じよう談だんでしょ？　本気で？


　が、相手の瞳ひとみに狂きよう気きの色が迸ほとばしっているのにクルーエルは背せ筋すじが凍こおった。この男子は本気だ。躊ちゆう躇ちよ無く右手の炎ほのおを放ってくる。


　その悪お寒かんは即そく座ざに現げん実じつになった。訳わけも分からぬまま立ちつくす少年めがけ、子こ供どもの頭ほどある火炎が迫せまる。


「ネイトっ！」


　間に合う？


　炎の直線上にいるネイトを突つき飛ばそうとした矢先。


　──その火炎が、横から飛んできた水みず飛沫しぶきによって搔かき消された。


「感心しないな」


　火と水が混まじり合う音に重なり、聞き覚えの無い声が割わり込こんでくる。


「学生同士の『勝負』には学園長の許きよ可かの下、名めい詠えい士しの資し格かくを持つ者が一人以上立ち会った上で許ゆるされるものだ。許可無しでやっていいものじゃない。そもそもそれ以前に、彼女たちは決闘など望んでないように思えるんだけどね」


　すぐ耳元で聞こえてくる声に振り向いた。自分たちからわずか数歩離はなれただけの距きよ離りに、枯かれ草色のコートを羽は織おった中ちゆう背ぜいの男。


　まだ若わかい、おそらく二十代後半。遠目にも目立つ端たん整せいな目鼻立ちをした人物だが、クルーエルは会った記き憶おくが無い。こうして学園内にいるということは教きよう師しなのだろうか。


「……教師か？」


　男子の言葉に棘とげが混じる。


「いや。一いち応おうここの学校の先せん輩ぱいではあるけどね」


　それを気にした風もなく、淡たん々たんとコートの男が返す。


「事じ情じようも知らない奴やつは引っ込んでろ」


「事情は知らないけど、どう見てもキミの方が突っかかってるように見えるな」


「あー……いきなり出しゃばってくれた挙げ句くにお説教ですか……お前────すっっげぇウザぃんだよ！」


　叫さけぶなり、対たい峙じする男子生徒の手が赤しやつ光こうを放つ。


　あまりに唐とう突とつ。宣せん言げんも無しに一方的に攻撃を仕し掛かけるのは、たとえ決闘といえど許可されていない。それを平気で──


　眼がん前ぜんに迫る火か炎えんに、名詠士のコートがさながらマントの如ごとくひるがえる。


「教師ではないけど一つだけアドバイスしておこう」


　その火炎が彼の髪かみ先さきの直前で止まる。避よけようともせず、なんと彼はその火炎を素す手でで受け止めてしまっていた。


「牽けん制せいとして火炎は確たしかに有ゆう効こうだけれど、名詠士同士の『勝負』においてそれは安あん易いに使うべきじゃない」


　右手に衝しよう突とつした火炎はいまだ燃もえさかっている。にもかかわらず、大おお火傷やけどのはずの名めい詠えい士しは火炎を摑つかんだまま右手を上に持ち上げた。火傷していない……つまり火炎の持つ熱エネルギーが何か別のことに使われてる？


「相手が赤色名詠士の場合、それを逆ぎやくに利用されてしまうから。……こういうふうにね」


　火が輝かがやき出す。これは名詠の際さいの、光？　周囲の空間を全すべて覆おおうような光量。あまりの眩まぶしさにクルーエルはまぶたを閉とじた。


　何かが着地する音が鼓こ膜まくに響ひびく。続けて届とどく荒あらい呼こ気き。なにか巨きよ大だいなものが自分たちのすぐそばに……


「あ……あ……？」


　声にもならない呟つぶやきをネイトが洩もらす。


　彼のすぐ真横、手を伸のばせば届くところに真しん紅くの毛け並なみを持つ獅し子しが名詠されていた。体高だけでネイトの肩かたほどもある。体長は優ゆうに二メートルを超こえている。尾おの先に灯った火。背に生えた二枚まいの翼つばさも赤。その中で、琥こ珀はく色の瞳ひとみが異い様ように目立つ。


　──赤獅子マンテイコア。実物を見たのはクルーエルもはじめてだ。


「……なっ！　ふ……っざけるな……てめえ、さっき水出してたじゃねえか！　『Ruguz青』だけじゃなく『Keinez赤』も使えるってのかよ！」


　怒いかりか驚きよう愕がくか。男子生徒が肩先を戦おののかせる。が、あまりにも拙つたない遠とお吠ぼえだった。彼が名詠を終えてしまった時点で勝負はついてしまっていたからだ。


　今から生徒が名詠を試みようとしてもマンティコアが襲おそいかかる方が早い。今の一いつ瞬しゆんで事実上の王手チエツクメイトがかけられていた。


「……で、続けるかい？」


　それが脅きよう迫はくというより確かく認にんであることを彼の口調が物語っている。


　圧あつ倒とう的。あえて相手の色で勝負し実力の差を理り解かいさせてしまった。相手の投げてきた火炎を触媒カタリストとして逆に利用し、〈讃来歌オラトリオ〉無しで赤獅子マンテイコアなどという大物を名詠するなんて並の力量じゃない。今のをやれと言われて実じつ際さいにできる者が、たとえ教師を含ふくめたとしてこの学園内にどれだけいるだろう。


　舌した打うちし、剣けん呑のんな眼まな差ざしながらも相手がきびすを返す。


　それを見送り──


　戻もどれ。彼の呟きに、脇わきに控ひかえた獅子が赤光の中に消えていく。


「す、すいませんでした。あの、あ、ありがとうございます」


「お礼なら、最初に君を助けてくれた彼女の方にもね」
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　慌あわててネイトが頭を下げる。それを見て、その名詠士は片かた目めをつむってみせた。





「お、二人とも休んじゃって。終わったの？　案外早かったね」


　夜色トカゲを左ひだり肘ひじに乗せたミオがこちらへとやってくる。口を開くより先、クルーエルは手元のフラスコを振ふってみせた。太陽の熱でやや蒸じよう発はつしてしまったものの、まだほとんど減へっていない。


「それがさ、まだ一個こも終わってないのよ」


「へ？」


「勘かんちがい上級生に言いがかりつけられたの。そいつ挙げ句の果てに『勝負』だとか言ってきたのよ。おかげで大分時間くっちゃった」


「……二人とも無む傷きずってことは……勝ったの？」


　ミオがまじまじと見つめてくる。それに対し、慌てたようにネイトがかぶりを振る。


「ち、ちがいます。クルーエルさんが僕ぼくのこと庇かばってくれたんです」


『むぅ。小こ娘むすめを褒ほめるべきかネイトを窘たしなめるべきか迷まよう線だな』


　なんか妙みようなことに苦心しているトカゲをほうっておいて、と。


「わたし何もしてないわよ。知らない人が助けてくれたの」


「別の人？」


　唐とう突とつな内ない容ようのせいかミオが疑ぎ問もん符ふを頭に浮うかべる。


「黄緑色っぽいコートを羽は織おった人です。すごかったですよ。赤と青の二色をマスターしてるみたいだったし。名前は教えてもらえなかったけど、有名な人だと思います」


　まだ興こう奮ふん冷めやらぬらしく、ネイトの口調がいつもより早い。


　ふと。それを聞きミオが芝しば生ふに座すわり込こんだ。


「黄緑……つまり枯かれ草色のコート……複ふく数すうの名詠色をマスター……」


「ミオどうしたの？」


　腕うでを組んだ姿し勢せいでミオがこちらを見上げてくる。


「一人、もっっのすごく有名な人で心当たりあるんだけど。でもまさかそんなはずないなって思っただけ。いくら何でもあの人がいるわけないしね」


「誰だれのこと？」


　聞くも、彼女の方はううんと首を振ってきた。


「気にしないで。さ、さっさと続きしちゃお。あたしとアーマも見ててあげるから」
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　懐なつかしいな……


　陽ひの落ち始めた時じ刻こく。実験室の窓まどから射さし込む西日に、彼はそっと目を細めた。


　わずかに漂ただよう薬品の匂におい、見覚えある実験器具も前とほとんど変わっていない。学生時代、最も多くの時間を費やしたであろう場所。図書館で借りてきた本を片手に次から次へと触媒カタリストを作り、片っ端ぱしから名詠に試ためしてみる。学校生活に特別な思い入れはない。しかしそれでもこの場所は懐かしいと思える。


「カインツ君」


　自分の名を呼よぶ声に、実験室の扉とびら側へとふり向いた。


「まったく、まさかこんなとこにいるなんて。学園長が探さがしてたわよ」


　眼鏡めがねをかけた女じよ性せいが扉の片かた隅すみに。彼女が歩くごとにラベンダー色の髪かみがふわりと揺ゆれる。


「お久ひさしぶりですジェシカ先生。……っと、今は教きよう師し長でしたっけ」


　かつての恩おん師しに向かい、彼は軽く会え釈しやくした。


「やめてよもう。虹にじ色いろ名詠士様にそんなことされたらあなたのファンに恨うらまれるわ」


　本気か冗じよう談だんか、どちらともとれる声こわ音ねに苦く笑しようする。


「ボクはボクですよ。これでも、エルファンド学舎の時から何も変わってないつもりでいますから」


　その言葉に噓うそはなかった。生活習しゆう慣かんはあの時から何一つ変えてない。性せい格かくも言葉遣づかいも。


　外見だってそうだ。顔立ちもかつてのままの輪りん郭かくに限かぎりなく近い。初対面の人間で自分の歳としをあてた者はいないほどだ。


「そう言えば、学園長が探していたと」


　話題を戻もどす。と、彼女は何やら落ち込み気味に首を振った。


「……ああ、そうだったわね。わたしも最近、物もの忘わすれでだめだわ。そろそろ引いん退たいかな」


「まさか。むしろ今からが頑がん張ばりどころですよ」


　以前会った時よりも恩師は目元がくぼんでしまった気がする。時間の経けい過かを感じ、それとなく視し線せんを逸そらした。


「肝かん心じんの件けんだけど、学園長は四年生棟とうの先にある資し料りよう館かんで待ってるって言ってたわよ。地下一階のセントラルだって」


「はい。ところで気になったのですが、どうもこの部屋煤すすけてませんか？」


　視線を逸らした先で目につき、つい気になっていた。


「この前、ここで火か煙えんを詠よび出しちゃった子がいたらしいのよ。転校してきたばかりの子だし、まだ十三歳さいらしいから失敗も仕方ないのかな」


　火煙──赤色名詠？　説明に半ば頷うなずきかけたものの、カインツはふと周囲を見回した。部屋全体がくすんでいる。だがそれ以外この教室に異い常じようはない。それが気にかかる。部屋全体を燻くすぶらせるほどの煙けむりを出す火事ならば、当然この部屋全体が火に炙あぶられたはず。


　なのに、煤けてはいるものの焼け焦こげた形けい跡せきがまるで見当たらない。なぜこの部屋は、煙が付着しただけで、焼けなかったのか。


　──本当にこれは火煙だったのか？


「どうかしたの？」


　ジェシカ教師が訝いぶかしげに覗のぞき込こんでくる。


　……おっとそうだった。今はそんなこと考えてる暇ひまはなかったんだっけ。


「いえ。ちょっと思い出に浸ひたってまして。懐かしいなと思って」


　いかにもありがちな作り事。自分で言って恥はずかしくなるが、理由づけとしては妥だ当とうな線だろう。


「ところで──明後日、競演会コンクールですよね。ボクも見学させてもらってもいいですか」


「こっちから聞こうとしてたところよ。誰が断ことわるもんですか。あ、でも一いち応おう学園長には伝えておいた方がいいけどね」


　競演会コンクールは全生徒が出席する。これで、この煤を出した生徒もこの目で確たしかめられる。


　焦しよう点てんを再ふたたび天てん井じようへ。どうにも気になる。火煙と無理やりに解かい釈しやくしても文もん句くは付かないのだろうが、なにか胸むねがざわつく。


「じゃあボクもそろそろ行ってきます。学園長を長々と待たせるのもなんですしね」





　　　　３





　三年生校こう舎しやを通過し四年生校舎の方角へと向かう、コート姿すがたの男。


「……あいつはさっきの？」


　一目見るなり、ベンドレルは通路の脇わきに設せつ置ちしてある噴ふん水すいに身を隠かくした。


　枯れ草色のコート、間ま違ちがいない。ついさっき邪じや魔ましてくれた名めい詠えい士し。あの野や郎ろう、暢のん気きに学園内をふらつきやがって。


　だが、あの男はどこに行く気なのか。


　ベンドレルが訝しんだ矢先、その男の靴くつ先さきが進行方向を変えた。四年生校舎を回り込むように、その裏うら側がわへと。


　……ちょっと待て。そっちは資料館の方向だぞ？


　万まん年ねん施せ錠じようされたままの開かずの建物。資料館と言えば聞こえはいいが要は物置に過すぎない。生徒はハイスクール時代の四年間に一度入るかどうか。それも、教師に頼たのまれて何かを取ってこさせられるぐらいしか入る機会がない。


　眉まゆ根ねを寄よせながら後ろをつけていく。十分距きよ離りをとっているからあの名詠士も気づくはずがない。赤あか錆さびた扉とびらの前でコートのゆらぎが止まる。その扉に手をかけ、数秒。扉同士が軋きしみ音を立てながら、徐じよ々じよに二つに割われていった。薄うす暗ぐらい資料館の中へと男が姿を消す。


　……開いてる？


　鍵かぎを使って開けた仕草はなかった。つまり既すでに誰かが中にいるということになるが。


　だがなぜ、あの男がこの学校の資料館に入る必要がある？
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「あぁぁ。やっぱ無理だったぁ」


　ネイトが悲鳴を上げた。そのまま芝しば生ふにぺたんと腰こしを下ろしてため息をつく。


「馬は難むずかしいです。そもそも僕ぼく、本物の馬なんて一度か二度しか見たことないし……」


『言い訳わけだな』


　ミオの肩かたに乗ったままアーマが目を細める。トカゲと呼よばないからなのか、この名詠生物はミオになついているようだった。ミオもミオで、普ふ段だんカエルやらカメやらを名詠して見み慣なれているらしく、そっち系けいには耐たい性せいがあるらしい。もっとも、いくら名詠学校の生徒とはいえ、トカゲを肩に乗せて平然としていられる女の子はミオぐらいなのだろうが。


『名詠とは未まだ見ぬ物を招まねくことに意い義ぎがある。自分が見たことのある物ならば、その気さえあればいつでも会えるということだ。その程てい度どの物を詠よび出せずにいては困こまる』


　おそるおそる、説教口調のトカゲにクルーエルは指先でつんと触ふれてみた。岩いわ肌はだを擦こするようなざらっとした触しよつ感かん。それと、氷をつまんだ時にも似にた冷気。


「ねえ、あなた実は高度な生き物ってやつ？」


『どういう点でだ？』


　存ぞん外がい興きよう味みを持ったらしく、相手が鼻先をこちらへと向ける。


「しゃべれるってことは、結けつ構こうすごい生き物なのかなって」


『一応その類たぐいの端はしくれだな。とはいえ』


　ミオからネイトの肩に飛び移うつりながら、そのトカゲは微び妙みような言い回しをした。


『名詠の難なん度どこそ低くとも言葉を解かいする生物はいる。その逆ぎやく、真しん精せい──もっとも難なん易い度どの高い生物たちの中にも言葉を用いない類がいる。その区分をあまりあてにしない方が良い、とだけ言っておく』


　言葉を話すイコール「すごい生物」ではない。と言いたいのだろう。でもその言葉を借りるなら、それこそあなた、ただのお喋りトカゲになっちゃうんだけどなあ。


「……だいぶ時間たっちゃったね」


　背せを伸のばした影かげを見つめながら、ミオ。


　校舎のせいで地平線は見えないが、それでも校舎の隙すき間まからこぼれる光が紅あかいのは分かる。正せい確かくには分からないがそろそろ下校の時じ刻こくのはず。校庭にいる他の生徒も次し第だいにその数を減へらしてきていた。


「ミオ、今日はどうするの？　泊まっていく？」


　やや迷った素振りを見せつつも、ミオは首を横に振ってきた。


「うーん、今日は帰るって親に言っちゃった。あ、でも。せっかくだしこのままみんなでご飯食べたいな。ネイト君も、一いつ緒しよにカフェテリアでも行こ」


「あ、でもペットの持ち込み平気でしたっけ？」


　のほほんとした口調のネイトに、その肩に乗っているトカゲが目を細めた。


『む。ネイト、我われをペット呼ばわりするとはいい度ど胸きよう──』


「あぁぁ。ごめんアーマ！　でも別にそういう意味じゃなくて、他ほかの人から見たらって意味だから、えっと、そのぉ……だからぁ……」


　主人のはずのネイトに向かって詰つめ寄るトカゲ。そのトカゲに平ひら謝あやまりするネイト。


　なんか、どっちもどっちね。


　隣となりのミオを見やる。珍めずらしいことに、彼女も困こまったような表ひよう情じようで肩をすくめてきた。
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　骨ほねの髄ずいまで溶とかされそうな蒸むし暑さから一転、その部屋に入ったとたん心ここ地ちよい冷風が首くび筋すじを撫なでた。種々の薬品、古書、得体の知れない生き物の骨。資し料りようの保ほ管かんのため空調がコントロールされたこの部屋には、夏の殺意も届とどかない。


「──禁きん断だんの聖せい域いきか」


　学生時代は資料館などまず訪おとずれなかった。貴き重ちような資料が保管されているため生徒の立ち入りは若じやつ干かんの例外を除のぞき許きよ可かされない。教員ですら入館するには許可証しようが必要になる。ジェシカ教きよう師し長でさえここを訪おとずれるのはせいぜい月に一度だろう。


　……なるほど。口の端はしをわずかにゆがめ、カインツは嘆たん息そくした。


　薄うす暗ぐらいというにはあまりに陰いん気き。入った時は心地よかったが、汗あせが乾かわいてくるにつれ冷風が背中を粟あわ立だたせる。薬品の臭においか生物の腐ふ臭しゆうか、どちらとも言い難がたい悪あく臭しゆうが鼻を突つく。とどのつまり、誰も立ち入れないというのではない。誰もこんな場所には来たくないだけだ。聖域ではなく呪のろわれた場所と言った方がよほど似合う。


　足を前に踏ふみ出すたびに床ゆかと靴くつとが硬かたく乾いた音を立て、それが資料館全体に響ひびき渡わたる。床にうっすらと積もった埃ほこり。それが舞まい上がる様子から目を逸そらし、慎しん重ちように地下への階段を下っていった。


　一階は雑ざつ貨か置き場といった様相だが地下からは階かい層そう毎ごとに資料が分けられているらしい。ざっと一いち瞥べつする限かぎり、地下一階は名めい詠えい式に用いる触媒カタリストの保ほ管かん庫こになっていた。


「で、ボクを呼よんだ御ご用ようとは？」


「ああ、よく来てくれた。待っておったよ」


　正面に立つ小こ柄がらな老人が表情をやわらげる。背せ中なかがやや曲がっているせいで上うわ背ぜいはなく、褐かつ色しよくのローブに身を包んでいるつもりが、ローブに包まれてしまっている男。生徒数千五百を超こえる大学校を束ねているとは思えないほど柔にゆう和わで迫はく力りよくに欠けるが、一線を退いてなおその名を知らぬ者はいないとされる名詠士。


　トレミア・アカデミー、学園長──ゼア・ロードフィル。


「こっちだ。ついてきてくれ」


　口ひげに触さわりながら老人が背を向ける。


　フロアの隅すみ。触媒カタリストが陳ちん列れつされた棚たなが部屋を埋うめる中、ただ一つ置かれた木もく製せいの机つくえまで歩いたところで学園長がふり向いた。


「これだ」


　机の上に置かれた五つの宝ほう石せきにその視し線せんが向いている。赤、青、緑、黄、白。五色の宝石。それだけなら普ふ段だんはルビー、サファイア、エメラルド、トパーズ、オパールあたりを思い浮うかべるものだが。


　宝石かと思ったが違ちがう。それに似にた光こう沢たくを放ってはいるものの、宝石特有の結けつ晶しよう構こう造ぞうをしていない。楕だ円えん形けい、それも卵たまごほどの大きさのルビーがあるだろうか。


「これは」


「手にとってみるといい。そのまま素す手でで構かまわんよ」


　緑色の宝石を持ち上げてみる。途と端たん、手の中のそれが眩まぶしいほどに輝かがやきを増ました。この光、見み慣なれたものと酷こく似じしている。まさか、名詠光？


　慌あわてて宝石を机に戻もどした。十秒ほど輝き続け、ようやくそれが光を失っていく。


「学園長、これは」


「知り合いの研究所が造つくった人工触媒カタリストというやつさ。研究者内では〈孵石エツグ〉と呼んでいたらしい。精せい製せいには成功したが我われ々われには手に余あまると言って無理やり置いていきおった」


　親の仇かたきでも見るかのような視線で老人が眼がん下かの卵を睨ねめつける。


「これをどう思う」


「……危き険けんですね」


　老人が頷うなずく。


　研究所が手に負えないと判はん断だんしたのはカインツにも納なつ得とくがいく。いまこの一いつ瞬しゆんだけでも、この触媒カタリストが最低二つの面で危険すぎることがわかった。


　一つは触媒カタリストとして効こう果か過か剰じようであるということ。名詠に長たけた者ならば名詠光の輝きを見るだけで、それがどの程てい度ど効果を持つ触媒カタリストか判わ断かる。カインツが見る限り、この宝石まがいは自分が知る中でも相当強力な部類に入る。未み熟じゆくな者がこれを使って火をおこそうとでもすれば、下手をすれば大火事を招まねくほどのものだ。


　そしてもう一つ。どうやらこの触媒カタリストは強制的に名詠を引きずり出すらしい。


　本来、触媒カタリストという物は名詠者が意図して初めて効果を発はつ揮きする。そもそも触媒カタリストが勝手に名詠の名詠門チヤネルを開いてしまうのであれば、赤色式者はおちおち赤いワンピースも着られない。だがこの〈孵石エツグ〉はその性せい質しつを持ってしまっていた。それに気づき慌てて意い識しきを閉とざしたものの、あと数秒遅おくれていたならば名詠が暴ぼう発はつしていたかもしれない。


　……まったく、学園長も人が悪いな。


　表ひよう情じように出さぬまま苦く笑しようする。自分が本当に適てき任にん者しやかどうか。今のがこの老人なりの試験だったということだろう。


「問題はこれをどう廃はい棄きするかだが」


　空とぼけるように老人が目を逸そらす。


「破は壊かいは〈孵石エツグ〉の内部エネルギーがどうなるか確かく信しんがもてんから断念した。下手をすると大だい爆ばく発はつを起こすかもしれん。埋うめるのは所しよ詮せん解かい決けつの後回しだから却きやつ下か。となると地道に分解しなくてはならんのだが、この学園の施し設せつではどうにもならん。どこか大きな研究機関に預あずける必要があってな」


「で、ボクの出番ですか」


　続きを待つ気もせず割わり込こむ。案の定、気を悪くした様子もなく老人は頷いてみせた。


「左さ様よう。うちの職しよく員いんは優ゆう秀しゆうだが今ひとつ頼たよりに欠ける。知人で今すぐ動けるのはお主ぐらいしか思い浮かばなくてな。虹にじ色いろ名詠士に依い頼らいしたとなれば誰だれも口を挟はさめんだろうし。すまんが、やってもらえんか」


「構かまいませんよ。知り合いのいる研究所で分解してもらいます」


　正直気は進まないが、こんな危険物を学園に放置するわけにもいくまい。


「その代わりと言ってはなんですが、明後日の競演会コンクールボクも見物させてもらえませんか」


「むろん。そう言うと思って貴き賓ひん用の客室を用意しておる。二、三日学園に泊とまっていくといい。うちの教員もお主と是ぜ非ひ話がしたいと言う奴やつが多くてな。時間があれば少しかまってやってくれ」


　首しゆ肯こうし、眼下の〈孵石エツグ〉を見み据すえる。


「ところでこれはどうしましょう。今からボクが預あずかっててもいいですが、客室で寝ね泊とまりさせてもらう間はこの資し料りよう館かんに置いておいた方が安全な気もしますけれど」


　講こう演えん会などに招まねかれた際さい、自分がちょっと外出した隙すきに、宿泊先の部屋に他人が勝手に侵しん入にゆうしているというのは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。虹色名めい詠えい士しとどうしても話がしたくてというのが大半だが、エスカレートすると自分の持ち物まで物色されてしまう。


「それもそうか。では明後日の競演会コンクールが終わった次の日にでも、もう一度ここに来てもらえるかな」


「わかりました」


「では戻もどるとするか。正直ワシもここの陰いん気きな空気は好かん」


　一息吐つき、初老の名詠士が階段へと向かう。


「〈孵石エツグ〉は机つくえにそのままでいいんですか？」


「どこかの棚たなに置いて他の資料と混まざってしまったら面めん倒どうかと思ってな。お主に渡わたすまで、誰もここに入らぬよう鍵かぎはワシが保ほ管かんしておく。こんな居い心ごこ地ち悪わるい場所、わざわざ競演会コンクール中に入ろうとする輩やからもおるまい」
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「あちゃ……サイフ、教室の鞄かばんの中に入れっぱなしだったぁ……」


　スカートのポケットに手を入れたままミオは顔をしかめた。カフェテリアの入り口。念のため所持金きん額がくを確たしかめようとしたら案の定これだ。


「ん、それならわたしが立て替かえとくよ」


　クルーエルが何を今さらとでも言いたげな視し線せんを送ってくる。甘あまえようかとも思ったが、すぐに彼女の性せい格かくを思い出す。後で自分が代金分を返そうとしてもどうせ「いいよそれぐらい。大した金きん額がくじゃないもん」の一言で断ことわるのがクルーエルだ。泊まらせてもらうだけでなくそこまでさせるのはさすがに抵てい抗こうがある。


「ううん。取りに行ってくるよ。先に席確かく保ほしてて」


　言うなり、ミオは彼女が次の言葉を告げる前に走り出した。


　カフェテリアは二年生棟とうと一年生棟の間。一年生の校こう舎しやまではさほど離はなれていない。数分緩ゆるやかな勾こう配ばいの傾けい斜しや道を上のぼる。一年生棟の校舎が夕ゆう陽ひに浮うかび上がる。結けつ構こうな時間のはずだが、夏の日にち没ぼつが遅おそいせいで上空はまだ赤茶けたといったところ。夜の帳とばりが降おりるまでにはまだ時間があるらしい。


　校舎の中に入り、壁かべに掛かけられた時計を確かく認にん。走らなくてもどうせ時間はかからないだろう。のんびりとした歩調で廊ろう下かを進む。


「あーあ。もう明後日が競演会コンクールかぁ」


　かるく腕うでを組む。緊きん張ちよう感というか、あまりそういった実感がない。トレミア・アカデミーに入学して初めてのことなので、まだ自分でもどんな雰ふん囲い気きか摑つかめてないからだろう。


　どこか醒さめた気分のまま他のクラスの前を横切る。教室に誰も残ってないということは、みんなどこかで最後の特訓をしているのだろうか。


　階かい段だんを上り二階へ。Ｅ、Ｄ、Ｃと順に教室を通つう過かしていく。薄うす暗ぐらい廊下、教室から溢あふれる夕陽がぼんやりとその周囲を照らしている。


　……あれ。誰かいるの？


　ふと立ち止まる。一─Ｂ。自分のクラスだけ、部屋の扉とびらが開いているのだ。


「まだ残ってたんだぁ。へへ、あたし忘わすれ物しちゃってさ」


　どうせクラスメイトの誰かに決まってる。声を上げ、内部の様子を確かく認にんすることもなく部屋の扉をくぐった。


　──と同時、そのままの姿し勢せいでミオは硬こう直ちよくした。


　そこにいたのが生徒でなかったからだ。


　…………え？


　生徒ではない。教きよう師しでもない。窓まど枠わくに腰こしかけるように佇たたずみ、夕ゆう陽ひを浴びながらこちらを見つめ返している男。


　枯かれ草色のコートを羽は織おった名詠士。


　え、え、ちょっと……タイム。な、なにこれ。なんでこんなとこにこの人が？


「カ……か…………」


　写真でしか見たことないが間ま違ちがいない。枯れ草色のコートはあの名詠士のトレードマークのはずだ。驚きよう異い的な若わかさで伝説となった人物。歴史上でただ一人、全色の名詠式習得に成功した者。──自分が憧あこがれている人。ああっ、でもなんで、なんで名前が出てこないの。あたしのバカバカ……


「おっと、ごめん。部外者はさっさと消えるとするよ」


　沈ちん黙もくをこちらが怯おびえているからとでも判はん断だんしたのか、彼の方が窓枠から手を放す。


　だめ、行かないで！


「ま、まま、待ってくださいっ！」


　自分の横を通り過すぎようとする名詠士に向けて喉のどを振りしぼった。


「ん？」


「あ、あの。カインツ・アーウィンケル様ですよね」


　身体からだのふるえは止まらないもののようやく相手の名前が頭に浮かぶ。と、相手がわずかに表ひよう情じようを変えた。一いつ瞬しゆん前よりすこしだけ、やわらかいものへと。その仕草だけで頭が真っ白になりそうなのを、後ろ手で背せ中なかをつねることで必死に堪こらえる。


「わ、わたしミオって言います。あ、えと……カインツ様のこと尊そん敬けいしてて……その……一度お話ししてみたくて」


「それはいいけど。だから、逃にげないから、放してもらえるとありがたいんだけどな」


　え？　放す？　意味がのみこめない。腑ふに落ちぬまま彼の視線をそのままなぞっていき、ミオの視線は彼のコートのところで凍こおりついた。


　彼の右腕の袖そで部分。それを、自分でも無む意い識しきのうちにぎゅっと摑つかんでしまっていた。


「ご、ごめんなさい！」


「いやいいよ。それより、そんなにかしこまらないで」


　ほころんだ表情を隠かくすこともなく、虹にじ色いろ名めい詠えい士しがはにかむように手を振ふる。


　だけどどうしよう。話したいことも聞きたいことも沢たく山さんありすぎて、何から言えばいいかわからない。というより、なんで伝説の虹色名詠士がこんな放課後の教室にいるの。でもそれを聞いちゃうのって、もしかしてプライバシー侵しん害がい？　……ああっダメ。無む駄だに湧わいてきて、口にしようとしたことがすぐ次の瞬間には押おし流されちゃう。


「……この学校、実はボクの母校なんだ」


　察してくれたのか、先に言ってきたのは彼の方だった。


　え、でも、どういうことだろう。


　もし本当にトレミア・アカデミーが虹色名詠士の母校ならば大変なことだ。自分のような普ふ通つうの生徒ではなく、今いま頃ごろここは一ひと握にぎりのエリートしか通えない超ちよう人にん気き校のはず。だけど入学式にもそんな話はまったく出てこなかった。そもそも彼の銅どう像ぞうくらい学校に当然あるはずなのに。


「いや。母校があった場所と言った方が正確かな」


　が、彼の次の句くでその疑ぎ問もんは払ふつ拭しよくされた。


「ボクが学生時代に通っていたのはエルファンド名詠学舎。別にエリートが集まるでもない、いわゆる普通の学校だった。ボクの代が卒業して三年後くらいだったかな。その学校は経けい営えい難なんで閉へい鎖さ。だけどエルファンド以外、近場に名詠学校が無かったからね、その時の学生と教員をここの学園長が呼よび集め、トレミア・アカデミーを創そう設せつしたんだ」


　そう言って彼が窓まど枠わくに腰かける。自分のクラスメイトが時々同じ姿し勢せいでいるのを見る。だがふしぎと、その姿すがたは同級生の誰よりも似に合あっていた。彼が虹色名詠士だからではなく、ただ素す直なおにそう思う。


「ボクが学生の頃いた教室がちょうどこの位置ぐらいだったかなって。懐なつかしくて、つい立ち寄よらせてもらってね」


「ここが、ですか」


　でも、もう一体何年前の話だろう。校こう舎しやすら新しく建て直しているというのに、なんでわざわざこの教室を選んだのか。


「夕ゆう陽ひの位置」


　教室に吹ふき込む風に、茶とも金とも区別のつかない髪かみが微かすかに揺ゆれる。


「もう大分経たってるけど、それでもこの夕陽の位置は覚えてる。……あの時もまさにこんな景色だったから」


　あの時？　いつのことだろう。彼が虹色名詠士になった時？　いや違う。それは彼が学校を卒業してからだ。つまりこの人には、虹色名詠士になった時よりも大事な思い出があるということなの？


「君はどんな名詠士になりたいんだい」


　が、ミオのそんな疑念は彼からの唐とう突とつな問いによって吹き飛んでしまった。


「あ、あたしはそのカインツ様と同じ……」


　虹色名詠士。その手の回答をそれこそ星の数ほど浴びているだろう。彼にしてみれば聞き慣なれた、ありふれた答え。それでも嫌いやな表情を一いつ切さいみせず、彼はくすりと笑ってくれた。


「目標は大きい方がいい、ボクと同じじゃなくボクを超こえるくらいの気持ちでね。でも、一つだけ覚えていて欲ほしい。……本当に求めたいものは名詠式では手に入らない」


「え？」


　突然振られた内ない容ようにミオは目を丸くした。それってどういう意味だろう。だが。


　いや、こんな話をしてる場合じゃないんだっけ──そう呟つぶやき、話の途と中ちゆうで彼の方から言葉を切ってしまった。


「そういえば忘わすれ物してたとか言ってたけど、それは見つかった？」


　どきりと胸むねが痛いたむ。まずい、完全に頭の中から飛んでしまってた。


　クルーエルとネイトを待たせっぱなしだ。タイミングというか運が良いのか悪いのか。虹色名詠士と二人っきりで話せるなんてもう二度とないかもしれないのに。


「誰かと待ち合わせかい」


　違ちがいます──そう言いたい気持ちもある。だけど噓うそはつきたくない。クルルとネイト。友達を裏うら切ぎりたくなかったから。


　無言のまま、鉛なまりのように重たい頭をかろうじて上下させた。


「ボクなら競演会コンクールの翌よく日じつまでこの学園にいるから、話なら今じゃなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」


「ほ、本当ですか！」


「約束するよ。ミオさんだね。名前もちゃんと覚えておくよ」





　よほど慌あわてているらしく、こちらを振り返ることもなく少女が廊ろう下かを駆かけていく。


　再ふたたび一人になった教室で、カインツは自分の手のひらを見つめた。


　本当に求めたいものは名めい詠えい式では手に入らない──


　……だけどそれは、まだあの子にはわからないかもしれないな。


　自分も、虹にじ色いろ名詠士と呼ばれてようやく気づいた。というよりも、そう認みとめざるを得なかった。


　それでも、いつかきっとそれを知る日がくる。自おのずと気づく時が来る。


「ボクの場合、それは一いち途ずでひとりぼっちの黒くろ魔ま女じよだったんだけどね」


　誰だれも聞いていないことは承しよう知ち。聞かれていたとして誰にも理り解かいされないことも分かっている。それでもカインツは言葉を紡つむいだ。誰かに聞いてほしくて。誰かに理解してほしくて。せめて、『彼女』にだけは伝わってほしくて。
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　……行ったか？


　学園長、そしてコートを羽は織おった名詠士。二人が出ていくのを確かく認にんし、ベンドレルは戸と棚だなの隅すみから這はいずり出た。


　名詠士が資し料りよう館かんに入るのを確たしかめて自分も侵しん入にゆう。学園長との会話を一階の階かい段だん脇わきで盗ぬすみ聞きしていたのだが、古ぼけたコートを羽織ったあいつがまさかあの虹色名詠士だとは思いもよらなかった。


　もっと年老いた名詠士を想そう像ぞうしていた。虹色名詠士など所しよ詮せん名前だけ。今までそう思いこんでいたせいでろくに顔も知らなかったが、どうやら名声に相当する程てい度どのものは持っているらしい。


　夜色名詠を使うという生徒への挨あい拶さつを邪じや魔まされたことは不運。しかしあんな化け物に決けつ闘とうを叩たたきつけながら無む傷きずで済すんだのは不幸中の幸いと言うべきか。


「……エッグがどうこう言ってたな」


　校長は外へ出た時に鍵かぎをかけたが、あいにく内側からならば鍵は解かい除じよ可か能のう。


　一階で聞き耳を立てていたので地下の会話は半分も聞こえなかったが、どうやら触媒カタリスト関連の話だったということまでは予よ測そくがつく。それもかなり重大な話。学園長が他の教員に相談せずわざわざ虹色名詠士を招まねいたのだ。一体どれほどの機き密みつ情じよう報ほうなのか。


　──誰だって気になるさ、なあ？


　直ちよく接せつ見てみれば済むが、それほど楽な作業ではないらしい。


「ったく、手のかかる場所に置いてくれて」


　触媒カタリストの保ほ管かん所だけあって、百を超こす棚に陳ちん列れつされた数あま多たの触媒カタリスト。木を隠かくすなら森とはよくぞ言ったものだ。一体どれほど時間がかかるか分かったもんじゃない。


　日が暮くれたせいで視し界かいも悪くなってきている。天てん井じように申し訳わけ程度につくられた採さい光こう窓まどから入る光がだいぶ弱まってきている。かといって、電気をつけたらさすがにばれる。


　……まあいい。明日明後日。気長に探さがすとするか。
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「ミオおそーいっ！」


　全力疾しつ走そうで走ってくる少女にクルーエルは声を張り上げた。サイフを取りに行ってからおよそ二十分。普ふ通つうに往おう復ふくするなら十分弱のはず。なんでこんなに遅おそかったんだろう。


「サイフ見つからなかったの？」


　息が切れて喋しやべれないらしいものの、深しん呼こ吸きゆうを繰くり返しながら彼女は首を横に振ふってきた。


「……あ、あのね……すごいの、ちょっとすごいんだって！」


「──何がすごいの？」


　頰ほおを紅こう潮ちようさせて興こう奮ふんする友人。彼女に向かいクルーエルは肩かたをすくめてみせた。


「あのねあのね、あたしたちのクラスにカイ様がいたんだってば！」


『はい？』


　まったく同時。自分と、隣となりに座すわる少年の声が唱和した。


「いや意味がわかんないってミオ」


「そもそも僕ぼくたちの教室にいたというのが──」


　ネイトが言い終わるのも待たずミオが両りよう腕うでを振り上げる。


「だ、か、らぁ！　さっきクルーエル言ってたじゃない！　黄緑色っぽいコート着たすごい名詠士を見たって。その人やっぱりカインツ様だったのよ！」


　直後。がたん、という椅い子すの悲鳴が食堂中を揺ゆらした。


　ミオが言った直後、自分たち同様カフェテリアで食事をしていた周りの生徒が一いつ斉せいにこちらをふり向いたのだ。生徒どころか同席していた教員、カフェテリアの店員までもが取り憑つかれたように。


「あ……」


　数十の視線に突つき刺さされ、威い勢せい良く腕を振り上げたまま少女が凍こおりつく。


　──ミオのばか。こんなところで大声を出してどうするのよ。


　机つくえに頰ほお杖づえをついたまま、クルーエルはこれでもかと大おお仰ぎように嘆たん息そくしてみせた。


　押おし寄せる人ひと波なみをかき分け、まず近寄ってきたのは運動着姿すがたの女子生徒が二人。


　日焼けした肌はだにショートヘアのボーイッシュな少女、日焼けこそしてないもののいかにもスポーツ系けいといった長身の少女。クラスメイトのエイダとサージェスだ。


「ちょっとちょっとミオ、今の話噓うそじゃないでしょうね？」


「カイ様がいたの？　どこによ！　さあ吐はきなさい！」


　二人がまとめてテーブルに身を乗り出してくる。エイダに至いたっては持っていたフォークをミオに突きつけながら、問いただすというより尋じん問もんだ。


「え……ええと……その──」


　ほら噓だって言いなさい。今なら傷きずは浅くてすむわよ。唇くちびるだけ動かしてみるが、さすがのミオも読どく唇しん術じゆつは身につけていなかったらしい。その間にも、動転したまま口を開けっ放しのミオへと見る見るうちに人ひと集だかり。


「まじかよ。俺おれさっきその人見たぜ。あの人だったのかぁ」


「ワタシもワタシも！　四年生校こう舎しやのあたりでしょ。雑ざつ誌しで見たことあったけど、こんなとこいるなんて思わなかったから声かけられなかったのよね！　うわぁミスったなぁ」


　今にも泣きそうな表ひよう情じようのミオを後しり目めに憫びん笑しようする。


「わたし四分。ネイトは？」


「……これぐらいかと」


　やや逡しゆん巡じゆんしながらも、隣に座る少年は指を三本立ててみせた。


　──はてさて、周囲の追つい及きゆうにミオはどれだけ耐たえられるだろう。





　自分たちの予想もむなしく。結果として、ミオはその一分後には、教室であったことのほとんどを吐かされてしまった。


　競演会コンクールに虹にじ色いろ名めい詠えい士しが参加するらしい？


　口コミだけで、一時間後には、その噂うわさは学園の隅すみ々ずみまで広まることとなった。




　間奏　『風が呼よぶ、枯かれ草色の思い出を』
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「……なんか、今日やけに気合い入ってない？」


　冷笑気味にクルーエルは校舎の窓まどから校庭を眺ながめた。朝七時半。競演会コンクール前日ということで部活動の朝練習は休み。


　ミオ、ネイトと約束して名詠の練習をしようと登校してみれば。


　校庭は既すでに生徒で埋うめつくされていた。密みつ度どでいうと、生徒同士が両手を拡ひろげれば互たがいに指先が触ふれてしまいそうなほど。名詠練習どころの話ではない。


「あっちもすごいですよ、ほら」


　ネイトの指さす方向に目を向ける。来らい賓ひん用の正面ゲートには色とりどりの風船と花束。歩行者用の道にはカラーテープとリボン。その奥おくには七色で飾かざり立てられた正面ゲート。ここまであからさまなのもどうなのだろう。全すべてが全て、どこを見ても虹色。これを飾り付けた生徒の思おも惑わくが見え見えだ。


「お待たせー。あれ、もしかして遅ち刻こく？」


『十三分遅刻だな』


　息を切らせ教室に入ってきたミオに、ネイトの肩かたに乗るトカゲが短く吐はき捨すてる。


「だって今日、来る途と中ちゆうの道がすごい混こんでたのよ！　ほとんどうちの制せい服ふくだったけど、なんでこんなに早くからみんな来てるのかなぁ」


　──あなたが原げん因いんでしょ。むろん、今さらそれを口にする気も無いが。


「練習どうしましょう」


　肩に乗っていたトカゲをネイトが両手に抱かかえ直す。


「これじゃあ無理そうね。誰かさんが盛せい大だいに盛もり上げてくれたみたい」


「そうだね。盛り上がりそうだよ、楽しみだね！」


　のほほんとした口調でミオ。……まったくこの天然は。


　すぐ隣となりから張ちよう本ほん人にんを睨にらみつけるも、彼女は気づいてくれなかった。
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「競演会コンクール、いよいよ明日ね。これが終わればもうすぐ夏休みに入るし、最後の締しめくくりだからみんな頑がん張ばって。準じゆん備びはできてるわよね？」


　出席簿ぼを片かた手てにケイト教きよう師しが教室の窓まどを開ける。


「そうそう、一つ大ニュースがあるの。うちの競演会コンクールは毎年有名な名めい詠えい士しの方がお見えになるんだけど、なんと明日は──」


「甘あまい甘い！　先生、そんなのとっくにみんな知ってるよ！」


　と。後ろの座ざ席せきに座すわっていたエイダが歓かん声せいを上げた。昨日ミオを尋じん問もんする際さいに持っていたフォークをペンに持ち替かえ、今度は自分の教師に向かい少女が勝ち誇ほこる。


「……だと思ったわよ」


　とっておきのネタを先回りされ、腕うでを組んだままケイト教師がうなだれる。


「でも学園長からの業ぎよう務む連れん絡らくだから一いち応おう言っておくわ。ともかく、明日は虹にじ色いろ名詠士カインツさんもみんなの発表を見てくれるそうです。各優ゆう秀しゆう賞しようの他ほかに彼から頂いただける特別賞もあるみたいだから楽しみにしてて」


　虹色名詠士からの直じき々じきの賞！


　教室が歓声で轟とどろいた。横目で背はい後ごを見やる。ミオにエイダ、サージェスが握にぎりこぶしでガッツポーズをしているところを見ると、彼女たちは本気でそれを狙ねらっていくらしい。


　……だけどそういうのがあるから、昨日の勘かんちがい上級生みたいなのが出ちゃうのよね。


　当の被ひ害がい者しやはどう思っているんだろう──と思いきや、教室の隅すみでネイトは何やら自分の鞄かばんを大おお慌あわてで閉しめているところだった。どうせあの飛びトカゲが、いい加か減げん鞄から出たがって暴あばれ始めたといったところだろう。


「ねえ、クルーエル」


　唐とう突とつに、背後から手が伸のびてきた。サージェス。彼女の手にある小さなメモ。どうやら女子生徒だけの回し手紙らしい。どんどん前に回して。その呟つぶやきに軽く頷うなずく。


　内ない容ようは九割わり方、クルーエルが予想した通りのものだった。飾かざり付けの時間こっそり抜ぬけ出して、虹色名詠士がいると思われる来らい賓ひん用宿しゆく泊はく室しつに行ってみようというもの。


　……まあ、気持ちはわかるんだけどね。


　自分は一度出会ってるし二言三言会話もしたが、大半の生徒は彼の顔も見ていない。気になって仕方ないのだ。


　でも、わたしはパスでいいかな。メモに自分の名を書かずクルーエルは先に回した。


　そこにミオの名前が無かったからだ。改めて昨日の礼をしたいという気持ちもあるが、それは明日でもできること。下手に顔や名前を覚えられて肝かん心じんの競演会コンクールで失敗したら逆ぎやく効こう果か。それこそ目も当てられない。


「じゃあ、みんな飾り付けお願いね。私は明日の打ち合わせで今日一いつ杯ぱいかかるから手伝えないけど、頑張ってちょうだい」


　今日この日は競演会コンクール前日ということで、生徒は全員で校こう舎しやの飾り付けに回る。どこを飾るかは割り当てられているが、人手が少ないと思ったら自由に移い動どうしてもいいらしい。もっとも、その自由移動が問題なのだが。


　……頑張る方向は保ほ証しようしませんよ。


　担たん任にん教師に向かい、クルーエルは小さく呟いた。
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　コン、学園長室の扉とびらが小さくノックされる。


「──失礼します」


　その声に顔を持ち上げる。


　純じゆん白ぱくのスーツを着こなした女じよ性せい教師がしずしずと扉を開けてきた。


「エンネ君か」


　物静かな雰ふん囲い気きの女性が小さく頷く。その手に数すう枚まいの書類。


「競演会コンクールプログラムが出来ましたので……前日になって申し訳わけありません」


「いやいや構かまわんよ」


　タイムテーブル、来賓、司会。ざっと重要事じ項こうを確かく認にんし受け取る。


　来賓者の端はしに虹色名詠士の名。突とつ然ぜんの来賓者である彼の名を土ど壇たん場ばで書き加えたため提てい出しゆつが遅おそくなったといったところか。


「ところで生徒の様子はどうだね」


「今年も優秀な生徒がたくさんいます。ひたむきに頑張る子たちばかりですので、きっと良い結果を残してくれると思います」


　しっとりと微笑ほほえむ教師。彼女がそう言い切るからには相そう応おうの自信があるのだろう。


「そうだな、特に最上級生たちには頑張ってもらいたいものだ」


　一年生などはまだお祭り騒さわぎ程てい度どの心しん境きようで臨のぞむのだが、進路の決定が迫せまる最上級生たち、特に、今後も名詠の道を志こころざす者は真しん剣けんこの上ない。この競演会コンクールで結果を残せば多くの著ちよ名めいな名詠士・研究所からスカウトが来る。彼らにとってはこの場が就しゆう職しよく試験のようなもの。そういった生徒たちは今も校庭や空き地に陣じん取どり、最後の調整に励はげんでいる。


「毎年この時期。あの子たちの熱心な姿すがたを見ていると、生徒だった頃ころを思い出します」


　窓まどの外、校庭をそっと眺ながめつつ女性が表情をほころばせる。


「わたし……名詠士になろうとしたのは有翼馬ペガサスを詠よんでみたかったからなんです。ずっと昔、わたし大けがをしたことがあって、医者の下へ行こうにもあまりに遠くて……でもその時、通りがかった名詠士の方が有翼馬ペガサスを詠よんでくれたんです。その背せに乗って病院に送ってもらったことがありました。……本当に、言葉に出来ないくらい嬉うれしかった。だから──」


　校庭の中央、数人と真しん剣けんに論ろん議ぎしている生徒。それから離はなれた木こ陰かげ、教きよう師しに見守られながら名詠に向かう者。その姿に、彼女が懐なつかしむような視し線せんを送る。


「今度は、わたしがその役目を果たしたいんです」


　弱々しい、そうとすら思える静かな物もの腰ごし。だがその瞳ひとみと口調には、名詠を教える者としての威い厳げんと誇ほこりが確たしかにあった。


　数秒、窓まどから外の光景を眺め──


「……では。わたしもこれから生徒たちと最後の打ち合わせがありますので」


　わずかに、名な残ごり惜おしむようなためらいの間を開け、彼女が踵きびすを返す。


「ああ。今はキミが名詠を教える立場なのだからな、ワシも信しん頼らいしておるよ」


　無言で頷き、白衣の教師は学園長室を後にした。





「ミオさん、ここはこんな感じでいいですか」


「うーん。もうちょい左かな。あ、やっぱり右……じゃなかった、上にずらして」


　トレミア・アカデミー正面ゲートの最さい頂ちよう部ぶ。椅い子すを二段だんに重ねてその上に立ち、ネイトが背を伸のばしてゲートの頂上にリボンを飾っていく。ミオは現げん場ば監かん督とく。普ふ段だん大ざっぱな性せい格かくのわりに、さっきから妙みように細かい指図を繰くり返している。


「あーもう、クルル。もっと丁てい寧ねいに作ってよぉ」


　今度はこっちにまで注文が飛んできた。クルーエルはリボンで花を作りそれをネイトに渡わたす役だったのだが、監督はその花の出来がお気に召めさなかったらしい。


「でもどうせ明日だけでしょ？　これで十分だと思うけどなぁ」


「だめー。カインツ様がここを通るかもしれないもん」


　腰に手をあててミオが頰ほおを膨ふくらませる。


「大だい丈じよう夫ぶよ。見るっていっても一いつ瞬しゆんだろうから……って……ミオ？　どうしたの？」


　言葉半ば、クルーエルは自分の目を疑うたがった。


　ふと。ミオの双そう眸ぼうに物もの寂さびしげな色が浮うかんでいたからだ。


「……この学校ね、カインツ様にとって特別な思い出があるみたいなこと言ってたの」


　心中首をかしげた。そんな事実、聞き覚えが無かったからだ。


　昨日カフェテリアで絞しぼられた時にミオはその話はしていなかった。洗あらいざらい吐はかされたかと思っていたが、それだけは隠かくし通したということだろうか。


「それって、昨日会った時に聞いたの？」


　秘ひ密みつにされるかとも思ったが、存ぞん外がい素す直なおにミオは頷うなずいてきた。うつむきながらおずおずと、今にも消えてしまうような小声で。


「あたしもほとんど聞けなかったけど……でも、この学校が大切だって言う気持ちはすごい伝わってきたの。せっかくこの学校に来たんだから……あの人にまた素す敵てきな思い出を作ってあげたくて」


　真っ赤に紅こう潮ちようした相手の頰。やれやれ。どうしてミオがサージェスたちの誘さそいを断ことわって校こう舎しやの飾かざり付けの方に回ったか、ようやくクルーエルも納なつ得とくがいった。


　……まったく、しかたないわね。


　手元のリボンを拾い上げ、クルーエルは造ぞう花かの作業を再さい開かいした。


「はいはい、分かったわよ。誰だれからも文もん句くが出ないくらい綺き麗れいに作ってあげる」
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「カインツ、なんでローブじゃなくてコートなの」


　絹きぬ糸いとを思わせる髪かみを風になびかせながら、少女が歌うように言ってくる。


「ローブだといかにも名めい詠えい士しって感じだろ。なんというか、埋うもれたくないんだ。ローブを纏まとった『どこにでもいる名詠士の一人』として見られたくはないな、ってね」




[image: ]


　広大な敷しき地ちを持つ学校の、その全すべてが見み渡わたせる屋上ばしよ。


　時間さえ選べばこんな場所は他に誰も来ない。静かに一人で、下校の時間までの一時を過すごす。その空間はカインツにとって数少ない憩いこいの場だった。


　……でも、いつからだろう。


　ぽつりぽつりと、この屋上に彼女イブマリーが姿すがたを見せるようになったのは。


「目立ちたがり屋なのね」


　くすりと、少女が口元に手をあてる。他人から見た彼女のそれは笑うというより嘲ちよう笑しよう。だけどそれは気にならなかった。それが彼女の流儀スタイルだと少年は知っていたからだ。


「君の影えい響きようだよ」


　誰もいない方がいいと思っていた場所に自分以外の者がいる。なのに彼女だけはなぜか許ゆるせる。むしろ心のどこかで、次も彼女が来ることを期待している自分がいた。


「ボクも、自分がいたということを誰かに覚えてもらいたくなってね」


「ふぅん」


　芝しば居いじみた相あい槌づちを彼女が打つ。


「でも、いくらコートだって紺こん色いろじゃ代わり映ばえしないわよ。もっと目立つ色にしなさい」


　左手に抱かかえた手て提さげ袋ぶくろを、無ぶ愛あい想そうな眼まな差ざしと共に少女が突つき出してきた。


「これは？」


「あげる。昔親に買ってもらったんだけど、わたしには大きすぎるみたい。男女兼けん用ようらしいからあなたでも着られると思う」


　手提げ袋から中身を取り出す。濃い緑とクリームイエローが混まざったような色のコート。サイズは自分でも少し袖そでが余あまるくらい。確たしかに彼女には大きいだろう。


　それにしても脈みやく絡らく無いプレゼントだな。忍しのび笑いが胸むねをつく。が、その直後にカインツは心中大きくかぶりを振ふった。


　……違う。ボクはなんて馬ば鹿かなんだ。


　あまりの失しつ態たいに絶ぜつ句くする。自分にとっては今さらどうでもいいことの一つ、その程てい度どの意い識しきしかしていなかったけれど──今日はボクの誕たん生じよう日びじゃないか。


　自分でも忘わすれてたことを、イブマリーは覚えてくれていたのだろうか。


「今日、ボクの誕生日だって知ってたの？」


　が、相手は空とぼけたような摑つかみ所のない口調を崩くずさなかった。


「そうなの？　偶ぐう然ぜんだったけどちょうど良かったじゃない」


　表ひよう情じようはいつもの、どこか突き放したような冷たさのまま。……これで少しでも顔を赤らめてくれたら年とし頃ごろの女の子って言えるんだろうけどなぁ。


「着てみていいかな」


「どうぞ。あなたにあげたんだから好きにして」


　やっぱりボクにはまだ大きかったみたいだな。袖に隠かくれてしまった自分のこぶしに苦笑しようとして──カインツの吐と息いきは凍こおりついた。コートの袖、自分の指先を出そうとして気づいた。袖にくっついたままの値ね札ふだが取り忘れられ、そのまま残っている。


　値札に押おされた売ばい却きやく印。売却印として押された日付は……昨日。


「どうかした？」


　きょとんとした眼差しの少女。


　自分はどう言えばいいのだろう。気づかぬふりか、それとも誕生日プレゼントとして受け取るのが礼れい儀ぎなのか。


「ううん。……イブマリー、ありがとう。これ暖あたたかいね」


　悩なやんだ末、少年は前者をとった。誕生日プレゼントとして受け取るのは、彼女がそのつもりで贈おくってきてくれる時でいい。


　そして、それで正せい解かいだった。


「気にしないで。どうせ親からもらってわたしが着れなかっただけだから」


　彼女の声はそれでも、普ふ段だんより少しだけはずんでいた。


　これでいい。彼女がいつものように振る舞まうのであれば、自分だってそう振る舞う。きっとそれが、ボクと彼女のルールなんだから。








　あれから……もう何年経たったのかな。


　本当は、指を折ればすぐ数えられる数字。まだ大した年月ではない。それなのに、自分の中では久く遠おんにも等しい時間が経けい過かしたように思えてしまう。


　枯かれ草色のコートを羽は織おり、カインツは来らい賓ひん館かんの屋上に立っていた。自分の隣となり、指定席となっていたはずの場所に待ち人の姿は無い。


「君は……どこにいるんだ」


　こぼれた吐と息いきに混じる自分の肉声。風に攫さらわれ溶とけてしまう独どく白はく。


　ミドルスクールの卒業時。ハイスクール選せん択たくで、二人はあえて別の学校を選んだ。いずれどちらかの名が世界中に響ひびき渡る時が来る。そうしたら、先を越こされた方が相手の方へ会いに行く。そんな約束をして。


　ハイスクールで一年が経ち、二年が経ち、その中でカインツは驚きよう異い的な早さで名めい詠えい式を修おさめていった。ハイスクール在ざい籍せき中に三色までを習得。卒業先として各研究所からも相当数のスカウトを受けた。史上例の無い天才として脚きや光つこうを浴び、その道に携たずさわる者で彼の名を知らぬ者はいないとまで。


　その一方、夜色名詠を使う少女の名はいつまで経っても世界に響くことは無かった。


　そして、彼が虹にじ色いろ名詠士となった日。


　多くの友人や恩おん師しが彼の下に集まったが──その中に彼女の姿すがたは無かった。


　彼女はどうしているのか。いやそれよりも、果たして無事なのかすら分からない。


〝どうせその前に死ぬから〟


　彼女が洩もらした本音。あの時見た、悲ひ愴そうな横顔が脳のう裏りによみがえる。


「本当に会いたい人にすら会えない。詠よびたい人も詠よべない。そんな名ボ詠ク士らって、いったい何の為ためにいるんだろうね」


　ある意味、世界の誰よりもそぐわない言葉。虹色名詠士がこんなことを呟つぶやいていると知られたら、他人はどんな顔をするだろう。


「……ねえイブマリー。まだボクは、君に認みとめてもらえてないのかな」


　どこからも返事はない。あの時よりいくぶん小さくなったコートをひるがえし、虹色名詠士は上空を向いたまま瞳ひとみを閉とじた。




　三奏　『始まりと約束のオペラ』
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　競演会コンクール当日。


　一年生女子用の更こう衣い室しつを開ける。途と端たん。


　……うわっ、なにこれ。


　一歩入るやいなや鼻を突つく強きよう烈れつな香こう水すいの匂においに、思わずクルーエルはその場で足を止めてしまった。女の自分ですら後ずさりしたくなるほど、とにかく香水の匂いが濃こい。


「あ、クルルおはよー。お先ー」


　制せい服ふくをロッカーにかけながら、それをまるで気にせぬ様子でミオ。


「おはよ。みんな早いわね」


　遅ち刻こく常じよう習しゆう犯はんのエイダ、それにサージェスまで更衣室に集まってるなんて。


「あんたが遅おそいだけだってば。てかクラスの遅刻王はあんたでしょ」


　唇くちびるのルージュを直しながらエイダが眉まゆをつり上げる。


「って……クルーエル、まさか今日制その服ままでいく気？」


　驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見つめてくる彼女に、クルーエルは無言のまま手に提さげた袋ふくろを持ち上げてみせた。


　トレミア・アカデミーは普段制服が指定されているが、競演会コンクールは私服を許ゆるされる数少ない機会だ。女子生徒はほぼ百パーセントがドレス。女子生徒六百五十人が自じ慢まんのものを持ち出すので、毎年ちょっとしたファッションショーになるらしい。男子は半分が燕尾服テイルコート。三割わりが名詠士らしいローブ。残りがジャケットやらコートやらということだ。


「……ドレスなんて肩かた凝こるだけなのに」


　実のところクルーエルは制服で競演会コンクールに出ようとしていたのだが、昨日部活の先せん輩ぱいにそれを話したところ二時間ほどお説教を受けてしまった。


　だめよクルーエル。今日ぐらい派は手でに行きたいっていう女心っていうか、名詠士を目指してたってそういうもの忘わすれたら終わりなの。特にあなた元々背せが高いしプロポーションもいいのに、せっかくのチャンスを逃のがしてもいいわけ？　そもそもあなたは──と言った具合。


　──チャンスって……一体なんのチャンスだろう。


　妙みように熱く語ってくる先輩の脅きよう迫はくめいた説得に結局、クローゼットの奥おくからドレスを引っ張ぱり出すはめになった。


「えへへ、見てみてクルル。これいいと思わない？」


　下着姿のミオが自分のドレスを誇ほこらしげに掲かかげてくる。真しん珠じゆ色。見る角度によって七色に変わるプリズム加工になっている。


「へえ。素す敵てきね」


　一点のしわもない新品。カインツ・アーウィンケルが来ると知って昨日慌あわてて買いに行ったのだろう。わざわざ彼の名に合わせるところがいかにもミオらしい。


「いいけどミオ、それ派手過すぎじゃない？」


　密みつ集しゆうした部屋の中、ドレスを身にまとい、くるりと一回転してみせる少女に、同じく準じゆん備びを終え化け粧しよう道具をしまっていたサージェスが口を挟はさむ。


「毎年すごい衣い装しようでくる生徒がいて、やっぱり去年も何人か注意されてたらしいよ。あとあんまし露ろ出しゆつが過ぎるのも警けい告こくものだってさ。……まあでも、ミオなら平気かな。プロポーション的にまだまだ──」


「あぁ、言ったなぁ。ちょっとだけ気にしてるのにぃ！」


　ミオが口を尖とがらせる。そういう仕草が子こ供どもっぽいのだが、あえてそれは言うまい。


「ミオ先行ってていいよ。わたし少し時間かかるから」


「うん。じゃあ、先に校庭行ってるね。開会式まであと三十分だから急いでよ！」


　衣装と同じ色合いのドレスシューズを携たずさえて小走りにミオが更衣室から姿すがたを消す。


　それに続くようにエイダ、サージェスも。ただ、こちらはミオとは違ちがいあくまで優ゆう雅がに。普ふ段だんスポーツだけに熱を入れてるかと思ったが、案外この二人はくせ者だった。


　ちょっとした振ふる舞まいでもここまで違うとは。その点ミオはまだまだだなぁ。くすりと小笑いし、クルーエルは手提げに入れていたドレスを取り出した。


　さて、こっからが問題よね。


　……このドレスって、そもそもどうやって着るんだっけ。
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　正方形状じようの校庭の片かた隅すみ。一年生の集合ポイントにクルーエルが着いたときには既すでに、一年生のほとんどがクラスごとに整列を終えていた。一─Ｂの列の最さい後こう尾び、周りより頭一つ小さい男子生徒の姿。


「あ、クルーエルさん。おはようございます」


　紺こん色いろのローブ姿のネイトに手を振って応こたえる。まだローブのサイズが大きいらしく多少だぶついている。いかにも見習い名めい詠えい士しといった外見だ。


「おはよ。いい天気だね」


　雲一つ無い上空。眩まぶしすぎるほどの日光に目を細める。


「あ、いたいた。クルーエル、ネイト君も」


　後ろからの声にふり向く。と、数メートル後方からミオとサージェスが近づいてきた。


「探さがしてたら入れ違いになっちゃったみたいだね」


「……にしてもクルル──」


　じっと、食い入るような視し線せんでミオが見つめてくる。


「なに？」


「いやぁ、やっぱクルル、プロポーションいいなぁと思って。ドレスすごい似に合あってる」


「ん？」


　突とつ然ぜんまたわけのわからないことを。ていうか、周りに男子もいる中で普通そういうこと言う？　と思ったそばから、サージェスまでもがうんうんと首を振ってきた。


「しかも、なんだか良さげなドレス着てるしね。ちょっと拝はい見けん──って、うわ！　背中開いてるよこれ」


　背はい後ごに回り込んだミオが大げさに悲鳴を上げる。


「……持ってるのこれしかなかったんだから仕方ないでしょ」


　クルーエルが着ているのはマーメイドスタイルのドレスだ。


　純じゆん白ぱくの生地を基き調ちように、左ひだり肩かたから縦たてにブルーラインが引かれている。ネックの部分を含ふくめ要所に襞ドレープがあしらわれており、本来は舞ぶ踏とう会かい用の品。人魚マーメイドの名が示しめす通り身体からだに密みつ着ちやくするよう設せつ計けいされており、嫌いやでもボディラインが浮うき彫ぼりになってしまう。


　が、どうやらそのボディラインがまずかったらしい。


「諦あきらめなさいなミオ。残念ながら相手が悪い」


　値ね踏ぶみするような視線を送ってきながらサージェスが頷うなずく。


「これほどの逸いつ材ざいは滅めつ多たにいないって。特にこの胸むねと腰こしの──」


「はいはいサージェスさん、それ以上言ったら……怒おこるわよ？」


　言い終える前にクルーエルは相手の鼻先に詰つめ寄よった。褒ほめ言葉のつもりなのかもしれないが、なんでわざわざこんな大おお勢ぜいの前で言うかなぁ。


　周囲の視線から逃にげようと踵きびすを返す矢先。


『そうか？　あまり肉体的な差さ異いはないと思うが──』


　いつのまにか、ネイトの肩に乗ったトカゲがのそりと顔を持ち上げていた。


　……こういう時はどう応おうじればいいのだろう。肯こう定ていしたらなんかくやしい。否ひ定ていしたらそれこそミオやサージェスの思うつぼだし。


「わ、わ、アーマ喋しやべっちゃだめだよ！」


　ネイトが慌あわてて口を塞ふさごうとするが、このトカゲはその手からするりと抜ぬけ出してしまった。


『聞き覚えのある声だと思ってな』


「……なにこのトカゲ、喋れるの」


　訝いぶかしげな視線をサージェスが送る。


「ネイトのペット」


　お返しに、間かん髪はつ入れずクルーエルは吐はき捨すてた。


『む、こむす──』


　爬は虫ちゆう類るいが言い終えるその前に、開会式を告げる鐘かねが校庭に鳴り響いた。





　　　　３





「こちら運うん営えい本部。生徒の皆みなさんは速すみやかに所定の集合場所に移い動どうしてください」


　競演会コンクールは午前と午後の部に分かれている。午前は白と緑の発表だ。その二色を専せん攻こうする生徒が校庭の中心部──本部と審しん査さ員いん席の正面に移動する。


　緑専攻の生徒は本部から向かって右、白専攻の生徒は左に集合。各一度に五人ずつ名詠式に挑いどむ。ミオはその六組目。クラスメイトでは他ほかにも、白を専攻するエイダが十四組目らしい。


「がんばってくださいねー」


　ネイトの声せい援えんにミオが手を振ふりながら中央に走っていく。


「ミオ、何を詠よぶつもりかしらね」


「とにかく大きくて見み応ごたえのある物、って言ってましたよ」


『緑で大きいというと……疾竜ワイバーンか？』


　まるで的外はずれなことをトカゲがひょっこりと口にする。


「無む茶ちや言わないの」


　竜の類たぐいは緑の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア。審査員席に並ならぶ著ちよ名めいな名詠士にだって難むずかしい名詠だ。そんなものを一年生が名詠したらそれこそ大人の面めん目ぼくが立たない。自分も含め、一年生で出来ることはせいぜい第コ四モ音ン階ア名リ詠ア。大型の──但ただし人語を解かいさない普ふ通つうの──生物を名詠するのが関の山。それはミオといえど変わらない。さすがに彼女も自分の力量ぐらいわきまえているだろう。


「楽しみですね」


「審査員の前で緊きん張ちようしないといいけどね」


　……たしかミオって、あんがい本番に弱いからなあ。





　ある意味予想どおりだが。


　審査員にあの虹にじ色いろ名めい詠えい士しがいるということで、緊張のあまり名詠に失敗する生徒が続出した。一年生だけでなく他の上級生すら集中力が途と切ぎれ、急きゆう遽きよ予定の名詠より一ランク落とす生徒も多かった。


　そして、これも予想の内ではあったが──虹色名詠士カインツ・アーウィンケルに並なみ々なみならぬ情じよう熱ねつを持つミオも、そんな生徒の一人になってしまった。


「うわぁぁぁぁっっん！　あたしもう生きてらんないよぉ！」


　やっぱこうなったのね。地面にドレス姿すがたでべたっと座すわり込こむミオを引っ張りながらため息をつく。自分もドレスだから無理に動くことが出来ない。仕方なく、傍そばにいるネイトを手振りで呼よぶ。


「はいはい、もう泣かない。ほらちょっと、ネイトも引きずるの手伝いなさい」


　大おお粒つぶのしずくを浮うかべるミオが言うには、それでも最初はうまく集中できていたらしい。ところが名詠の名詠門チヤネルが開く間ま際ぎわに、なんと「カインツ様」と目が合ってしまったということだった。それからの記き憶おくが十数秒途切れ……気づいたときには既すでに名詠門チヤネルが閉へい鎖さ。タイムアウトで失しつ格かくになってしまったという。


「だってぇ、あたし絶ぜつ対たいカイ様に見捨てられたよぉ」


　ネイトと二人で引っ張ると、ようやく少女がとぼとぼと歩き出した。


「で、ミオ。結局何を詠よぼうとしたのよ」


　ぐすんと、涙なみだ混まじりの口調でミオが言ってくる。


「えっとね、緑翼の蛇ケツアルコアトル」


　……ケツァルコアトル？


「ミオ、それ本当？」


「うん」


　……ふぅん。そっか。なるほどねぇ。


　唐とう突とつに。クルーエルは引きずっていたミオの手を放した。自分の身体からだを引っ張ぱっていた手が前ぶれなく離はなれたおかげでバランスを崩くずしたらしく、ミオが派は手でに地面に抱だきつく。


「ちょ、ちょっとー。ひどいよクルルぅ！」


「ネイト、もう引っ張らなくてもいいわよ。さ、こんなのほっといて行きましょ」


　後ろで口を尖とがらせる少女を後しり目めに大またで歩き出す。やれやれ、少しでも同情した自分がバカだった。


　緑翼の蛇ケツアルコアトルはドラゴンの亜あ種しゆに属ぞくする。当然第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアなわけで、そんなもの成功のしようがない。むしろ虹色名詠士と目が合っただけ儲もうけものだ。


『ネイト。お前はどうするつもりだ』


　少年の左ひだり腕うでに抱かかえられ、夜色トカゲが尾おをぶらりと垂たらす。


「黒馬を狙ねらってみるよ。せっかくだし挑ちよう戦せんしてみたいもん」


「ネイトは何時からだっけ」


　夜色名詠という非ひ正式な名詠ではあるものの、ネイトも赤色名詠の発表に混まじって特別参加を許ゆるされている。ケイト教きよう師しが学園長に直じき訴そしてくれたらしい。


「午後の二十一組目だったと思います」


「ああ、そうだったわね」


　クルーエルは午後の二十組目。スケジュール的に、ちょうど自分が退たい場じようした時にネイトの発表が始まってしまう。


「そっか。ちょうど時間かぶっちゃったかな。お互たがいの見れないかもね」


「もし見れなくても、クルーエルさんのは僕ぼくの分までアーマに見ておいてもらいますね」


　なんだか嬉うれしいような嬉しくないような。


　──ん？


　ふと、自分の身体に起きている違い和わ感に気づいた。


　微び弱じやくに震ふるえる自分の身体。それも自分の番が近づいてくるにつれて少しずつ、その震えが大きくなってきているような。


　わたし緊張してるの？　おかしいな、今までこんなことなかったのに。


「ごめん、ちょっといいかな。せっかくだし、わたし時間まで軽く練習してくるね」


「はい。行ってらっしゃい」


　アーマを持ち上げたままネイトは手を振ふってきた。





「午後の部。十四組目の生徒は入場ゲートに集まってください。繰くり返します、十四組目の生徒は入場ゲートに──」


　スピーカーに呼よばれた生徒が集まっていくのが遠目に映うつる。進行は順調だった。アクシデントもなくタイムテーブル通りのペースで発表が進んでいっている。


　校庭の隅すみ。木こ陰かげに設せつ置ちしてある木もく製せいの椅い子すに腰こしを下ろしたまま、クルーエルは目を閉とじていた。膝ひざの上で両手を組み、ただじっと名詠のイメージを繰り返す。混こん沌とんとした赤一色の世界にただよう自分。一本の生き糸いとから一枚まいの服を縫ぬうが如ごとく、漠ばく然ぜんとした空想イメージから徐じよ々じよに具体的な想像ビジヨンへと織おっていく。


　が。何度やってもその糸は途と中ちゆうで切れてしまった。最後の最後。「それ」を詠よび出す直前に集中力が切れてしまう。


　……どうして。


　焦あせりに自然とまばたきが早まる。なんでだろう。別にとりわけ難むずかしい名めい詠えいではないのに。昨日も一昨日も成功した。今日の朝だって出来た。なのに、よりによって本番直前になって急に名詠ができなくなっちゃうなんて。


『葛かつ藤とうだな』


　誰だれも周囲にいないはずの空間に、自分以外の誰かの声。それもかなり近くから。首を動かさず視し線せんだけを移うつすと、自分が座すわっている椅子──その端はしにひっそりと夜色のトカゲが同席していた。


「……いま取り込んで──」


『名詠の集中が出来ないのだろう？』


　鼻先を持ち上げ、こちらの顔を覗のぞき込んでくる。


「少し気負ってるだけよ。おねがい少し静──」


『一生そのままでいいのか』


　……一生？


　死し刑けい宣せん告こくにも似にた宣言に言葉を失った。


『今小娘おまえは板ばさみにあっている。成長と停てい滞たいの葛藤。殻からを破やぶりかけ、だが抜け出せずにいる雛ひなのようなものだ』


　夜色の宣告人の口調は普ふ段だんと変わりない。ここ最近聞き慣なれているはずの声こわ音ねにもかかわらず、その一言一言が頭にまとわりつく。いつも聞き飛ばしている戯ざれ言のはずなのに、今だけはそれが出来なかった。


『以前、お前は自分を器用貧びん乏ぼうと評ひようしていたな。器用と言うだけあって今までどんなこともそつなくこなしていた。今回の発表も無ぶ難なんにいくつもりだった。そつなく、無難に、危き険けんな賭かけはしない。しなくても成功するからだ。だが間近でミオの名詠を見て、ネイトの意気込みを感じて、そんな自分の姿し勢せいに困こん惑わくしている状じよう態たいといったところか』


　三日月を思わせる金色の瞳どう孔こうから嫌いやでも圧あつ力りよくを感じる。


「……ずいぶん饒じよう舌ぜつね」


　重圧への抵てい抗こう？　自分でも分からぬまま、相手の瞳孔に自分の視線を絡からませる。


『その両手で後生大事に抱えている物は触媒カタリストか』


　三日月が膝上で組んだ両手を照らす。吐と息いきをこぼし、クルーエルはその手を開いた。赤のラベルが貼はられた塗と料りようチューブが手の上で転がる。




[image: ]


「……名詠に必要なんだから当然でしょ」


『そうか？　それが葛藤の原げん因いんだと思うがな』


　椅子の端に坐ざしたまま、夜色の名詠生物が飄ひよう々ひようと断だん言げんする。


『塗料が触媒カタリストに使いやすいという程てい度どは我われも知っている。今回もそれを触媒カタリストに使うつもりだった。そつなく無難に名詠を行うためにな。だが競演会コンクール、当初予想していたものと違ちがっていたのだろう？』


　言葉を返す気はない。示し唆さはまだ終わっていないからだ。相手がなおも続けてくると感覚的にわかった。


『カインツと言ったか。あの男に認みとめられるためあえて困こん難なんに挑ちよう戦せんする者たち。ミオもその一人だったな。ネイトに関してはその下心はないようだが、あれは自分の約束を成すために常つねに失敗を望んでいる。いつか夜色名詠をマスターするための、そのための失敗をだ。今回の発表で黒馬を詠よぶと言ってるのが良い例だろう。まだその技ぎ量りようも無いことを自分で知っているというのにな』


　遠くどこかから響ひびく鐘かねのように、その言の葉が身体からだの芯しんを打つのを確たしかに感じる。


　それなのに、不思議と感かん情じようの昂たかぶりは感じなかった。おそらくそれは、この相手がまったく私的な感情をまじえていなかったからだ。嫌みも皮肉も無い。自分の鏡であるかのように深しん々しんと告げてくる。


『そんな中自分だけ簡かん単たんな触媒カタリストを使い、簡単な名詠で済すます。いまお前はその息苦しさを感じている。他人の挑戦する姿すがたと自分の姿を比くらべてな』


　音もなく、両の手からチューブが滑すべり落ちた。


『再ふたたび殻に籠こもるか、それとも外に出ようと足あ搔がくか。その判はん断だんは自分でしろ』


　それきり相手もまた沈ちん黙もくする。


　そのまま、どれだけ時間が経けい過かしただろう。数呼こ吸きゆう分に過すぎないように思える反面、数時間座り続けていたかのような疲ひ労ろう感もある。　やがて、木こ漏もれ日に目を細める中、スピーカーからやんわりとした声が流れてきた。





　──二十組目の生徒は入場ゲートに集まってください。繰くり返します……──





　……時間ね。


　足あし下もとを見ることなく、今から自分が向かう場所だけを見つめクルーエルは立ち上がった。


『拾わないのか？』


　足を前に出すのを待っていたかのように背せ中なかに声がかかる。僅わずかに抑よく揚ようの混じった声音。相手が面おも白しろがっているのが振ふり返らずとも分かる。足を止めることも振り返ることもいらない。


　──ただ一言、応こたえてやればいい。


「いらない。あげるわ」


　振り返らぬままクルーエルは呟つぶやいた。足を止めることもなく、返事を待たず歩を進める。


『それでいい。悟わかっているではないか』


　背中を後押おしするように、笑いを押し殺した声が聞こえてきた。





「あ、クルルいた。いままでどこ行ってたの。そろそろ順番だよ」


　入場ゲートの前にミオ、そしてケイト教きよう師しの姿。ケイト教師の方に向かって頷くと、彼女の方もようやく頰ほおをゆるめた。


「クルーエル来たわね。良かった。なかなか来ないから心配してたのよ」


　自分以外の四人は既すでにゲートに集まっていた。触媒カタリストとして赤のドレスを着こなしている少女。火を使うつもりなのか松たい明まつを片かた手てに掲かかげる者。それぞれ触媒カタリストを用意している。


「クルーエル。触媒カタリストは？」


「平気です。ありますよ」


　何も持つことなく、クルーエルは自分のこぶしを握にぎりしめた。


　──赤二十組目、発表場所へと移い動どうしてください──


　観客、そして審しん査さ員いんからの前拍手アプローズ。数百、数千に及およぶ視し線せんが自分たちを見つめている。


　でも、平気だ。


　むしろ心ここ地ちよい緊きん張ちよう感。高揚に高鳴る胸むねの鼓こ動どうを感じながら歩を進める。真冬の湖こ畔はんのように静かで穏おだやかな気持ち。泉いずみのようにとめどなく溢あふれてくる感情。


　校庭の中央で足を止めた。拍はく手しゆが消え、周囲のざわめきが鎮しずまる。風のささやきしか響かぬ静せい寂じやくの世界に、クルーエルはその身をゆだねた。


〝名めい詠えいの集中が出来ないのだろう？〟


　今、あの口うるさいトカゲもきっと自分を見ていることだろう。


〝再び殻からに籠もるか、それとも外に出ようと足搔くか〟


　……礼は言わないわよ。


　微かすかに口元をほころばせ、クルーエルは目を閉とじた。礼は言わない。別に、あの言葉に突き動かされたわけじゃない。わたしはあんな抽ちゆう象しよう的な言葉で力づけられるほど素す直なおじゃない。


　だけどそれでも。これで決心ができた。


「──sheon lef深緋の ped-l-clue鐘 rien-c-soan鳴り響く」


　わたしは、わたしの詠よび出したい物を詠よぶ。失敗してもかまうもんか。成功しても失敗しても、胸むねを張はってみんなのところへ報ほう告こくに行こう。





　YeR be orator彼方〈あなた〉の Lom nehhe名前を讃えます





　lor besti紅く恥 redi ende〈やさ〉しく keofi可憐-l-lovier〈うつく〉しい





　Hir qusi微風に clue lemenet浮遊〈ただよ〉い feo fulleftia積もる sm jes glue I真緋の欠片





　ゆっくりと、子こ供どもに教え諭さとすように〈讃来歌オラトリオ〉を歌う。


　空想イメージから想像ビジヨンへ。詠うたい、紡つむぎ、自分が求める物との名詠門チヤネルを開く。





　melodia彼方へと fo Hio紡ぐ詠, Oわたしの ect ti想い hear重ねて Yem sophit演〈おど〉れ





　ife I世界が she cookeあなたを Loo zo via望むのならば……





　Isa daさあ boema生まれ　foton落ちた doremren子よ





　周囲から歓かん声せいがこぼれる。誰か、あるいは既に数人が名詠に成功しているらしい。でも焦あせらなくたっていい。きっと間に合う。きっとできる。


〝クルーエルさんは絶ぜつ対たい、名詠士が似に合あうと思います〟


　……ネイト、キミのあの時の言葉、信じていいんだよね？


「O evo Lears彼方は貴女となれ──Lor besti bloo数多に舞い-c-toge = ende集いて dence踊る者」


　まぶたを開けた。両手を中心に紅あかい光が渦うず巻まく。光は徐じよ々じよに強さを増まし、自分の身体からだを包み込こんでいく。名詠士としてきっとこれが、わたしの最初の名詠。


　紅い光が閃せん光こうの如ごとく弾はじける。


　──『Keinez赤の歌』──


　刹せつ那な。少女の両手から溢あふれるように、数えきれぬほどの真しん紅くの羽う毛もうが飛び立った。


　鳥ではない、純じゆん粋すいな、その羽根そのものの名詠。


　数百、数千に及ぶかもしれない数多あまたの羽根が風に巻まき上げられ、少女の姿すがたを覆おおう。


　彼女を祝福するように、抱ほう擁ようするように。


　羽毛の一つ一つがあたかも赤の妖よう精せいであるかの如ごとく。賛さん美びされたもの──少女が招まねいた物はあまりに可か憐れんで幻げん想そう的な、まさに『真紅の世界』そのものだった。


　一いち陣じんの風が校庭に吹ふいた。ざぁっ、と紅い風が校庭を駆かけ巡めぐる。客席、周囲で見ている生徒、審査員席に座すわる客人の下に、赤い雪の如く可憐な羽根が降ふりつもる。


　……あ……


　久ひさしく忘わすれていた呼吸を思い出した。胸の奥おくが熱い。校庭を埋うめ尽つくす赤。いまだ上空を浮ふ遊ゆうしている羽毛もある。鳥ならばともかく羽根の名詠は難むずかしくはない。が、これだけの量を招くのは初めての試みだった。それが成功したことにはひとまず安あん堵どしたが。


　──だけど、……なぜ？


　自分の右みぎ肩かたにとまった羽根をそっと指でつまむ。


　自分が思い描えがいた通りの真紅の羽毛。ただし目の前のそれは、輝かがやく炎ほのおに包まれ煌きら々きらと燈もえる、この世ならぬ幻想的なものだった。


　わたし、こんな燃もえる羽根なんて詠よび出すつもりなかったのに。


　……燃えてる羽毛。いえ……炎が羽根のかたちをしてるだけ？


　燃えているけれど触さわって熱いわけじゃない。これって──


　が。その疑ぎ問もんに思いあぐねる間もなく、クルーエルは我われにかえり周囲を見み渡わたした。


　不自然すぎるほど辺りがしんと静まりかえっている。


　え。どうしたの。なにか悪いことし──


　その直後、クルーエルの鼓こ膜まくは半ば破やぶれかけた。


　嵐あらしのような拍はく手しゆ。それもかつて聞いたことないほどの喝かつ采さいと一いつ緒しよに。拍手につぐ拍手、拍手。でもさっきから誰のことを？


　反はん射しや的に自分も手をあわせようとして。周りの視し線せんが自分へと向けられていることにようやく気づいた。





　いまだ冷めやらぬ拍手の中、客席へ戻もどると、真っ先にミオが駆かけ寄よってきた。


「クルル、すごかったよぉ！　ホント綺き麗れいだった！」


「そうだった？　……わたし、自分じゃ何してたかも覚えてないんだ」


　とにかく無む我が夢む中ちゆうでやって、ミオじゃないが本当にその部分の記き憶おくが無い。


『触媒カタリストには何を使ったのだ？』


　ミオの肩に乗る偏へん屈くつが疑問調に言ってくる。


　百聞は一見にしかず。言うより先、左手の小指に塡はめた指輪を相手の鼻先に近づけて見せた。光を浴び、指輪に施ほどこされた宝ほう石せきが紅あかく輝く。ルビー。人工イミテーシヨンではあるがそれでも触媒カタリストとしての効こう果かは高い。今まで宝石を触媒カタリストにして成功したことはなかったから今回は使わないつもりだったのだが。


「本当は飾りフアツシヨンのつもりで塡めてきたんだけどね」


　一度触媒カタリストとして使ってしまったから、この指輪ではもう名めい詠えいはできないだろう。けれどそう覚かく悟ごしただけの成果があった。


「あなたから見てどうだったの？」


『風が吹ふいたのは僥ぎよう倖こうだったな。あれが無ければ先の拍手はなかった』


　一度区切り、相手は珍めずらしく愉ゆ快かいそうに目を細めた。


『だが風を利用したと解かい釈しやくするならばそれほど悪くない出来だった。小気味よい、小こ娘むすめらしい名詠だったのではないかな』


「……一いち応おう、わたしもお礼は言っておくわね」


　意外なことに、このトカゲは素す直なおに褒ほめてくれた。妙みようにそれがこそばゆい。


「え？　なになに？　アーマにお礼？」


　さっきまでのやりとりをミオに教えでもしたら、それこそ一週間はそのネタで絡からんでくるに違ちがいない。逡しゆん巡じゆんしたが、クルーエルは単たん純じゆんにそっぽを向くことにした。


『小娘──』


　その途と端たん、肩に小さな衝しよう撃げき。何かと思えば、夜色のトカゲが自分の肩に飛び乗ってきたところだった。


「あなたがわたしの方に来るなんて珍しいわね」


『確かく認にんしておきたいことがあったのでな』


　先とわずかに異ことなる声こわ音ね、感かん情じようを押し殺したような声でトカゲが顔を持ち上げる。


『我が、お前の使った触媒カタリストをあえて訊たずねた理由が分かるか』


「……え」


『やはり、意い識しきしていなかったか』


　呆あきれたような、安堵したかのような。どちらにも似にた、だがどこか決定的に異なる質しつの溜ため息を洩もらす相手。


『いま名詠を見ていて我もようやく気づいたが、どうも小娘には赤色名詠に関して見込みがあるらしい』


「さっきの名詠を褒めてくれたの？　でもあれは宝石みたいなすごい触媒カタリストを使ったからよ」


　が──


『いや、むしろその反対だ』


　こちらの思おも惑わくとまるで逆ぎやく。あろうことか、相手は首を横に振ふってきた。


『先ほどの名詠に使われた触媒カタリストが宝石でなく〝別のとある物〟であれば、お前は相当大したものを名詠していただろうな』


　まるで話が見えない……別の触媒カタリスト？　大したもの？


　だが。それを聞く前に、夜色トカゲはさっさとミオの肩かた先さきに戻ってしまった。


『それについては自分で考えろ。こと赤色名詠に関し、お前はネイトの母親に近いレベルの感かん性せいを持っている。だからこそ──その器うつわに驕おごらぬよう、あとは自力で見いだせ』


「まあ……正直良く分からないけれど……頑がん張ばるわ」


　曖あい昧まいに呟つぶやき、後ろ髪がみを指ですいてみせる。どうもこのトカゲは話が抽ちゆう象しよう的だ。いや、あるいは話自体は具体的にもかかわらず、あまりに内ない容ようが唐とう突とつだからなのかもしれないが。


「でも、今はそれよりネイトの方見てあげなくちゃ」


『その必要はないようだぞ』


　ミオの肩先に乗ったまま、言った本人が鼻先を校庭へと向ける。


　……そっか。


　その方向を一いち瞥べつし、クルーエルは数秒目をつむった。校庭の、審しん査さ員いん席から数メートル離はなれた場所から、もうもうと黒こく煙えんが立ち上っていたからだ。


「……やっちゃったみたいだね」


　ミオがぽつりと呟く。二十一組目の発表が終わったらしく、ややあってとぼとぼと歩いてくる少年の姿すがた。身体からだに対して大きい紺こんのローブ。少年が肩を落としているせいでそれが一いつ層そう不ふ釣つり合いに見えてしまう。失敗する可か能のう性せいの方が高いと分かっていてもやはり悔くやしい。その気持ちは痛いたいほどわかる。


「失敗しちゃいました……」


　彼の顔に涙なみだはない。むしろ笑おうとしていた。声は泣いているのに。他人にそれを悟さとられまいとして必死にごまかそうと。


『ネイト──』


　夜色の名詠生物が口を開くより早く。


「おつかれ、ネイト」


　組んでいた腕うでをほどき、クルーエルは少年の腕をそっと握にぎった。


「さ、また明日からがんばろ」


「……クルーエルさん？」


　ぽかんとする少年は、その歳としよりも一いつ層そう幼おさなく見えた。


「キミの目標はお母さんとの約束を果たすことでしょ。だったら、こんなとこで落ち込むのはよくないよ」


　自分が名めい詠えいに打ち込むきっかけを作ってくれたのがこの少年。だからこそ、この幼い名詠士の為ためにわたしだって何かしてあげよう。


「失敗が恥はずかしいならわたしも一いつ緒しよに笑われてあげる。だから、どんどん挑ちよう戦せんしていいよ」


　少年の手は震ふるえていた。それでも、彼は自分の視し線せんをじっと見つめ返してきた。


「……ありがとうございます。でも、僕ぼくの失敗でクルーエルさんが笑われるのはいやです」


　怯おびえるように。頼たよりないとすら言える非ひ力りきな力で。だがそれでも、その手は自分の指を握り返してきた。


「だから。次は成功するように頑張ります」





　誰だれにも気づかれぬように。


　カインツ・アーウィンケルは、震えの止まらない両腕を無理やりテーブルに押おさえつけた。実験室で見た黒煙の残ざん滓し。あの煙けむりに対して抱いだいた疑ぎ念ねん、それがまさか、本当にその通りだったとは。


　火から生まれぬ黒煙。虹にじ色いろ名詠士である自分にすらそんな名詠はできない。虹色名詠で成し得ぬ唯ゆい一いつの名詠式。他の色を拒こばむ漆しつ黒こくの賛さん美び歌か。


　名詠自体には失敗したらしいが間ま違ちがいない。すなわち──


　……あれが、夜色名詠？


　無む意い識しきに、乾かわききった唇くちびるが無機質な声こわ音ねを紡つむぐ。だけどなんであんな、まだ十三、四の少年がその名詠式を。


「イブマリー、君は……」


　真夏も近いというのに震えが止まらない。身体の奥おくからもたらされる寒けに、虹色名詠士は自分のコートをたぐり寄よせた。
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　赤みがかった上空に黒こつ灰かい色しよくが混まじり始めた時じ刻こく。千五百人強の生徒による競演会コンクールはようやく終結を迎えた。


「さて。まずは生徒の諸しよ君くん、お疲つかれ様と言わせてもらおう」


　審査員席の中央に座すわっていた老人。トレミア・アカデミー学園長の声がスピーカーから校庭に響ひびき渡わたる。


「本来ここで君たち一人一人の批ひ評ひようを述のべたいところだが、そうするとさすがに明日の夜明けまでかかってしまう。詳くわしくは明日、君たちの担たん任にん教きよう師しからコメントを頂いただけると思うのでこの場では割かつ愛あいさせて頂く。さて今回優ゆう秀しゆうな成せい績せきを収おさめた生徒の発表について──」


　と、やおら学園長は校こう舎しやに取り付けられた大時計に目配せし、咳せき払ばらいしてみせた。


「いま六時半ばじゃが……ま、君たちも腹はらが空いたところだろう。三年生校舎の隣となりの建物、去年と同じように大ホールにてパーティーの準じゆん備びが出来ておる。生徒の諸君も教員も、まずはそこで今日の疲れを癒いやしてくれ」


　老人が言葉を句く切ぎるやいなや。競演会コンクール初参加だった一年生以外の全上級生たちが、歓かん声せいを上げて多目的ホールの方へと駆かけだした。男子も女子も関係なし。千人以上が群むれをなし、地鳴りを響かせながら走っていく。


「パーティー……ってなんのことです？」


　状じよう況きようがのみこめず首を傾かしげたままエイダ。小麦色の肌はだをした女子生徒に向かい、その担任教師は腕を組んだまま意味ありげに微笑ほほえんだ。


「要は打ち上げのことよ。多目的ホール全体が生徒食堂になったと言えばいいかしら。さ、みんな行ってらっしゃい。バイキング形式だから早く行かないとなくなっちゃうわよ」


「ええっ、それを早く言ってくださいよ先生！」


　男子生徒が慌あわてて上級生の後を追う。と、それを追うようにまた一人二人と走り出した。十数秒と経たたぬうち、先行する上級生にも劣おとらぬ人津つ波なみが多目的ホールへと駆けていく。


「なんというか……すごいバイタリティだよね」


　津波の一部になり損そこねたミオが啞あ然ぜんとした口調で言う。校庭にいまだ残っているのは、教員を除のぞくともうぽつりぽつりとしかいない。


「ほらほら早く早く、クルルも行こうよ！」


「はいはい」


　後ろで苦く笑しようするケイト教師に向かって一度肩かたをすくめ、クルーエルも先を行く津波の後方へとつま先を向けた。
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「……これか？」


〈孵石エツグ〉。五色の宝ほう石せきもどきは机つくえにただ置かれたままになっていた。


　二日間、昨日今日と資料館ここの棚たなばかりを調べていたが、まさかこんな無む造ぞう作さに放置してあるとは。厳げん重じゆうに隠かくしてあるかと踏ふんでいたのだが、逆ぎやくに裏うらをかかれてしまった。


「ずいぶんかわいらしい形だなこれは」


　これが危き険けんな触媒カタリストなどとは到とう底てい思えないのだが、とりあえず拝はい借しやくするとしよう。


　もし本当に強力な触媒カタリストならばあの虹にじ色いろ名めい詠えい士しにも一ひと泡あわ吹ふかせてやれるはず。伝説の虹色名詠士をへこませたとなれば、自分も世界中から一目置かれるに違いない。


「昨日のお礼に行かなくちゃな」


　そして、ベンドレルは〈孵石エツグ〉へとその手を伸のばした。
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「クルーエル、このケーキもう食べた？　すっごくおいしいよ」


　エイダが皿に同じケーキを三つも載のせて近づいてくる。おいしいのはわかったけど、一人でいくつも取り過すぎだってば。微び苦く笑しようのままクルーエルは首を横に振ふった。


「もうおなか一いつ杯ぱい。甘あまいのはこれで十分よ」


　返事ついでに、オレンジジュースの入ったグラスを傾かたむけてみせる。


「クルル、カイ様見なかった？」


　人波をかきわけ、ミオが声を張はり上げてきた。手にはグレープジュースらしきグラス。今にもこぼしそう、離はなれてた方がいいかな。などと思いつつ、クルーエルは再さい度どかぶりを振った。この大ホールも元々パーティー用として設せつ計けいされたらしいが、それでも千五百人以上の人が密みつ集しゆうする中では、誰がどこにいるか分かったものではない。


「でも、ここにいるなら大おお騒さわぎになっててもおかしくないのにね」


　部屋のそこかしこで笑い声こそ聞こえるものの、これといった歓声は聞こえてこない。


「誰かこっそりとスカウトでもしてるんじゃない？」


　エイダの視し線せんが指す方に目を向ける。ホールの一角に、最上級生らしき生徒と審しん査さ員いん席に座すわっていたゲストの名詠士が話している姿すがた。二人の間に笑え顔がおは無く、張りつめた空気が見ている自分にまで伝わってくる。自分たち低学年には競演会コンクールもただのイベントだが、卒業を控ひかえる四年生にとってはその後の進路を決定する大切な場なのだろう。


「そういえばクルルも拍はく手しゆもらってたけど、誰かからスカウト来た？」


　グラスに自分の姿を映うつしながら、ミオ。


「ううんまさか。ケイト先生からはちょっと褒ほめてもらったけどね」


　自分がもらった喝かつ采さいはあくまで演えん出しゆつ面めんを評ひよう価かされたのであって、採さい点てん基き準じゆんである名詠の技ぎ術じゆつ点ではない。名詠の難なん易い度どで言うならば、競演会コンクールにおける自分の順位は中の下がいいところだ。


　その点、上級生の中にはさすがに秀ひいでた生徒も何人かいたようだった。


　黄色名詠では無数のカナリアの名詠で喝采を受けた女子生徒。青色名詠では巨きよ大だいな氷ひよう塊かいを、それも馬にまたがる騎き士しの形に彫ほられたものを詠よび出した生徒。白色名詠では最上級生で一角馬ユニコーンの名詠に成功した男子生徒がいて、今回の最優秀賞は彼が取るだろうという話を耳にした。


「そういえばネイトは？」


　グラス片かた手てに、ミオは首を横に振ってきた。


「さっきまで一いつ緒しよにいたけど、少し外に行ってくるって言ってたよ。学校内だし、さすがに行方ゆくえ不明にはならないと思うから心配ないでしょ」
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　凶きよう悪あくな触媒カタリスト──〈孵石エツグ〉。


　どのみち処しよ分ぶんすると言っていたのだから自分が使ってやっても構かまうまい。


「さてと、どうするかな」


　眼がん下かの宝石を見下ろしたままベンドレルは瞳ひとみを閉とじた。


　今まで成功したことがないような大物も詠よべるかもしれない。第二音階名詠ノーブルアリア、上う手まくすれば最高ランクである第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア、すなわち〈真しん精せい〉も不ふ可か能のうではないはずだ。


　名詠の為ための三重連れん縛ばく──特定の触媒カタリストを用い特定の〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたい、その真精の真ま名なを真精そのものから知らされる。これにより初めて名詠条じよう件けんを満たす、特とく異いにして特位たる名詠式。それが第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアだ。もしこれらを詠よび不意を突ついたなら、さしもの虹色名詠士も為なす術すべあるまい。


　……とにかくとことん強力で凶悪な奴やつを詠よびたいもんだな。


　まずはこれを寮りように持ち帰り、どれくらい強力な触媒カタリストなのか確たしかめる。用意してきた鞄かばんに五色の触媒カタリストをまとめて入れようと、ベンドレルは一番身近にあった赤の〈孵石エツグ〉を鷲わし摑づかみにした。


　途と端たん──


〈孵石エツグ〉の殻からが破やぶれ、資し料りよう館の暗がりを紅あかい閃せん光こうが薙なぎ払はらう。


「なっ……おいなんだこれ！」


　太陽を直視したかのような光量。目も開けてられない。これは名詠光？


　ちょっと待て、こんなの聞いてないぞ。


　話が違ちがう、なぜ持っただけで反はん応のうする！


　紅しやつ光こうの輝かがやきに目を開けていられない。〈孵石エツグ〉を離はなそうとした途端、手に持つそれが膨ふくれ上がった。


　名詠が勝手に引きずり出されただと？　そんなふざけた事が？　そんなのあり得──え……え……


　恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいったまま、その時を最後にベンドレルは意い識しきを失った。
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「これはあなたのための名めい詠えい式。だからネイト、あなただけに教えてあげる」


　ベッドからかろうじて母が右手をさしだした。目を伏ふせたままその手を握にぎり返す。あまりに瘦やせこけた母の手。見るのが辛つらい。


「ネイト……名詠って、なに？」


　目を背そむけたままの自分に向け、母が言葉を重ねる。そんな質しつ問もん、正しい答えがあるわけじゃない。名詠式を勉強したての自分にだってそれくらいわかる。何も言えず、ネイトは口をつぐんだままだった。答えるための言葉も無く、目を合わせることもできない。


　それでも、母の手の温ぬくもりだけは伝わってきた。


「名詠とは自分を詠よぶためのもの。わたしはそう思ってるの。自分の心を形にして詠よび出すことが本当の名詠式だと思ってる。だからこそ、とても難むずかしい。結局わたしは、最後まで口に出すことが出来なかったから」


　言こと霊だま。言葉に力があるというのなら、今の母の言葉こそがそれだった。目を背けたままの自分に顔を上げさせるだけの力。視し線せんが重なり、触ふれあう。


　床とこに臥せたまま、もはや我わが子を抱だき上げる力すらないまま──


　だがそれでも、その母はまなざしだけで息子むすこを抱いた。
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「百七十二……百七十三……」


　火ほ照てった身体からだはいくら待っても鎮しずまりそうになかった。多目的ホールで人の熱気にあてられて外に逃にげてきたはいいものの、外は外で、昼間の内に太陽が残した熱風がいまだに肺はいの奥おくを灼やくような感覚がある。


「百七十四……」


『先ほどから星を数えているようだが、意味はあるのか』


　聞き慣なれた相方の声につられ、ネイトは座すわっていたベンチの背せに目をやった。多目的ホールから二百メートルほど離れた場所にある芝しば生ふ。その片かた隅すみに設もうけられた長椅子に座って──もう半時間ほどになるだろうか。


「うん。こうしてるとさ、ほら、色々なこと考えないで済すむから」


　片かた膝ひざを浮うかし、それを両りよう腕うでで抱かかえてみせる。と、夜色の名詠生物はベンチの背からその膝の上に飛び移うつってきた。


『色々な、とは？』


「色々なことだよ」


　何の含ふくみもなく、ただ同じ言葉を繰くり返してみる。結局のところ、自分にもその「色々な」の具体的な物が思い浮うかばなかったからだ。星を眺ながめていたのも意い識しきしていたというわけではなく、本当は、気が付いたらその数を数えていたに過すぎない。


「……ねえアーマ。名詠って難しいんだね」


　上空に漂ただよう星と、それを遮さえぎるように浮いている雲の欠片かけら。その二つからゆっくりと視線を逸そらし、膝元の話し相手に向けた。


『いつもの弱音──』


　ぴしゃりと言葉を綴つづりアーマが視線を絡からませてくる。数秒、もしかしたらわずか数すう瞬しゆんに過ぎなかったかもしれない視線の交こう叉さ。一ひと呼こ吸きゆう分おいて、相手は微かすかに口の端はしをつり上げた。


『……というわけでもなさそうだな』


「えへへ。わかる？」


　見事に心中を察したアーマに、せめて誤ご魔ま化かすような視線を送ってみた。


『名詠は難しい。本当にその意味を悟さとって言ったのなら大したものだが。さてどうかな』


「クルーエルさんの発表、アーマも見てたよね」


　ベンチに腰こしを落ち着けたまま、つま先しか地につかない足を胸むな元もとまで引き上げ両手で抱えた。数日前に彼女が見せたのと同じ仕草。


「僕ぼく、会場でもずっとみんなの発表見てたけど、たぶんクルーエルさんが一番だったんじゃないかな」


『なにがだ』


「うんとね──」


　自分の番を待ちながら眺ながめた彼女の名詠、それはとても──


「彼女が一番、心から楽しそうに自分の名詠をしてみせた。ということだね」


　そう言ったのは自分ではない。ベンチに座ったまま、弾はじかれたように声の方へと振ふり返った。


　自分たちから数メートル離はなれて、夏だというのにコートをまとう男の姿すがた。


　微び弱じやくな月明かりを、枯かれ草色のコートが淡あわく反はん射しやしている。


　忘わすれもしない。つい一昨日、上級生に絡まれたところを助けてもらった名詠士。昨日ミオから聞かされた。この人が世界で最も有名な──


「二日ぶりだね」


　おどけたような口調で、目の前の虹にじ色いろ名詠士は右手を軽く上げた。


「あ、その……あの時はどうもありがとうございました。僕お礼も言えないで……」


「あれくらいはどうってことないさ。それよりここいいかな」


　ベンチの片側に手をかける相手にネイトは大おお仰ぎように頷うなずいた。断ことわるだなんてとんでもない。


「少しだけ君と話をしたかったんだ。探さがしたよ」


「……僕とですか？」


　なんだろう。虹色名めい詠えい士しが、僕と？


「もしや最近、実験室で名詠式に失敗しなかったかい？　黒い煙けむりみたいなの」


「え？」


　あまりに唐とう突とつな問いに声が詰つまった。確たしかにその通りだ。だけど、なんでこの人がそれを知ってるんだろう。


「えっと……そうです。名詠失敗しちゃって……」


「ああ、ごめん。別に責せめてるわけじゃないんだ。こっちも学校の先生じゃないしね」


　ふっと、彼が表ひよう情じようをほころばせる。


「今日、君の名詠を見させてもらったけど」


　頭上に煌きらめく星ほし屑くずを見つめながら、彼は諭さとすような口ぶりで訊たずねてきた。


「あれは君が作った名詠式かい？」


「どういう意味で、ですか」


「あの名詠式、現げん在ざい認みとめられてる五色のどれにもあてはまらない気がしてね」


　虹色名詠士はあっさりと核かく心しんを突いてきた。


　でもどう答えればいいんだろう。迷まよいあぐねて視し線せんを下げると、「お前に任まかせる」とでも言いたげに連れの名詠生物は膝ひざ元もとで丸くなってしまっていた。


「えっと、一いち応おうそうです。もともとあれは母さんのオリジナルの名詠式です。母さんは『夜色名詠』って呼よんでいました」


「……そうか」


　一瞬彼の呼吸が止まった。そんな錯さつ覚かくを覚えた。


「君の膝の上で寝ねているのは名詠生物？」


　ここで空とぼけても意味がない。こんな色のトカゲはまずいないし、よくよく見れば細部もトカゲのそれと違ちがうことぐらい分かってしまう。虹色名詠士ならばこの手の生物は見み慣なれているだろう。


「一年前だと思います。母さんが僕に預あずかれって」


「預かる？」


「わたしがいなくなったら、わたしの代わりにこの子から夜色名詠を教わりなさいって」


「……いなくなったら？」


　にわかに、彼の声こわ音ねに苦いものが混まじった。


「僕、親はいないんです。もともと僕の両親はどこかの火事に巻まき込こまれて……孤こ児じ院いんにいた僕を母さんが預かってくれたそうです。名詠はその時から教えてもらったけど……母さんは一年前に亡なくなりました」


「……すまない。言いづらいことを聞いたね」


　彼の言葉に、唐突にネイトは我われにかえった。


　──あれ。なんでこんなことまで話しちゃってるんだろう。ここまで言うつもりなんかなかったのに。


　なんでだろう。隣となりの人物がひどく親しく思えてしまう。虹色名詠士だから憧あこがれる。そういうものではなく、どうにも表現できない感情──哀あい愁しゆうにも似にた何かが。


「話を戻もどすけど、名詠が難むずかしいって言っていたね」


　理由はわからない。だが彼が今の話を逸そらしたがっているように思えた。話題を変えてきたのもそのため？


　だけど彼が聞いてきた事に答えるためには、ここから話さなきゃいけない。


「母さんは、僕が言うのも何ですが変わっていたと思います。いつもはとても厳きびしくて、僕は叱しかられてばっかりでした。最初は、僕を拾ってくれたのもただ偶ぐう然ぜんだった。そんな気がします。だけど、それでも……」


　言葉を句く切ぎり、ネイトはベンチから立ち上がった。母との記き憶おくが溢あふれかえる。褒ほめられた記憶も、怒おこられた記憶も、全すべてが混じり合って一つになる。


「母さんは、僕にとって紛まぎれもないお母さんでした。僕が風か邪ぜを引いて寝込んでるときは三日間全く寝ないで看かん病びようしてくれたこともありました。……ううん、その時だけじゃない。普ふ段だんはそっけない感じだけど、本当はいつも見ていてくれてたんだと思う」


　いつの間にか頰ほおが熱い。泣いちゃだめだ。心でそう思っても、溢れてきた物は止められそうになかった。


「その母さんと、最後に約束したんです。母さんが昔、一番最初に夜色名詠を見せると約束した人がいて、母さんの代わりに僕がその人に夜色名詠を見せてあげるって」


　思えば、それが母からの最初で最後の「お願い」だったかもしれない。


「約束、か……」


　乾かわいた笑えみを浮うかべたまま、彼がしめった吐と息いきを洩もらす。


「僕今まで、この学校に来てからもずっとそればかり考えてました。とにかく母さんのためにがんばろうって。……だけど今日のクルーエルさんの名詠を見て少し……なんていうんだろ、すこしだけ考え直そうかなって」


　自分でも良く分からない。どう言えばいいんだろう。


「僕、母さんと約束した本当の夜色名めい詠えいが、まだよく分からないんです」


　わずかに、アーマが視線を持ち上げた。背せ中なかにその視線を浴びながら。


「だから、それなら急がなくてもいいかなって思ったんです。クルーエルさんはあんなに楽しそうに名詠をしてた。それなら僕も、どうせやるなら名詠を楽しくやりたいなって。たとえそれが回り道でも、みんなと楽しく名詠式を勉強していけたらなって……母さんと約束した人には悪いことなのかもしれないけど」


「悪いことじゃないさ」


　すぐ隣に。立ち上がっていた自分に並ならび立つように彼がいた。


「きっと、君のお母さんと約束した人だって分かってくれると思うよ」


「そうですか？」


　何の迷まよいも無く彼は頷うなずいてくれた。自分の答えに確かく信しんがあるかの如ごとく。


「いつか君が夜色名詠を使いこなせるようになったら教えて欲ほしい。ボクも見み届とどけたい」


「え。でも、まだいつになるか分かりませんよ」


　ちょっとしたプレッシャーにネイトは逃げるように笑った。


「待つのは慣なれてるよ。待つことがいいことだってある、たとえばね」


　懐かい中ちゆうから時計を出し、彼は学校の多目的ホールを指さした。


　なんだろう。その方向を見つめたまま一秒、二秒──


　突とつ然ぜん灯ともった照明にまぶたを灼やかれた。


「ぁっ！」


　こっちが悲鳴を上げるのを予想していたのだろう。彼の方はしてやったりという表ひよう情じようだ。


　煌きらびやかな蛍けい光こう色しよくが夜の学園を幻げん想そう的に照らし出す。多目的ホールだけではない。一年生校こう舎しや、外部通路の歩道、噴ふん水すいに庭園。トレミア・アカデミー全体が壮そう大だいなイルミネーションに彩いろどられていた。


「この競演会コンクールというイベントは、実はこのトレミア・アカデミーの前身であるエルファンド名詠学舎からのものでね。その当時から、競演会コンクールと卒業式の夜だけこうして学園全体がライトアップされるようになってるんだ」


「ということは、カインツさんも昔ここに？」


「そうだね」


　短く頷き彼が押おし黙だまる。その視し線せんは学園のイルミネーションに。


　誘さそわれるように、ネイトもライトアップされた校舎へと目をやった。「イブマリーと一いつ緒しよにこれを見てから十年以上経たつけど、その時からこの光景は変わってないみたいだね」


　──え？


　ぽつりと言ってきた彼の言葉に、自分のよく知る人の名前があった。


「い、イブマリーって……」


「イブマリー・イェレミーアス、君の母親の名前と同じかい？」


　微笑ほほえみ半分、意地悪半分に彼が片かた目めをつむってみせる。


　急速に。音を立てて何かが崩くずれ、同時に何かが構こう成せいされていく。


　母さんと約束した人。目の前に、母さんを知っている人。うそ……じゃあまさかこの人が……名詠士の頂ちよう点てんに立つとまで言われている、伝説の虹にじ色いろ名詠士が。


『そうか。ではお前がイブの言っていた……』


　一人蚊か帳やの外を決め込み沈ちん黙もくを保たもっていたアーマまでもが、三日月型の瞳どう孔こうでその男を刮かつ目もくする。


「さあどうだろう。案外、別の人かもしれないよ」


　が、それなのに彼の方は空とぼけてみせた。
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　あ…………


　既き視し感。


　僕は、この人の性せい格かくを知ってる？


　そうだこの人は──普ふ段だん他人に見せている当たり障さわりのない、万ばん人にん受けする性格は本当の彼じゃない。自分が心許ゆるす者にだけ見せるどこかとぼけたような表情。皮肉のような、からかっているかのような方こそが、この人の本当の顔だ。


　……母さんと同じ顔だ。


　母親が自分に向けて微笑んだときと同じ表情。


「答えは、君が夜色名詠を究きわめたときに交こう換かん条じよう件けんで教え──」


　だが。


　言葉半ばにして彼の声は突とつ如じよ途と切ぎれた。


　いや。かき消された。


　学園全体を揺ゆるがす地鳴り。


　そして、その地鳴りをも上回る、何者かの巨きよ大だいな咆ほう吼こうによって。




　四奏　『誓せい者じやが歌う、世界よ黄昏たそがれに染そまれ』







　　　　１





「いまの……？」


　学園内の異い常じよう。それに最初に気づいたのは、四年生校舎を見回りに来ていた女じよ性せい教きよう師しだった。


　甲かん高だかい声。泣き声のような悲鳴のような。自分を含ふくめた見回り組のごく少数を抜ぬかすならばこの時間、生徒も教員も多目的ホールに行ってるはずなのに。


　いまの、誰だれかの声かしら。


　声の発生地点は遠いような近いような、妙みように鈍にぶい聞こえ方だった。背はい後ごの四年生校舎を振ふり返る。と、足あし下もとのハイヒール越ごしに微かすかな揺れ。なんだろう。地じ震しんのようではあるが妙にまとまった震しん動どうだ。震しん源げん地ちはそう遠くない。柄がらにもなく、お伽とぎ話ばなしにでも出てくる巨人が地面を踏ふみ抜く時のずしんという足音を想そう像ぞうしてしまう。


　一いち瞥べつするが四年生校舎に異常は無い。再さい度どつま先を歩道へと向け、そこで女性教師は体が鉛なまりのように重くなった。四年生校舎に隣りん接せつしている資し料りよう館かん。滅めつ多たに誰も立ち入らぬはずの建けん造ぞう物ぶつ。その建物全体が揺れていたのだ。


「な……なに？」


　瞬しゆん間かん。耳をつんざく轟ごう音おんに思わずしゃがみ込む。雷らい鳴めいをより凶きよう悪あくにしたかのような、鼓こ膜まくを破やぶるためだけに生まれたような破は砕さい音おん。


　おそるおそる目を開け──我わが目を疑うたがった。資料館の屋根が無くなっていたからだ。代わりに、巨大な煙えん突とつのようなものが資料館から突つき出ていた。それも、五本。


　なに……これ……


　夜の暗がりのせいでよく見えない。


　その状じよう況きようを嘲あざ笑わらうかのように、トレミア・アカデミー全体が七色にライトアップされた。その光に照らし出され、資料館の屋根を食い破ったモノの全ぜん貌ぼうが映うつし出される。


「──ひっ！」


　出しかけた悲鳴は鋭するどい音にしかならなかった。横おう隔かく膜まくが凍こおりつき、体中が瞬時に粟あわ立だった。これでも名めい詠えい式を教える立場の者。赤サのラ小マ型ン精デ命スや一角馬ユニコーン。幾いく度どとなく伝説級の名詠生物も目にしている。あるいは、それらを相手にしても決して動じぬ自信はあった。


　だがそれでも。


　……無理だ。これは私一人の力でどうにかなるものじゃない。


　迷まよわず。それこそ一瞬の躊躇ためらいもなく彼女は『それ』から逃にげ出した。





　テーブルの上のグラスが床ゆかに落ち、透とう明めいな音を立てて砕くだけた。天てん井じようで揺れるシャンデリア。窓まど枠わくが震ふるえ、はめ込こまれたガラスにクモの巣を思わせる罅ひびが走る。


「な、何？　地震？」


　壁かべによりかかりながらエイダが叫さけぶ。


「で、でも……なんか変じゃないっ？」


　応おう答とうと言うより独ひとり言の悲鳴に近い口調でミオ。震動でバランスを崩くずしかけた彼女の肩かたを摑つかみながら、クルーエルは部屋の隅すみを盗ぬすみ見た。さいわい非ひ常じよう口にはまだそれほどの数が押し寄よせていない。


「ミオ、今の内に外に出よう」


　こっそりと耳打ちする。


「え、でも……誰だれも避ひ難なんとかしてないよ」


「だから、混こみ合う前に出ておくのよ」


　この地震はなにかおかしい。今も揺ゆれは続いているが、それが妙に断だん続ぞく的なのだ。一瞬の震動、一瞬沈ちん黙もくしてまた震動といった具合。


「ねえクルル……あれなんだろ……」


　ふと、ミオが窓の外を指さした。夜の帳とばりに包まれた世界を学園のライトが映うつし出す。七色のライトのはずなのに、窓から見る風景が赤一色に染そまっているのは──火事？


　有う無むを言わさず、クルーエルはミオの手を取り非常口まで駆かけ寄った。あぶくのように小さかった疑ぎ念ねんが徐じよ々じよに肥ひ大だい化かしつつある。何かがこの学園に起きている。少なくとも、それについては確かく信しんに近いものがある。


「学園長！」


　多目的ホールの正面扉とびらを開け、女じよ性せい教員が学園の統とう率そつ者しやに向かって声を張はり上げた。よほど長ちよう距きよ離りを疾しつ走そうしてきたのか。衣服は乱みだれ、呼こ吸きゆうはそれ以上に荒あらい。


「どうした、何かあったのか」


「教師も生徒のみんなも、今すぐここから逃げてください！」


　ぞくりとなった。声を振り絞しぼる彼女の表ひよう情じようが恐きよう怖ふに歪ゆがんでいる。それに普ふ通つうこういう時の常じよう套とう句くは「避難してください」のはず。それが「逃げてください」だなんて、まるで何かが襲おそってくるような口ぶりではないか。


「怪かい物ぶつがここに近づいてきています！」


「怪物？」


「名詠生物のようですが……私たちでどうにかなるものではありません。至し急きゆう、近きん隣りん地区から応おう援えんを呼よ──」


　同時。天てん井じように取り付けられた採さい光こう用の窓ガラスが割われ、何かがホールへと侵しん入にゆうしてきた。


　女性教員の言う応援、それを嘲あざ笑わらうように。





「じ、地じ震しん？」


　突とつ然ぜんの震しん動どうに足をとられ、身体からだのバランスを取る間もなくネイトは地に転がった。


「いや、どうもおかしくないか」


　地鳴りに片かた膝ひざを地につけつつ、虹にじ色いろ名詠士が周囲を見回す。彼の目にする方向は四年生校こう舎しや。


　途と端たん、その校舎があるであろう真上の空で夜の帳が吹ふき飛んだ。真っ赤な、夕ゆう陽ひよりなお赫あかい上空。続き、地上からその赫に向かって無数の何かが飛び上がる。遠目からでは蝙こう蝠もりのようにも映うつるが。


『……こいつは……』


　肩に乗るアーマがうち震える。夜目がきくこの名詠生物には頭上のそれが見えているらしい。


『ネイト、今すぐ多目的ホールにいる連中を避難させろ！　一ひと所ところに固まっていると奴らの思うがままだぞ！』


「え、どういうこと──」


　背せ中なかの相手が答えるよりも早く、ネイトは自分の目でその恐怖の実体を見た。


　再ふたたび、地に衝しよう撃げきが走る。四年生校舎の方向の木々を踏ふみつぶしながら「それ」が近づいてくる。鞭むちを思わせる複ふく数すうの頭部が建物の間から見え隠かくれした。


「ヒドラ……なのか……？」


　視し線せんを上げながら隣となりの名詠士が呟つぶやく。その言葉に混まじる疑念と困こん惑わく。


　名詠士にとっては、複数の首を持つ蛇へびといえば真っ先に思い浮うかべるのがヒドラだ。本来は青色名詠における第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア。


『水蛇』という名が示しめすように、本来その体表は青黒い。


　にもかかわらず、数百メートル先から近づいてくる「それ」の体表の鱗うろこは真しん紅く。さらに、九あるはずの首は五本。標準数ノーマルより少ない。が、視界に映るそれは中央の赤を筆頭に、青、緑、黄、白。つまり、五色の首を持っていた。さらに、なにより巨で大かい。首を伸のばせば二十メートルを超こえるかもしれない。本来のヒドラは巨きよ大だいなものでさえ十メートルがいいところだというのに。あれと比くらべるとドラゴンでさえ赤子に見える。


『五色……全すべての名めい詠えいを同時に励れい起きさせたのか』


　肩かた先さきから、アーマが震ふるえているのが伝わってくる。


「──そんなことが……可か能のうなの？」


　複ふく数すう色の同時励起が行使可能な名詠士など、世界中でも両の指で数えきれると言われている。それもせいぜい二色。五色全ての励起、それが万一可能だとしても、それが出来るのは世界でただ一人。虹色名詠士の称しよう号ごうを持つカインツだけのはずだ。


「まさか……誰かが〈孵石エツグ〉を……」


　彼の呟きにネイトは眉まゆをひそめた。


「〈孵石エツグ〉？」


「凶きよう悪あくな触媒カタリストさ。五個こまとめて資し料りよう館かんに保ほ存ぞんしてあったんだが」


　ヒドラの、緑の頭が鎌かま首くびをもたげた。頭上に向けて口を開け、そのままの姿し勢せいで動きを止める。何をする気なのかわからないが、とにかく動きを止めている隙すきにホールへ行って避ひ難なんさせなければ。だが走り出そうとする直前、隣の名詠士に腕うでを摑つかまれた。


「待つんだ。下手に動くと見つかるぞ！」


　緑の首が何かを上空に向かって吐はき出した。四つか五つ。その一つが空中で翼つばさを拡ひろげ、自分たちへと向かってくる。遠目からは小型の鳥類かと思ったが、違ちがう。近づいてくるにつれ、相手の輪りん郭かくがはっきりとしてきた。三つ首の……


　キマイラ！


　叫さけぶと同時、虹色名詠士に突つき倒たおされた。一いつ瞬しゆん前まで自分がいた場所を獣けものの爪つめが通つう過かする。突とつ如じよ標的を見失い、勢いきおい余あまったキマイラの爪つめが地を穿うがつ。


　獅し子し、雄おす山や羊ぎ、ドラゴンの首を持つ三つ首の獣。


　距きよ離りを置いた自分から標的を移うつし、獣がコートを羽は織おった名詠士へと目を付ける。


「カインツさん！」


　それを予よ測そくしていたのか、彼は既すでに動いていた。キマイラが着地した時の虚きよを突き、コートのスリットから何か黄色い物体を取り出す。キマイラが地を蹴ける。彼は逃にげようとはしなかった。その指先にある金貨が、黄金にも似にた黄色の光を眩まぶしいほどに解とき放つ。


　──『Surisuz黄の歌』──


　彼とキマイラの対角線上に、黄色い光の奔ほん流りゆうから、青白い閃せん光こうを放つ球体が生まれた。虚こ空くうに浮かんだまま、一ひと抱かかえはあるその球体がキマイラに向かって光の筋すじを飛ばす。細く、今にもほどけそうな光の繊せん糸し。


　キマイラの爪つめにその光が絡からみついた途と端たん、自分の数倍の重量はあるであろうキマイラが絶ぜつ叫きようを上げた。全身を戦おののかせ、打ち震ふるわせ、だが突如として動かなくなる。


　黄色名詠の第二音階、黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ？


「ヒドラがキマイラを名詠するなんてのは聞いたことがないな。……おそらくあのヒドラ、生まれてすぐあの〈孵石エツグ〉を呑のみ込んだか」


　虹にじ色いろ名詠士の表ひよう情じように、今まで見せていた余よ裕ゆうが無い。


「……行くんだ」


「え？」


　その意味が分からずにいると、彼の方は口早に告げてきた。


「生徒の誘ゆう導どうは君に任まかせる。学園長たちも気づいてはいるだろうが、念のためだ」


「カ、カインツさんは」


　物言わぬ彼の頭上を見て、ネイトはその理由を悟さとった。無数に飛び立った、蝙こう蝠もりのようなモノ。それがいつの間にか自分たちの頭上を旋せん回かいしている。


　まさか、頭上にいるのは全部……


「ボクはせいぜい囮おとり役やくに徹てつするさ」


　一見とぼけたような彼の口調。しかしそこには、もはや一ひと匙さじの余裕も残っていなかった。





「みんな慌あわてないで！　出口に近い子から一年生校こう舎しやに避難すること！」


　生徒の悲鳴。床ゆかに落ちたグラスが踏ふまれ粉こな々ごなになる音がホールを埋うめ尽つくす。


「教員は一年生担たん任にんが避難通路の確かく保ほ、二年生三年生の担任は校舎内に侵は入いってくる相手を追つい討とう、その他余力のある者で外部にいる奴やつ等らを掃そう討とうする！　だが決して深追いしてはならんぞ！」


　学園長の声は果たして職しよく員いんに届とどいているのか。ホールに満ちる悲鳴が新たな恐きよう怖ふを生み、恐怖がさらに混こん乱らんを煽あおり立てていた。


「──ミオ、だいじょうぶ？」


　頭が真っ白になるほどの激げき痛つうに、嫌いやでも表情が歪ゆがんでしまう。


「あたしは……平気。クルルこそ、ごめん……ごめんね……あたし……」


　いつもは見上げられているのに立場が逆ぎやく転てんしてしまった。床に手を突きながら見上げる。自分のすぐそばでミオが泣きじゃくっていた。


「クルーエル、あんた大だい丈じよう夫ぶなのっ!?」


　腕を摑もうとサージェスが近づいてくる。それを、動く方の腕でクルーエルは押おしとどめた。


「……問題ないから。先に行ってて。わたしもすぐ追いつくから」


　泣きじゃくる友人へとすぐに視し線せんを戻もどす。


「ミオも先行って」


「だめ！　絶対あたし、なんて言われてもクルルと一いつ緒しよに行く！」


　ったくいじっぱりなんだから。口にしてからかってやりたいが、身体からだの力が抜ぬけてそれどころではなかった。左ひだり肩かたを押さえ壁かべに身を預あずけながら時間をかけて立ち上がる。床に腰こしを落とした姿し勢せいから立ち上がる。ただそれだけのことなのにもう息が上がってしまう。


「やめて、動いたら血が止まらないよ！」


「……座すわってたら、今の奴やつがもう一回来た時逃げられないでしょ」


　ドレスの左肩が赤黒く染そまっている。それから目を逸そらし、再さい度ど右手で左肩を圧あつ迫ぱくした。保ほ健けんの時間にやった出血の対たい処しよ法ほう、まさか自分が実じつ践せんすることになるとは思わなかったな。


　右手のひらにぬめりと付着した鮮せん血けつを一いち瞥べつし、クルーエルは口の端はしを歪めた。





「ここは引き受ける。行くんだ」


　ウィル・オ・ウィスプを背はい後ごに従したがえ、虹色名めい詠えい士しがホールを指し示しめす。


「で、でも──」


　無む茶ちやだ。いくら何でも一人でこんな数を相手になんて。


『ネイト。行くぞ』


　口にしかけた言葉が挫くじかれた。


「……アーマ？」


　いつもと変わらぬ、いやそれ以上に淡たん々たんと、肩に乗る相手は口にしてきた。


『今はホールにいる者の安全を確保する方が先だ。その方向へと既すでに何なん匹びきかが向かっていった。最悪、もう被ひ害がいが出ているかもしれん』


　アーマは取り乱みださない。誰だれよりも正確に状じよう況きようを分ぶん析せきし、優ゆう先せんさせる方の天てん秤びんを見み極きわめる。それを実感したのは一度や二度ではなかった。


　……この夜色生物は冷静だ。少なくとも、自分より。


「カインツさん」


　虹色名詠士にではない。かつて母と約束した人に。自分が約束を果たすべき人の顔を正面から見み据すえた。


「僕ぼく、夜色名詠がんばります。だから──いつか、絶対見てくださいね！」


　振ふり返ることなく、彼の返事を待たず駆かけだした。





　ああ約束するよ。それが彼女との約束だから。


　ホールへと駆けていく見習い名詠士の背せ中なかを見送る。


　虹にじ色いろ名詠士のその顔に、いつもの穏おだやかな表ひよう情じようがあった。


「さ、そのためには生き残らなくちゃな。キミにも一働きしてもらうよ」


　言葉で答える代わり、稲いな妻ずまの精せい霊れいはその光を増ました。





　　　　２





　床に倒たおれ、今は動かないキマイラ。


　天てん井じようを割わり突とつ如じよとして現あらわれたこの獣けものはちょうど、非常口の正面を塞ふさぐようにして降おり立った。最も間近にいた標的──ミオめがけキマイラが襲おそいかかり──後先考えずにミオを押し倒したことで彼女自体は無事。しかし代わりに、彼女を突き飛ばしたクルーエルの左肩がその餌え食じきになってしまった。


　動脈を傷きずつけられたかもしれない。ドレスの左肩部を真しん紅くに染め上げて、未まだなお出血が止まらない。


「クルーエル、平気？」


　生徒を誘ゆう導どうしていたケイト教きよう師しが駆け寄よってきた。


「先生も……みんなの方についていてあげてください。わたし、しばらくここで休んでますので」


　口を開けるのも億おつ劫くうだが、肺はいの空気を最後の一ひと呼こ吸きゆう分まで吐はき出して声を振り絞しぼる。


「あなたの担たん任にんなんだから、あなたを放ほうっておくわけにはいかないでしょ」


　まぶたを伏ふせ、女じよ性せい教員がかぶりを振る。


「でも……校こう舎しやには三十人以上、先生が担任する子がいます」


　強がりを言う気はない。動けない自分一人に付き添そっていてはいけない。この教師はもっと大切なことができる。


　配電ケーブルが切せつ断だんされたのか、頭上でシャンデリアが点てん滅めつし出す。明かりが無ければ一年生校舎にたどり着くだけでも難むずかしくなる。一いつ刻こくも早く生徒を避ひ難なんさせる必要がある。この教師もそれを嫌いやというほど理り解かいしているはず。


　ややあって、ケイト教師の瞳ひとみが断念の感情を映うつし出した。


「……クラスの子が避難できたか確たしかめたらまた戻ってきます。ミオ、それまでの間だけお願いね」


　隣となりの少女が頷うなずくのを確かく認にんし、ケイト教師が早足で駆けていく。


　外で聞こえるざわめき。それが悲鳴なのか獣の雄お叫たけびなのかは分からない。窓まどの外では木々が火に灼やかれる様さまが映る。突然の地鳴りからまだ数分。たった数百秒で周囲の状じよう況きようがあまりに凄せい惨さんなものになってしまっていた。


　徐じよ々じよに、シャンデリアの消灯している時間が長くなっていく。


「なんで……こんなことになっちゃったんだろう……」


　自分の腕うでに包帯代わりの布ぬのを巻まいてくれている、その少女の声に嗚お咽えつが混まじる。


「ミオ、泣くのはやめよう。泣くのは嬉うれしい時の嬉し泣きだけで十分だから」


「……泣いてないもん」


　口を閉とじ、少女が包帯の結び目をぎゅっと縛しばる。


「ありがと。これで、少し休んでれば平気だから」


　貧ひん血けつで嘔おう吐と感がある。目を閉とじ、ゆっくりと呼吸を繰くり返す。


　ジジ、ジジとシャンデリアが苦しげな音を吐はき出す。……まずい。今ここで停電が起きたらますます騒さわぎが大きくなってしまうのに。


　不意に──


「クルーエルさん、ミオさん！　いますか！」


　ガラスを踏ふみ砕くだく音と共に聞き覚えのある声が届とどいた。


「……ネイト君？」


　ミオの呟つぶやきに応おうじてホールの正面扉が開き、そこにローブ姿の少年。その姿を見て、ひとまず胸むねをなで下ろした。


　……良かった。外に出て行ってたらしいけど、なんとか無事だったみたいね。


「ネイト君。早く校舎に避難しないとだめだよ！」


「でもエイダさんから二人がまだここにいるって聞いて……クルーエルさん、その傷！」


「ん、ああ、平気よこれくらい」


　人に心配されるのは好きじゃない。少年が近づいてくる前に壁かべから身を起こそうと──


　同時。ホールのシャンデリアから明かりが消えた。


「え……」


　ホール内の事情を知らぬ少年が息を呑のむ。クルーエルが口を開く前に、暗がりに立つミオが叫さけんだ。


「ネイト君待って、ガラスが散らばってるから動き回ると怪け我がするよ！　明かりがつくまで動かないで」


「わ、わかりました」


　凍こごえるほど冷たい静せい寂じやくがホールをのみこむ。


　窓の外を振ふり返る。が、外も驚おどろくほど静かだった。さっきまでの叫きよう喚かんが噓うそのように。何かが起きたのか。それとも、何も起きていないから静かなのか。どちらの可か能のう性せいも否ひ定ていできない。


　さながら、荒こう涼りようとした生命の途と絶だえた地。


　……我われながら笑えない想そう像ぞうね。


　奥おく歯ばを嚙かみしめ、じっとクルーエルは肩かたを押さえつけた。


　ふと。鐘かねが鳴ったような、ガラスが砕くだける音が鼓こ膜まくを揺ゆらす。一度ではない。二度、三度。音は徐じよ々じよに大きく、そして近づいてくる。


「ネイト君動いちゃだめだったら」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後。


「え……僕ぼく、動いていませんけど……」


　状じよう況きようと矛む盾じゆんする応おう答とうに、啞あ然ぜんとするより先に全身が怖おぞ気けだった。


　わたしたち以外に何かがこのフロアにいる？


　微かすかに、熱い吐と息いきが肌はだに触ふれる。


「ミオしゃがんでっ！」


　シャンデリアに光が灯ともる。それより一ひと呼こ吸きゆう早く、暗くら闇やみの中クルーエルはミオをドレスごと摑つかんで引きずり下ろした。頭上を何かが飛び越こえていく。まばゆい光の中、三つ首の獣けものが照らし出された。


　──キマイラ。よりによってこんな時に！


　歯は嚙がみする。まずい。自分たちの中に、この獣に対たい抗こうできる名めい詠えい式を扱あつかえる者がいない。


　じりじりと、キマイラが距きよ離りを詰つめてくる。


「クルーエルさん！」


　ネイトが駆かけてこようとして、それを押おしとどめた。無む茶ちやだ。ハイスクールに入学したての生徒がなんとかなるレベルの相手じゃない。


「いいから早く逃にげなさい！　ミオも！」


「だめ……最後までクルルと一いつ緒しよにいる……あたしのせいだもん……」


「バカ！　意地張はってどうするのよ！」


　ネイトの夜色名詠は詳しよう細さいが不明。ミオの緑色名詠は攻こう撃げき的な生物の数が少ない。本当は自分の赤色名詠が一番適てき役やくだというのに。


　せめてわたしも火を詠よべたら……いや、火を名詠できたとしてもこいつを追っ払ぱらうだけの火力など到とう底てい出せっこない。それにそもそも触媒カタリストが──


　なにか触媒カタリストを探さがそうと瞳ひとみを揺らす。と、クルーエルの視し線せんはネイトの肩に乗る名詠生物で止まった。夜色のそれが無言でこちらを見つめ返してくる。


　いや。正せい確かくには、わたしの左肩？


　あ……


　あった。とっておきの触媒カタリストが、赤色名詠に使える触媒カタリストが一つだけあった。


「ネイト後ろに下がって！」


　かろうじて動く右みぎ腕うでをテーブルへと伸のばす。地鳴りの中倒たおれずにいたグラスを摑み、クルーエルはそれをキマイラに向けて投げつけた。


　が。不意をついたにもかかわらず対たい峙じする獣がそれを尻尾しつぽだけで叩たたき落とす。床ゆかに散った液えき体たいを一いち瞥べつし、嘲あざけるように獣は汚お泥でい色の牙きばを見せつけてきた。


　三つ首の獣が床を蹴ける。


　いちいちほどいていたら間に合わない。口を左肩の包帯にあて──クルーエルはその包帯を嚙み切った。


　堰せきを切ったように流れ出す紅あかい滝たき。紅い飛沫しぶきを手の表面に付着させる。


〝再ふたたび殻からに籠こもるか、それとも外に出ようと足あ搔がくか〟


　言われなくても分かってるわよ！


　──お願い、うまくいって……


　血が沸ふつ騰とうする。右手についた血が輝かがやきを発しながら蒸じよう発はつしていく。


　その後に、自分の右手に一摑みの炎ほのおが生まれていた。床に伏ふせたまま、それを力の限かぎり投げつける。


　渾こん身しんの力で投げ放たれた火か炎えんが獣の眼がん前ぜんに迫せまる。その瞬間、相手が踏ふみとどまった。鼻先をかすめたものの、火炎が着ちやく弾だんしたのは獣ではなくその足あし下もと。床に落ちた火炎を睥へい睨げいし相手が目を細める。


「……なに勝ち誇ほこってんのよ」


　血の気を失い蒼そう白はくになりながらもクルーエルは口の端はしをつり上げた。


「わたしの勝ち。出直して来なさい」


　そもそも足下を狙ねらっていたのだから外れて当然。最初に酒の入ったグラスを投げつけ、それを叩き落とさせたのも計算どおり。こっちは最初から、床の絨じゆう毯たんにこぼれたアルコールを狙って火を投げつけたんだから。


　瞬間、獣が足下の異い変へんに気づく間もなくアルコールが引火した。


　相手の足下が一気に炎上。全身を火に包まれながらキマイラが絶ぜつ叫きようを上げる。のたうちまわり、火のついたまま翼つばさを拡ひろげ、獣が天てん井じように向かって羽ばたいていく。


　……どうやら逃げてくれたみたいね。


　脱だつ力りよくし、クルーエルは倒れるようにくずおれた。





「クルーエルさん！」


　呼ぶなりネイトは、慌あわてて彼女の下もとへとかけよった。纏まとう純じゆん白ぱくのドレスは鮮血で滲にじみ、それと対照的に顔色は蒼白だった。


「……ごめん、少し休ませて」


　少女の身体からだはふるえていた。出血がもたらす寒けと、獣の爪つめに傷きずつけられた痛いたみで。


「ごめんなさい……僕ぼく何もできなくて……結局助けてもらってばっかりで」


　クルーエルの顔すら直視できず、ネイトはただ自分の足下だけを見つめた。


　悔くやしい、そんな立りつ派ぱな言葉を吐はけるほど自分は一人前の人間じゃない。


　何も出来ない。守ってもらってばっかりの自分。


　イブマリーという母親に拾われ、虹にじ色いろ名めい詠えい士しに助けてもらい、そしてまた、この場でこの少女に守られた。


　だけど──それじゃあ、僕はなんのために約束したんだろう。


〝これはあなたのための名詠式。だからネイト、あなただけに教えてあげる〟


　母親との約束。


〝いつか君が夜色名詠を使いこなせるようになったら教えて欲ほしい。ボクも見み届とどけたい〟


　虹色名詠士との約束。


〝キミを見習って、わたしもちょっとだけ頑がん張ばった方がいいのかな〟


　目の前の彼女との約束。


　この約束は何のためにあったのだろう。


　約束した夜色名詠は、なんのためにあるのだろう。


　全すべての誓ちかいが混まざった、大おお渦うずのごとく波打つ心と記き憶おくの水みな面も。


　その中でただ一つ、最も根本的な言葉だけは、今なお純然と残っていた。





〝ネイト……名詠って、なに？〟





　根こん源げん的な、だがそれゆえに誰だれも真の答えを知らぬ、解かい無き命題。


　──母さん、母さんの考える答えじゃないかもしれないけど。


「クルーエルさん……今日言ってくれましたよね。失敗を恐おそれるなって」


　胸むねの奥おくでわきたつ想おもいを、唇くちびるを嚙かみしめてかろうじて堪こらえる。


　でも、それでも。見つけたよ。


　みんなが怖こわい思いをして、みんなが痛い思いをしてる──だから、僕も何かしたい。


　母さんとの約束だけじゃなくて、みんなのために。


「……ネイト？」


　蒼白のまま、弱々しく、それでも彼女が見つめてくる。


「でも僕、もう失敗したくないです」


　不安を断たち切るように、ネイトは続けた。


「一つだけ、僕……挑ちよう戦せんさせてください」


「それは──」


　ミオが言い終えるより先。


『夜色名詠、挑いどむつもりか？』


　肩かたの上、今まで沈ちん黙もくを保たもっていた夜色の生物が重々しく口を開いた。


　問いというより、その声こわ音ねは確かく認にんに近い。だからこそネイトは躊躇ためらわず頷うなずいた。


　母から教わった名詠。ただ、絶対に乗り越こえなければならない壁かべが一つある──


『問題は触媒カタリストだな』


　やはりというべきか、この名詠生物は心の内を察してきた。


「ネイト君、それってどういうこと？」


「……夜色名詠に使う触媒カタリストがわからないんです」


　懇こん願がんするように、その瞳ひとみを揺ゆらしながらネイトはミオに顔を向けた。


「一度だけ母さんが見せてくれた触媒カタリスト……それをどうやって用意するのかが……」


『夜色の炎』


　少年の肩に乗る相手が続きを継つぐ。


『夜色名詠における真しん精せいはわずかに一体。その特有触媒カタリストが夜色の炎ほのおというわけだ』


　夜色の炎──怪け訝げんな眼まな差ざしでドレス姿すがたの少女が反はん芻すうする。彼女が疑ぎ問もんに思うのも当然。本来の炎は赤。それがどうして、あの時見たような黎くらい色になるのか。


『我われも確たしかに見た。が、それがどのような仕し掛かけだったのかは聞いていない』


　そう。母親が最後に教えてくれた名詠に必要不ふ可か欠けつとも言える触媒カタリストだ。


　それを携たずさえ奏かなでる、母が最後に教えてくれた──黄昏たそがれ色の名う詠た。


　黄昏。日が暮くれる、すなわち夜の始まりを告げる、時の鐘かね。


　数ある夜色名詠の中で、母が一番最初に詠うたいあげたとされる始まりの歌。


「……それが分からないと」


　唇を嚙む。触そ媒れが無ければ、自分の力量ではまずなし得ない名詠なのだから。


「ネイト。その名詠で、何かができるの？」


「……わかりません」


　じっとこちらを見つめてくるクルーエルに、偽いつわらぬままネイトは本音を告げた。


　──だけど、信じたいんです。


　最後に母さんが僕に教えてくれた名詠。虹にじ色いろ名詠士との約束を果たすための名詠。


　その二つは、きっと同じ歌だから。


「あ、あの」


「……ううん、最後まで言わなくていいよ──伝わったから」


　ゆっくりと、微び笑しようを浮うかべたまま少女はこちらの言葉を継いできた。


「そんなにまで、キミにとって大切な歌なんだね」


　言葉にせずとも、目の前の彼女は全てを受け取っていてくれた。


『ネイト。その志こころざしは買うが、実じつ際さいのところ触媒カタリスト抜ぬきでは結果は期待できんぞ』


「夜色の炎……か。ミオ、あなた何か心当た──」


　沈黙を保っている少女へとクルーエルが尋たずねる。


　数秒、ミオは押し黙だまったまま目を閉とじ──


「夜色の炎………………あ……あぁぁ……」


　俄が然ぜん、彼女の声がホール中に響ひびき渡わたった。


「あるよっ！　夜色の炎に心当たりがあるっ！」


　……心当たりが、ある？


『本当か？』


「うん、たぶん間ま違ちがいないと思う。でもそれには準じゆん備びしなくちゃいけないものがあるの。それを取って──あ……」


　躊躇ためらうように、ミオが心配げな視し線せんを友人へと向ける。


「ミオ、行ってあげて」


　ゆっくりと、彼女は首を横に振ふった。


「……クルル？」


「わたしは平気。それよりネイト」


　床ゆかに伏ふせたまま、濡ぬれた双そう眸ぼうで彼女がこちらを見上げてくる。


「──無む茶ちやはしないで、約束よ」


　言葉は要いらない。ただ一度、ネイトは大きく首しゆ肯こうした。


「ミオさん、用意ができたら校庭に来てください。先に行ってます」


「わかった。すぐ行くよ。……クルルお願い、無事でいてね」


「縁えん起ぎでもないこと言わないの。死にはしないわよ」


　迷まよいの感かん情じようをぬぐい去り、真しん珠じゆ色のドレスをまとった少女が緊きん急きゆう避ひ難なん用の通路へと駆かけていく。ほら、キミもさっさと行きなさい──有う無むを言わさぬクルーエルの視線に背せ中なかを押おされ、ネイトはホールの正面ゲートへと駆けだした。





　……もう、いいわよね。


　クルーエルは目を閉じた。肺はいから吐と息いきが洩もれていく。本当は、息を吸すう気力さえ残っていなかった。嘔おう吐と感も頭ず痛つうも、左ひだり肩かたの痛いたみすらもはや感じない。ひどい睡ねむ気けだけが体を呑のみ込んでいく。よくここまで動けたものだ。


　……我われながら大した気力よね、まったく。


　声に出すこともないまま、少女は意い識しきを失った。





　　　　３





「学園長、一年生校こう舎しやに生徒の退たい避ひ完かん了りようしました！」


「わかった！　数人を校舎に残して、他ほかは可か能のうな限かぎりこちらに回してくれ」


　同時、鼓こ膜まくを破やぶるほどの絶ぜつ叫きようが耳を劈つんざく。振り返ると、自分が詠よんでいた二体の疾竜ワイバーンが、どちらもその翼つばさを食い千切られたところだった。


　……なんという化け物か。


　ゼア・ロードフィルは額ひたいに浮き出た大おお粒つぶのしずくを拭ぬぐった。周囲に立ち上る火ひ煙けむりの熱のせいではない。眼がん前ぜんの怪かい物ぶつが放つ圧あつ倒とう的なプレッシャーに身体からだが悲鳴を上げているせいだ。


　緩かん慢まんな動きながら、しかし徐じよ々じよに近づきつつある巨きよ大だいなヒドラ。緑の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアである疾竜ワイバーンをまるで歯し牙がにもかけていない。倒たおすどころか足止めが限げん界かい。しかも少しでも攻こう撃げきの手を休めれば、五本の首に次から次へとキマイラを詠よばれてしまう。


　応おう援えんが来るのがどう甘あまく見積もっても明日の早朝。それまで保もつかどうか。あまり分の良い勝負ではない。


「質しつだけでなく……数でも不利か……」


　頭上を一いち瞥べつし、血を吐はく心しん境きようで毒づく。


　眼前の大だい蛇じやが詠よび出したキマイラの数も尋じん常じようではなかった。空から学園全体に分散して下か降こうしてくるせいでこちらの戦力が分散してしまっている。その姿を見せないということは、カインツもキマイラの軍ぐん勢ぜいに足止めされてしまっているのだろう。


　あと一人強力な名めい詠えい士し。虹色名詠士カインツに匹ひつ敵てきする術じゆつ士しがもう一人いてくれれば……。


　が、あぶくのように浮かんだその雑ざつ念ねんをすぐに振り払はらうことにした。


　っと、弱気になっておる。いかんな、そんな夢ゆめ事ごとを考えていては。集中を途と切ぎれさせてはいかん。


　──学園は、学園長ワシが守らんとな。
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「エンネ、お前は逃にげ遅おくれた生徒がいないか見てきてくれ。ここは俺おれらで何とかする」


　緋ひ色いろのローブを肘ひじまでまくった大おお柄がらな教きよう師しが、白衣の女じよ性せい教師に耳打ちする。


「でも、ここさっきよりキマイラの数が……」


「ちょっとぐらいなら何とかなる。生徒の無事が優ゆう先せんだ」


　だけど……そう言いかけた女性の肩かたへ、誰かが手をかけた。


「──エルファンドの時から十年以上か」


　眼鏡めがねのブリッジを押し上げながら、水色のローブを羽は織おった教師が苦く笑しようする。


「これだけ腐くされ縁えんしてるんだ。もうちょっと同級生を信しん頼らいしてもいいんじゃないのか」


　その不ふ敵てきな口ぶりに一いつ瞬しゆんだけ彼女は表情を緩ゆるめた。この雄弁家インテリは自分たちが初めて会った時と全く変わってない。


　──だけどそっか。もうそんなに月日が経たったのね。そんなに長い間、わたしたちは一いつ緒しよにいたのか。


　それならば今この時ぐらい、……いいえ、こんな時こそ信じよう。


「……気を付けてね」


　手に持つフラスコを地面へと叩たたきつける。澄すみ切った音を放ちながらガラスが砕くだけ、周囲に触媒カタリスト用の白煙が立ちこめた。


　──『Arzus白の歌』──


　朝あさ靄もやを思わせる霧きりの中から翼を持った純じゆん白ぱくの馬が三体、学園に響ひびき渡わたる嘶いななきを従したがえて現あらわれる。白の第二音階名詠ノーブルアリア、有翼罵ペガサス。自分が学生の頃ころに夢見ていた名詠だ。


　一頭の背に乗り、残り二頭に指令を送る。


「ゼッセル、ミラー！　二人とも、すぐ戻もどるからね！」





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





〝──Isa Yer she夜色の鈴を riena鳴らせ xeoi pelましょう〟


「──sheon黄昏 lef dimi〈はじまり〉の-l-cori鐘を riec鳴らせま-c-wavirしょう」


　紺こん色いろのローブを纏まとう少年が〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたう。


　学園の中央である校庭の、そのさらに中央。


　それは奇き妙みような光景だった。中央を円えん状じように──直径わずか数メートルを抜ぬかし、周囲百メートル四方が火に包まれている。その中でたった一人、少年が目をつむったまま呟つぶやく光景。


　触媒カタリストとして用いるのに必要な炎ほのお。この未み熟じゆくな名詠士では技ぎ量りようを触媒カタリストで補おぎなうしかない。そのために大量の炎が必要だからだ。


　じわじわと中央の空間も熱を帯び、紅あかい火の手が迫せまってきている。逃げ場はない。このままでは遠からず自身も間ま違ちがいなく火の海に呑のみ込こまれる。


　だというのに──


　少年に苦く悶もんの表ひよう情じようはなかった。熱さを感じていないということはない。その小さな頰ほおに雫しずくが伝い、髪かみ先さきも同色の水すい滴てきで濡ぬれ光っている。自分を取り囲む焰ほのおの恐きよう怖ふ。だが、それを上回る感情が確たしかに在あった。





〝miqvy elmeiわたしが nehhe愛〈のぞ〉む virgiaのは-c-fifsiaあなただけ〟


　──elma Iesわたしはあなたを neckt evoia愛 twispeli kei〈のぞ〉みます





〝zette ovanだからこそ Yer be独りで zarabearcしずかに solituqs泣くのでしょうか〟


　──zette Yerだからこそ canaあなたが arcasha何処で Loo ifex泣こうとも LoR zarabearc誰より先に sm ferme迎えにいきます





〝Lears neckt何処にも ele ravienceいない至小夜 Shadir〈ちいさなあなた〉〟


　──Lom girisあなたは leya mihhya此所にいる lef hid至美者, ravience Stalwari〈願い高き人〉





　誰だれにも知られず独ひとり立つ、夕ゆう闇やみ色の詠うた使つかい。誰にも聴きかれることなき黄昏たそがれの賛さん美び歌か。


　ならばせめて自分が、この小さき夜の道行人として見み届とどけよう。本来ここにいるべき者の代わりに。


『……イブマリー。小さき孤こ独どくの娘むすめ。我われが唯ゆい一いつ認みとめた名詠者よ』


　学園の真上。頭上を飛びまわるキマイラの群むれの更さらなる上空。わずかな片へん鱗りん、だが確かく実じつに開き始めた名詠門チヤネルへとアーマは鼻先を持ち上げた。


　かつて、目に映る全すべての人間から嘲わ笑らわれていた少女。時を経へて──


『やはり、ネイトはお前の息子むすこだよ』


　母の汚お名めいを濯そそぐためであるかのように、母の残した歌を奏かなでる息子がここにいる。その姿すがたを見て、自分でも気づかぬうちにアーマは表情を緩ゆるめていた。


　あとは待てばいい。


　世界を包む炎が夜色に染そまる、その時を。


　少年の肩ではなく、地に降おり立った状じよう態たいで。アーマはじっとその少年を見上げていた。
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　さすがにしんどいな……


　瞳ひとみに入りかけた汗あせをカインツはコートの袖そでで拭ぬぐった。隣となりにいるウィル・オ・ウィスプは既すでに三体目。第二音階の名めい詠えい生物といえどその力は無む限げんではない。ある程てい度ど消しよう耗もうすると前ぶれなく還かえってしまう。


　自分もそうだ。疲ひ労ろうで集中力が摩ま耗もう、名詠の成功率りつが下がるのは避さけられない。


　今のところ学園長がヒドラを食い止めているようだが、あの化け物にしてみれば疾竜ワイバーンすら相手にならないらしい。一つの首でそれの相手をしつつ、残り四つの首がキマイラを吐はき出し続けている。


　本当なら学園長の援えん護ごに回りたいのにキマイラを倒たおすので精せい一いつ杯ぱい。だがそうしている間にもヒドラに再さい度ど詠よばれてしまう。悪あく循じゆん環かんだ。今のところかろうじて拮きつ抗こうしてはいるようだが、この天てん秤びんをいつまで水平に保たもっていられるか。


　コートの内側から小型のフラスコを取り出す。波は紋もんを浮うかべて揺ゆれる黄色の水面。常じよう時じ忍しのばせている触媒カタリストだが、それも数が少なくなってきた。


「……とんだ競演会コンクールになったな」


　苦笑する気もないままに、カインツはフラスコの蓋ふたを外した。





　一年生校こう舎しやから距きよ離りにして二百メートルほど離はなれた建けん造ぞう物。すなわち二年生校舎。その内部に、夜色の炎を生み出すための物ぶつ質しつが保ほ管かんしてあるはずだった。


　息を押し殺しながらミオは校舎の裏うら道みちを進んでいった。人目に付かないためではなく、上空を旋せん回かいしている怪かい物ぶつの目にとまらぬように。


　学園のライトに時折照らし出されるキマイラ、教きよう師したちが掃そう討とうに奮ふん起きしているはずなのに、その数は最初に目にしたときと変わっていない気がする。せいぜい百が九十になったとかその程てい度どの変化だろう。


　……見つかったら、さすがに今度こそまずいよね。


　緑色名詠は決けつ闘とうに向いていない。自分のストックにはあの三つ首の怪物を倒すことはおろか、追い払はらうだけのものすら無い。とにかく見つからないことを祈いのるだけだ。


　校舎の影かげを縫ぬうように、一年生校舎を離れてからは草木の影を踏ふむように移い動どう。


「ここが……最後の難なん関かん……」


　自身に言い聞かせるつもりで口にする。一年生校舎から二年生校舎への最後の直線通路。隠かくれられる建物は無い。木立も草地も皆かい無む。アスファルトで舗ほ装そうされた道が、距離にして五十メートルほど続く。


　あたし、徒競走のタイムどれくらいだっけ。


　痛いたいほどに胸むねの鼓こ動どうが強くなる。頭上の怪物がいくら百近い数とはいえ、走れば十秒とかからない距離。きっと見つからない。見つからないはずだ。よしんば見つかっても校舎に入れば逃にげ切れる。どちらにせよ、ここでじっと時間が経たってしまうのだけはだめだ。クルーエルを独ひとりにしておけない。


　──疾はしった。


　頭上も背はい後ごも振ふり返らず、ただ前だけを見み据すえ。


　夜道に、足がもつれ転てん倒とうしそうになる。ほんのわずかな距離なのに酸さん欠けつで頭が痛くなる。自分に全てがかかっている。その重じゆう圧あつに押おしつぶされそうになる。


　が。少女は走そう破はした。


　校舎に手が触ふれた途と端たん、脱だつ力りよくで倒れかける。


「まだ……なにもできてないよ……あれを見つけて、ネイト君に届けなきゃ……」


　ふらつきながらもミオは二年生校舎の内部へと進んでいった。


　目指すのは、化学準じゆん備び室しつ。





　時同じくして。


　──『Keinez赤の歌』──


　緋ひ色いろのローブを羽は織おった教きよう師しが紅ぐ蓮れんの火か炎えんを名詠する。生徒が避ひ難なんしている校舎の直前まで迫せまったキマイラが、二体まとめてその真しん紅くの渦うずに包まれる。バックファイア──火炎の渦がその教師自身をも呑のみ込もうとする直前。


　──『Ruguz青の歌』──


　緋のローブを纏まとった男の前に水の薄はく膜まくが現あらわれた。手を触れるだけで突つき抜ぬけそうな薄うす壁かべが、猛たける火炎の誘さそいを拒きよ絶ぜつする。


「ゼッセル、無む茶ちやしすぎだ」


「ん？　ちゃんと目配せアイコンタクトしておいただろ。援えん護ごタノム、って」


　隣に並ぶ同どう僚りように向かい、ゼッセルは低く笑い声を洩もらした。


「どのみち、少し火傷やけどするぐらいじゃなきゃどうしようもない」


「……お前にしては珍めずらしく正せい論ろん」


　視し線せんを常つねに動かしながら、ミラーもまた作り笑いだけは返す。


「そっち何体仕し留とめた？」


「五体。まとめてかかってこないってのが逆ぎやくに厄やつ介かいだな」


　……ち、人工イミテーシヨンルビーが二つか。頭上を警けい戒かいしたまま、ゼッセルは懐ふところに残る触媒カタリストの残数を確かく認にんした。あまりに突然な襲しゆう撃げきだったものでほとんど無む装そう備び状じよう態たいだったのが痛いたい。


　第一か第二音階でまとめて片かたづけたいのだが、いつ相手が上空から襲おそってくるかという懸け念ねんのせいでまともに集中できる時間が無い。かといって第三音階名詠プライムアリアまでで詠よび出せる物はキマイラと相あい討うちがいいところ。じわじわと、こうして校舎直前まで後こう退たいしてきてしまった。


「……エンネ、遅おそくないか」


「生徒の救出に手間取ってるだけだ」


　間かん髪はつ入れず、予あらかじめ用意しておいた応こたえを口にした。低く押し殺した声でささやくミラーの気持ちはわかる。自分もそう思っているからだ。


　それでも今は、信じるしかない。


「第二音階でケリをつける。それまで援護頼たのむ」


　右手にルビーを一つ持ち、相手の返事を待たずゼッセルは目を閉とじた。すぐ隣となり、ミラーが深しん蒼そうのローブをはためかせる音だけが鼓こ膜まくに届とどく。


　その瞬しゆん間かん、自分からすぐ数メートル離れただけの茂しげみが揺ゆれた。残り火に照らされ、三つ首の形をした影が浮うかび上がる。


「ゼッセル！」


　悲鳴に近いミラーの叫きよう喚かん。


　……隠かくれてやがったのか！


　舌した打うちする余よ裕ゆうもないままに名詠式を第二音階から第四音階へと落とす。火炎の名詠ならばすぐにでも──いやっ、だめだ！


　臍ほぞをかむ。キマイラが接せつ近きんし過すぎている。ミラーの水すい膜まくも間に合わないほどの彼ひ我が。火炎を使った場合、自分も間ま違ちがいなく烈れつ火かの渦か中ちゆう。いくつかの対たい抗こう策さくが浮かぶも、どれも状じよう況きようを逆転させることが出来ない。どうすればいい。


「ゼッセル、何してる！」


　一瞬の、まばたき一つ分の躊躇ためらいを怪物は見み逃のがさなかった。我われにかえった時には既すでに、眼がん前ぜんに迫る獣けものの牙きば。


「しまっ──」


　身体からだが動かない。目を閉じることも出来ず、その牙が自分に突き刺ささるのを覚かく悟ごする。


　刹せつ那な──


『Nussis還れ』


　何の前触れもなく。静せい謐ひつな、粛しゆく然ぜんとした声が響ひびいた。


　還かえれ。その意味をゼッセルが理り解かいするよりも先。


　キマイラが自身の影に引きずり込まれた。


　とぷん、という水面に石を投げたような音だけを残し、一瞬で。


「なっ！」


　そんなバカな。辺りを見回す。誰も、何の気配も無いのに。


「無事か！」


　ミラーが走り寄よってくる。あまりのことに自分の方は声が出ない。名めい詠えいされた物を送り還したということは、今のも名詠式？　だが──


「いまの、なにが起きた……」


　ゼッセルは喉のどを鳴らした。だがミラーもただ茫ぼう然ぜんとした表ひよう情じようで立ちつくしている。身近に見ていたお前が分からないんだから俺おれだって分かるはずがない、とでも言いたげに。


　俗ぞくに『反唱』と呼よばれている、名詠された物を還す術じゆつ式しき。だが影かげに引きずり込むタイプの反唱？　名詠を教える立場の自分でさえ、一体何色の名詠式なのか見当もつかない。初めて見るどころか、今まで聞いたことすらない名詠式ではないか。


「ミラー、聞いたか？」


「何をだ」


　逆ぎやくに訊きき返してくる。そうすると、あれはやはり俺の幻げん聴ちようだったのか。


　──まったく、教きよう師しになったのならもっとしっかりなさいよ──


　キマイラが送り還された直後、自分の耳元をかすめていった風鳴りが、どこかそう言っているように思えた。昔、ずっと昔に聞いた覚えのある声で。
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『羽ノ無イ鳥。殻からヲ破やぶッタ雛ひな。アナタハ──』


　どこか遠くから、反響エコーのようにおぼろげな声が響いてくる。女じよ性せいとも男性ともつかない、この世ならぬ霞かすみがかった声こわ音ね。


『クルーエル』


　ようやく、その声が自分に向かって話しかけていることに気づいた。


　聞き覚えのある単語。そうだ、わたしの名前だ。


『ワタシヲ呼ンデ。ワタシニ名ヲ与あたエテ』


　あなた、誰？


『ワタシハ貴女あなた。貴女ノ翼つばさ。サア、起キテ』


　よくわかんないよ。……誰だか知らないけど、ごめんなさい。わたしもう疲つかれてるの。


『ソレデモ、貴女ハ飛バナクテハナラナイ。共ニ行キマショウ。小サナ小サナ、夜ノ下ニ』


　よる。その単語に、心のどこかで何かが反はん応のうした。切せつ断だんされていたはずの意い識しきの繊せん糸しが繫つながっていく。よる……夜……夜色……なにかが胸むねを締しめつける。


　なぜだろう。疲れきってるはずなのに、動かなきゃいけない気がする。行かなくちゃいけない気がする。


　でも、何のことだか分からない。誰だれのことだか分からない。


　夜って、誰のことを言っているの。ねえ。教えて。


『サア起キテ』


　声は答えてこない。起きて。その言葉が消え、再ふたたび世界は静かになった。
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「この子たちをあの建物に連れて行って！」


　火事の飛び火を受け火傷やけどを負った生徒、獣に襲おそわれ必死に逃にげ隠れていた生徒。その数は予想以上に多かった。有翼馬ペガサスの背せに生徒を二人ずつ乗せ校こう舎しやへと向かわせる。最初三体を引き連れていたが、結果的に有翼馬ペガサスはその倍の数を要した。


　猛たける火か炎えんに炙あぶられ、額ひたいの汗あせをぬぐう。


　──もう、さすがにいないかしら。


「誰かいない？　いたら返事をして！」


　周囲に爆はぜる火の音で声が届とどきにくい。二年生校舎、三年生校舎を回り、校庭に近い十字通路に出た。がさっ、と茂しげみが揺ゆれる。反はん射しや的に振ふり返った。


「……そこ、誰かいるの？」


　負ふ傷しようして動けない。声を出したくても出せない生徒。その予感が頭を過よぎる。


「エンネ、そこから離はなれろ！」


　誰かの声。一いつ瞬しゆん、それが自分に向けられたものだと気づかなかった。その声を気にすることもなく歩を進め──


　……え……


　茂みの奥おく、六つの視し線せんと目が合った。まさか！


　ぞっとするより先、誰かが自分の正面に割わって入る。枯かれ草色のコートが視界を覆おおった。


　咆ほう吼こうを上げキマイラが飛びかかってくる。その爪つめを名詠士は左手一本で受けとめた。みしりと嫌いやな音がこちらにまで聞こえてくる。


「Nussis還れ」


　右手で相手の体表に触ふれ、その男が呟つぶやく。緑の名詠光を発しながら、その獣の姿すがたがたちまち霞かすんでいく。完全に消えるのを確かく認にんし、深い吐と息いきをこぼしながらその男がふり向いた。


「いつもは冷静だけど、一つのことに夢む中ちゆうになると案外他ほかが見えなくなる。エルファンドの時から変わってないね、エンネ」


「カ、カインツ？」


　眼がん前ぜんにいたのはエルファンド時代の学友だった。


「久ひさしぶり。競演会コンクールじゃお互たがい忙いそがしくて挨あい拶さつできなかったからね。ゼッセルとミラーは？　彼らもここの教員に就しゆう職しよくしてたはずだけど」


　周囲を見回しながら彼が、さっきまで自分と一いつ緒しよにいた同どう僚りようの名を口にする。


「一年生校舎にいるはずだけれど」


　言い終わる前に、エンネは目の前の男が左ひだり腕うでを庇かばっていることに気づいた。


「カインツ、あなたもしかして……」


「──だいぶ無む茶ちやだったかな」


　彼が目を逸そらした。やはり……骨こつ折せつしている。


　キマイラの脚あしを生身で受け止めるなんて無茶を超こえて無む謀ぼう。だが自分を助けるためにはそれしかなかった。味方と敵てきが近きん接せつしている状じよう態たいでの名めい詠えいは両者を巻まき込こむ。自分を庇うためには、相手に直接触れる術式で対象だけを送り還す反唱しかなかった。


「……ごめんなさい。わたし……なんて言ったらいいか」


　戦力という物差しで測はかるなら実じつ際さい、自分なんかより虹にじ色いろ名詠士の片かた腕うでの方が明らかに大きい。


「キミが気にしたってはじまらないさ。本当に生徒が倒たおれている可か能のう性せいもあった。ここら一帯はあらかた見て回ってたから、ここにいるのが生徒じゃないって分かっただけだ」


　左手をコートの中に入れたまま同級生が周囲を睨ねめ付ける。


「だけどタイミングが悪かったな。よりによって、あっちも本ほん格かく的に動き出したか……」


　自分たちを取り囲む形で獣けものたちが一いつ斉せいに降おりてくる。


　違ちがう。タイミングが悪いわけではない。ずっと、こいつらは空を旋せん回かいしながら機を窺うかがっていたに違いない。自分たちの脅きよう威いとなりえるこの男が負ふ傷しようする時を。


　瞳ひとみだけを動かし背はい後ごを探さぐる。十数体。全すべてが同時に襲ってきたら、いくら虹色名詠士といえど対たい応おうしきれない。自分に残された触媒カタリストは、指に塡はめたオパールの指輪が一つ。


　失敗は許ゆるされない──ならば詠よび出すべき有翼馬ペガサスは一体だ。二体分の名詠は一体のそれより成功率りつが下がる。


　……わたしはいい。だけど彼だけは絶ぜつ対たいに逃がさなくちゃいけない。キマイラだけではない。奥に控ひかえるヒドラを倒せるとしたら、可能性があるのはもはやこの男だけだ。


「カインツ……有翼馬ペガサスを詠よぶから、そしたらすぐに乗って」


　背せ中なか合わせの彼にささやく。


　途と端たん、彼の背中がふるえた。


「エンネ──変わってないね」


　その声にエンネは背せ筋すじが凍こおりついた。低く威い圧あつ感のある声ではない。むしろ逆ぎやく、穏おだやかな声こわ音ね。


　だけど、こちらがぞっとするほど穏やかだというのは一体なぜ？


「言いづらいことがあると途端に喋しやべるのが早くなる……ボクだけ逃げるわけにはいかないよ」


　今度こそ、エンネは彼の言葉に絶ぜつ句くした。


　やっぱりだ。エルファンド時代から薄うす々うすと感じていた。わたし、あなたのそういうところが大だいっ嫌きらい。なんでそういうことまで分かっちゃうのよ。


「だめっ！　お願いだから逃げ──」


　言葉半ばにして、エンネは声を失った。


　目の前の彼が、あまりに悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんでいたから。


「ボクは、これ以上自分の知り合いを失うのはご免めんだ」


　それは、あまりに寂さびしげな微び笑しようだった。全てを悟さとり尽つくしたかのような、そして何かに絶望したかのような微笑み。


　十数体のうちの半数、視し角かく内にいた正面のキマイラが飛びかかってくる。


　──『Keinez赤の歌』──


　炎ほのおの熱波がその全てを灼やく。いや、灼くはずだった。だが左手に奔はしる激げき痛つうに一いつ瞬しゆん、カインツの集中が途切れる。生まれた炎は、虹にじ色いろ名めい詠えい士しが思い描えがいたものより一回り小さいものだった。


　一体。キマイラが炎の間かん隙げきを突とつ破ぱする。虚きよを突つかれ彼の方も動けない。だめだ。自分の名詠も間に合わない！


「カインツっ！」


　今度こそ彼のコートに獣の爪つま先さきが刺ささる。その光景が錯さつ覚かくから現げん実じつに……


　──orbie clar〈ゲーティア七十二柱〉, dremreより第二十八 : Goetia鍵、 : Berithベリス──


　襲おそいかかるキマイラの真下、その獣自身の影から真しん紅くの馬を駆かる騎き士しが突とつ如じよとして浮うかび上がった。


　漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包み、鎧と同色の槍やりを持つ騎士。突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやにより、そのキマイラが打ち払はらわれる。造ぞう作さなく、後続のキマイラを数体まとめてさらに槍の一ひと薙なぎで弾はじき飛ばす。
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　──強い。これは。


　第三音階に相当するキマイラをここまで圧あつ倒とうするということは、この騎士は第二音階名詠ノーブルアリア？　だけどこんな名詠式なんて見たこと無い。いったい誰が。


　こちらの思おも惑わくを余よ所そに、騎士が前ぶれなく消失する。夢ゆめでも見ているような心ここ地ちだ。


　だが自分たちの周囲には確たしかに、直前に騎士が倒たおしたキマイラが転がっている。


「……エンネ、キミの名詠かい？」


　愕がく然ぜんとしたままかぶりを振ふった。それはこっちの台詞せりふ。だけど、一つだけはっきりしている。今自分たちを助けてくれた名詠者は、わたしたちに生きろと言っている。


「カインツ、もうちょっと頑がん張ばろう」


　彼の背後を護まもるように寄より添そう。


「せっかく拾った命なんだから、最後まで諦あきらめちゃだめよ」


「──エンネ、さっきの言葉は撤てつ回かいするよ」


　背中合わせになる彼が、いつになく真しん剣けんな声音で言ってきた。


「キミは変わった。……強くなったよ」
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「……ネイト」


　病びよう魔まに蝕むしばまれ床とこに就ついていた母の、最後の言の葉を思い出した。


　母が今際いまわの際きわに伝えてきたものは別れの言葉でも愛の言葉でもない。夜色名詠の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア──夜の真しん精せいを招まねくための〈讃来歌オラトリオ〉。


「これはあなたのための名詠式。だからネイト、あなたにだけ教えてあげる」


　ベッドからかろうじて母が右手をさしだす。目を伏せたまま、ネイトはその手を握にぎり返した。あまりに瘦やせこけた母の手。見るのが辛つらい。だが目を逸そらすことはできなかった。


「名詠って、難むずかしいものだと思う？」


　そんな質しつ問もん、正しい答えがあるわけじゃない。幼おさないながらそれは自分にもわかっていた。


　しかしそれでも、今は「難しい」と答えるしかなかった。母から教えてもらった名詠、成功するどころか失敗するのが当たり前といった現げん状じようだったから。


「でもね。この名詠は、あなたならできると思う」


　握っていた母の手が、少しだけ強く自分の手を握り返してきた。


「必要なのは技ぎ術じゆつじゃない。自分にとって大切な人の存そん在ざい。その人を守りたいという気持ち。夜の真精にその想おもいを伝えなさい。なぜなら、夜の真精は孤こ独どくだったから……」


　今までのものとは違ちがう。技術面ではなく精神面でのアドバイスは初めてだった。


「独ひとりぼっちの辛さを知ってるから。きっとあなたを孤独から守る。──うん、守って……きっと守ってみせ……るから」


　握っていた母の手から伝わる力。それがその瞬間、糸が切れたように途と切ぎれた。


　お母さん？


「ねえ母さん、母さん？」


　何度も何度も呼よび返した。ずっと、母の手を握っていた。


　……寝ねちゃっただけだよね？


　きっとまた僕ぼくの名前を呼んでくれるよね。きっとまた僕の手を握ってくれるんだよね。


　ねえ、そうでしょ母さん。
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〝Isa jesこの夜 qusi xin〈ばしよ〉に fears toga貴女〈わたし〉は peg ilmei shel孤独〈ひとり〉〟


　──Hir qusi約束 clarしましたわたしの, cori, Ema歌を lef memori贈ります





〝jes klessその qusi旋律 medoliaは lef cirkus心の奏, medolia〈ゆらぎ〉 lef zarabel涙の音色〈おどり〉〟


　──jes klessその旋律は qusi sari心の刻 lef sophit〈ふるえ〉, faite涙の lef zarabel讃歌〈まつり〉





〝Hir sinka Iそれは世界を濡らす, bekwist WeR凍〈いと〉しい muas夜の一滴 ririsia harmone〈うた〉 lef twispelなのだから〟


　──Hir sinkaそれは世界を濡らす I, bekwist愛しい HIr qusi夜の celena poe抱擁〈うた〉 lef wevirneなの spilだから





　黄昏たそがれの歌は終わらない。想そう像ぞうを言葉へと編あみ上げ、それを詠うたう。外の世界に溢あふれた想像は音となり鼓こ膜まくを響ひびかせ、また新たな想像の回路へと組み込こまれる。


　修しゆう練れんを修おさめれば〈讃来歌オラトリオ〉無しでも第二音階までなら詠よべる。あの虹にじ色いろ名めい詠えい士しがやってみせたように。


　だが第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアだけはそれが通じない。真精は特定の条じよう件けんを揃そろえた時にしか詠よべないからだ。三重連れん縛ばく──特定の触媒カタリストを用いた上で特定の〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたうことでしか、その歌は真精に届とどかない。真精を詠よぶための触媒カタリストと〈讃来歌オラトリオ〉を見いだし、最後にその真名を呼ぶことでようやく完成を見る。


〈讃来歌オラトリオ〉は母から聞いている。あとは、触媒カタリストがあればきっと詠よべる。母さんがそう言ってくれたから。約束の人とも出会えた。クルーエルさん、ミオさんにも誓ちかった。


　──夜の真精にその想いを伝えなさい──


　伝えよう。僕は、みんなの大切な思い出の場所を守りたい。


　汗あせを拭ぬぐうこともせず、ネイトは自分の名詠式を続けた。
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　密みつ封ぷうされた容よう器きをいくつも両手で抱かかえ、ミオは階かい段だんを二段飛ばしで駆かけ上がった。


　目指すは二年生校こう舎しやの最上部。校庭を一望できる場所だ。教室から盗ぬすみ見た時には既すでに校庭が火の海となっていた。急がないと、せっかくの準じゆん備びが水すい泡ほうに帰してしまう。


「これさえあれば……」


　夜色の炎ほのお。謎なぞを解とく鍵かぎは、ネイトやクルーエルと共にやった触媒カタリストの調合実験だ。


　そしてもう一つ。数日前、クルーエルと交かわした何気ない会話の一切れ。


〝クルル今回の一いつ斉せいテストどうだった？　ヤマが外れたとかぼやいてたじゃん〟


〝あたし？　前と同じくらいだったよ。ぎりぎり二桁けた。学年だと二番だったかな〟


〝え。だって今回の簡かん単たんだったよ。資し料りよう集しゆうの炎えん色しよく反はん応のう覚えてるだけで三問はいけたもの〟


　自然に存そん在ざいしないはずの色の炎を生み出すのは魔ま法ほうでも偶ぐう然ぜんでも、奇き跡せきでもない。本来誰もが知っている触媒カタリストの調合方法。名詠式に打ち込み、その習得書を読どく破はした者ならばその答に辿たどり着ける。


　腕うでの中で互たがいにぶつかり合う褐かつ色しよくの容器。出来うる限かぎり早く。だがこれを割わってしまってはだめだ。容器に罅ひびでも入ってしまえばこの中身は急速に酸さん化か、変へん性せいしてしまう。


「待っててね、ネイト君」


　屋上へと続く扉とびらが視し界かいの端はしに現あらわれた。





　……ここまでか。


　がっくりと、ゼア・ロードフィルは膝ひざをついた。手元にある触媒カタリストが底を突いた。ジェシカに取りに行かせているが、まだしばらく戻もどるまい。事実上、万ばん策さく尽つきた。


　緩かん慢まんな動作でヒドラが近づいてくる。この防ぼう衛えい線を越こえられれば、もう避ひ難なん先の一年生校舎まで障しよう壁へきはない。一年生校舎にも教師が数人控ひかえてはいるだろうが、そちらも触媒カタリストが切れる頃ころだ。


　……一体どうすればいい。一年生校舎に向け再さい度どの避難警けい告こくを出すとするならば、おそらく前回以上のパニックを覚かく悟ごしなくてはなるまい。


　徐じよ々じよに距きよ離りを縮ちぢめてくる怪かい物ぶつを凝ぎよう視しする。誰だれが〈孵石エツグ〉を使用したのか確たしかではないが、まさかこんな怪物が学園内で発生するとは。


「……ん？」


　そのヒドラの動きが突とつ如じよとして止まった。凍こおりついたように。足どりだけではなく五つの首全すべてが硬こう直ちよくしていた。唯ゆい一いつ、その眼がん球きゆうを除のぞいて。眼球だけが不気味に周囲を睨ねめまわしている。


　何かを探さがしているのか？　だが一体何を。


　その謎なぞの行動が読めず、学園を束ねる老人もまた立ち尽くすしかなかった。
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「いま……どうなってるのよ……」


　唇くちびるも舌したも乾かわききっている。無理に声を出したせいで喉のどが痛いたい。ホールの壁かべに背せを預あずけているのでクルーエルからは外の状じよう況きようが分からなかった。


　──わたし、どれくらい気を失ってたんだろう。


　名詠した炎ほのおは通つう常じよう数分で消えてしまう。自分の詠よんだ炎が消しよう滅めつしているということは、少なくともそれ以上の時間が経けい過かしているということになる。左ひだり肩かたの出血も今は止まっていた。一時間か。あるいは数分に過すぎないのか。


「……静か……」


　静せい寂じやくに満ちたホールに自分の声だけが乱こ反だ射まする。どこかから風に流されてくる、火が弾はじける音。独ひとりが怖こわい、そう思ったのは初めてだった。まず浮うかんだのは家族の顔。それが消え、次は友人の顔を思い出した。


　──ミオもネイトも無事なのかな。


　だけど無事でいてくれなきゃ困こまる。戻ってくると言ったケイト教きよう師しもいつになったら戻ってくるのか。でも今は過か剰じように期待しちゃだめだ。こんな状況、校舎の方でも何が起きているかわからない。


　パリン、というガラスが踏ふみ砕くだかれる音。ケイト先生？


　が、続いて鼓こ膜まくに届とどく唸うなり声にその期待は一いつ瞬しゆんにして砕け散った。


「……しつこいのは嫌きらわれるわよ」


　全身に火傷やけどを負う獣けものが自分に向けて距離を詰つめてきた。


　苔こけ色いろの身体は黒く焦こげ色いろに変色し、獅し子しの顔、その鬣たてがみから今なおぶすぶすと煙けむりが上がっている。気を失う直前に自分が追い払はらったキマイラ。焰ほのおに炙あぶられた翼つばさはもう動かないのか、床ゆかに足を引き摺ずるようにじわりと近づいてくる。


　どうする。また血を触媒カタリストに使う？　だけど既に血を流しすぎてる。これ以上やると本当に、起きることのない眠ねむりに陥おちいる気がする。わたしの身体だ、わたしが一番分かる。


「どっちにしろダメか……」


　わたし、十分頑がん張ばったよね。


『愛いとしい巣立ちの雛ひな、孵かえろうとする雛。翼無き歌い手よ』


　声？　まただ。だがそれも、さっきより明めい瞭りように聞こえてくる。


『わたしは貴女あなたの翼。わたしの名を呼よんで』


　夢ゆめの中だけかと思ってたのに、確たしかに聞こえてくる。幻げん聴ちようじゃない。


　呼ぶ──でもわたしにはもう、名めい詠えいに使えるものがないの。


『わたしを詠よぶのに触媒カタリストは不いら要ない。あなたの流した血がわたしをここに詠よび寄せた』





〝我われが、お前の使った触媒カタリストをあえて訊たずねた理由が分かるか〟


〝先ほどの名詠に使われた触媒カタリストが宝ほう石せきでなく『別のとある物』であれば──〟





　だけど、〈讃来歌オラトリオ〉だってわからない……


『〈讃こ来と歌ば〉は不いら要ない。孵るべき雛よ、あなたの殻からを破やぶる音がわたしを起こした』





〝真精の中にも言葉を用いない者がいる〟


〝今小娘おまえは板ばさみにあっている。成長と停てい滞たいの葛かつ藤とう。殻を破りかけ、だが抜け出せずにいる雛のようなものだ〟





　それは誰が語った言葉だったか。感かん慨がいなく聞き流していたはずのものが、記き憶おくの深しん奥おうから泉いずみの如ごとく湧わき上がってくる。


『三重連れん縛ばくは解とかれ、もはや条じよう件けんは満たされた。あなたは既にわたしの名詠を終えている』


　……名詠を、終えている？


　既き視し感のように、ふと脳のう裏りをかすめる朧おぼろ気げな光景。


　競演会コンクールで詠よび出した──輝かがやく炎ほのおに包まれ煌こう々こうと燈もえる、この世ならぬ幻げん想そう的な羽根。


　燃もえ盛さかる羽う毛もう。羽根の形をなぞった炎。


　それが──


　過か去この記憶ではなく、自分を護まもり覆おおうように、いまこの場にその光景が確かに在あった。


『あとはわたしの名を呼ぶだけ。さあ』


　虚うつろな視界の中、灼やけ焦げた復ふく讐しゆう者しやが飛びかかってくる。


　だがそれよりも。意い識しきは語りかけてくる声の方に向いていた。


『あなたが殻に還かえらぬ限かぎり、わたしもまた灰はいの中から甦よみがえろう。あなたが背せを向けない限り、共に新たな夜明けを迎むかえよう。クルーエル・ソフィネット。さあ、わたしの名を呼んで』


　血色を失った唇くちびるからクルーエルは微かすかに吐と息いきをこぼした。


　声にすらならない赤の詠うた。


　だが少女の奏かなでた歌はこの多目的ホールを越こえ、学園を越え──


　世界のどこかで、その刻ときを待つ者の心をふるわせた。


　獣けものの爪つめが何かに触ふれる。なにか柔やわらかいものに。


　そのままそれを引き裂さこうとして、逆ぎやくに獣の爪の方が燃えさかる火か炎えんに包まれる。爪は少女の肌はだではなく、その前に立ち塞ふさがった巨きよ大だいな真しん紅くの翼に遮さえぎられていた。


『あなたが生まれるのを待ち望んでいた。クルーエル、わたしの止まり木よ』


　少女をその翼で庇かばいながら、その鳥がもう片かた方ほうの翼を羽ばたかせる。


　ただの一動作。それだけで、灼しやく熱ねつの熱波がホールを支し配はいした。名詠光を放ちキマイラが強きよう制せい送そう還かんされる。


『動ける？』


　奥おく歯ばを嚙かみしめクルーエルはその場に佇ちよ立りつした。でもこれで精せい一いつ杯ぱい。動くなど論ろん外がいだ。一瞬でも気を抜ぬけばまた意い識しきを失うという確信がある。精神きもちに身体の方がついてこない。


『ならばわたしがあなたを運びましょう。さあ、あなたの道行きを教えて』


　そう告げて、赤の真精──黎明の神鳥フエニツクスはその翼で少女を抱だきかかえた。


『望むのなら世界の果てまで。クルーエル、あなたはどこに飛ぶ？』


　友人が避ひ難なんしている一年生校こう舎しやが真っ先に頭に浮うかんだ。エイダもサージェスも、クラスメイトのみんなは無事に避難できただろうか。校舎まで辿たどり着けばきっと安全だろう。


　続いて、真しん珠じゆ色のドレスを纏まとう少女の姿が浮かぶ。自分に付き添そってくれていた彼女。夜色の炎を作るために必要な物を取りに行くと言っていたが、彼女ならば無む茶ちやはするまい。いつもは子こ供どもっぽくせわしないが、いざという時に彼女がみせる頭の良さは自分が一番よく知っている。


「わたしは……」


　最後に。紺こん色いろのローブを羽は織おる、幼おさない見習い名詠士の顔を思い出した。


　誰一人として同じ名詠を使う者がいない、ひとりぼっちの名詠士。落ち込こみがちで控ひかえめで、失敗してばかりの詠うた使つかい。


　あの子だけは、誰かがいてあげなきゃいけない。


　失敗したら励はげましてあげて、成功したら一いつ緒しよに喜んであげる誰か。


　──傍そばにいて、そっと見守ってあげる誰かが。


『決まった？』


　神鳥からの再さい度どの促うながし。無言で、クルーエルは頷うなずいた。





　汗あせを滴したたらせながらネイトが肩かたで息をする。


　肺はいを焦こがす灼熱の空気。目め眩まいすら起こすほど大きく膨ふくれ上がった陽炎かげろう。


　炎が酸さん素そを奪うばい頭ず痛つうを招まねく。熱が体力を奪い身体からだを蝕むしばむ。


　だが、それでも──歌い続けた。


　炎を越こえ、校庭を越え、学園を越え……世界の何ど処こかでこの歌を聴きいているであろう彼女のために。





　　　　４





「もう……こんなに火が……！」


　屋上から見るとよくわかる。学園の至いたるところで火の手。それが一年生校舎の周辺だけは沈ちん静せい化かしていることにひとまず胸むねをなで下ろす。


「ネイト君のばか。無茶しちゃって」


　校庭が火の海になっていることも驚おどろいたが、その中心に彼の姿すがたを見た時は両手に抱かかえた物を落としかけた。あれじゃ、もうちょっと自分の到とう達たつが遅おそければ蒸むし焼きじゃない。


「……でも、それだけあたしのこと信しん頼らいしてくれたんだね」


　その期待と信頼は裏うら切ぎりたくない。あたしが夜色の炎を呼よび出してみせる。


　両手に持った容よう器きを片手に移うつし替かえた。あとはこれをあの炎ほのおの中に投げ入れればいい。それで校庭に夜色の炎が生まれる。すべきこと自体は、誰もが一度は実験したことがある初歩的な化学実験に他ほかならない。


　夜色の炎。その正体は『炎色反応フレイムリアクシヨン』だ。


　通つう常じよう、火をおこした時の色は赤。しかし炎の中に特定の金きん属ぞくを入れた時だけ、炎は全く違ちがう顔を見せる。ある種の金属塩、たとえばアルカリ金属やアルカリ土類金属を炎の中に入れて強く熱すると、気化して生じた金属原子中の電子が高いエネルギー状じよう態たいに励れい起きする。


　だが励起状態は不安定なので、励起された電子はもとの基き底てい状態に戻もどろうとする。この電子が低いエネルギー状態に移る時に、二つの状態間のエネルギー差に相当するエネルギーを光として放出。この光の波長が可か視し領りよう域いきにある時，炎に金属固有の色がついて見えることになる。


　──すなわち、夜色の光を放つ炎を生み出すことが出来る。


　銀白色をした軟やわらかい構こう造ぞう体たい、空気中ではただちに酸さん化かしてしまう金属。


　元素番号37『Rb』──ルビジウム。


　その語源は『rubidius紅紫色の炎』。これが夜色の炎を呼び覚ます。


　夜色名詠。存そん在ざいしないはずの名詠式は、存在しないはずの炎により完成する。


　あとは彼を信じよう。彼が自分を信じてくれたように。


「ネイト君。いくよ！」


　力の限かぎり、ミオはその容器を屋上から校庭へと投とう擲てきした。





　本ほん能のう的に。五つ首のヒドラは周囲を見回した。


　なにか嫌いやな予感がする。悪お寒かんの正体は分からないが、何かが自分を脅おびやかす。


　自分に敵てきはいない。そう悟さとっているにもかかわらずだ。


　排はい除じよしなくては。


　ざわりと、白の首が残りの首に信号を送る。


　すべからく排除しなくては。


　緑が同意する。


　だが。我われらの敵はどこにいる。


　黄と青が疑ぎ念ねんを発した。


　分からない。だが探さがさなくては。


　四つの首が、八の視線をもって周囲を睥へい睨げいする。


　……あれだ。


　唐とう突とつに、それまで沈ちん黙もくを保たもっていた赤の首が動いた。その視線が、一ひと際きわ炎が燃もえさかっている箇か所しよを指す。


　あの炎、いつからあのような黒い色になった？　前まで、確たしかにあの炎は我と同じ色を保っていたはずだ。


　全ての首が示しめされる方向に目を向ける。十の眼がん球きゆうが、その炎の中に小さな生物を睨ねめつける。燃え立つ黒こく炎えんと似にた色の服を纏まとう、ちっぽけな、一見取るに足りない名詠士。


　──あれか。


　あれが、排除すべき相手か。
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「カインツ……これ、なに」


　背はい後ごを庇かばうエンネが、背せ中なか越ごしにそっとささやいてきた。


　……なんだ？


　右手に触媒カタリストを持つ姿し勢せいで眉まゆをつり上げる。


「──これは……歌？」


　耳を澄すまし、その瞬しゆん間かん、カインツは全身がうち震ふるえた。


　校庭を越こえ、炎を越え、学園全体に静かに浸しん透とうしていく細ささやかな音色。


　猛たける炎の音。吹ふき荒すさぶ風の叫さけび声。その中で、だが確かに聞こえてくる小さなメロディ。


　悲しくて寂さびしくて、けれどどこか懐なつかしい旋せん律りつ。いつかどこかで聞いたことのある──





〝Yer she夜色の紡吟 saria stig〈ちかい〉を lef xeoiあなたの peg pelもとへ〟


　──Yer she 夜色のsaria stig祝謡〈ちかい〉を lef xeoiあなたの下へ, Yer zayixuy遍〈なが〉く、-c-olfey永久〈なが〉く、 she oraいつまでも





〝U da忘れ lostasiaられた dremren子よ〟


　──O la世界〈誰も〉が lasphaあなたを, yupa Lom忘れても dremre neckt僕は、 lostasiaあなたのことを U meide忘れない





　心の奥おく。凍こおっていた想おもいの一いつ端たんがよみがえる。


　──この曲は……あの時の……。


　それ以外考えられない。悲ひ壮そうな想いに満ちた名めい詠えい詩。終わりと眠ねむり、孤こ独どくを望む調べ。


　しかし今、その歌詞が違う。歌っているのは……いや、イブマリーのはずがない。


　歌詞も時間も歌い手も、その全すべてが異ことなる。それでもなお、その旋律だけは──どれだけ永い時を経へてもなお、かつてと変わらぬ繊せん細さいで清せい廉れんな響ひびきを失っていなかった。





〝Isa daさあ boema foton生まれ落ちた doremren子よ〟


　──Isa daさあ boema foton生まれ落ちた子よ doremren新しい風が O hearsa吹き neighti始めました loar





〝O univa sm微睡〈ゆりかご〉の中へ thes hypneお帰りなさい〟


　──eposion微睡〈ゆりかご〉の lef hypne時間は, eposion約束の鐘によって lef xeo終わりを, elmei jes告げた muas defeaのです





〝endeそして Years bestiわたしは── ……〟


　──ende Werそして she pridiaあなたは ……





　紡つむぐ奏うたが一瞬途と切ぎれる。それは〈讃来歌オラトリオ〉が終わる前ぜん鈴れい。歌の終詩に至いたる最後の一小節。


　自分がとうとう聴きかずに終わった──あの時、少女が自ら閉とざした名詠詩。


　完成を待たずしてついえた夜奏の詩編。詠うたわれることなき終詩が……。


「……その続きが……あるのか」


　重なる記き憶おくと旋律。いまなお心に刻きざまれた、あの少女の涙なみだ。


　永えい劫ごうにも近い時の経けい過かの中、幻げん影えいの如ごとくかすんでいた願い高き終ゆ極め。


　その全てを──カインツは思い出した。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　気づかれたか……


　近づいてくる地鳴りにアーマは眼めを細めた。大した奴やつ。まだ名詠門チヤネルすら開いていないのに、〈讃来歌オラトリオ〉から洩もれる微び細さいな気配を捉とらえるとは。もっともそれは、詠よび出そうとするモノがそれほど強力だということでもあるのだが。


　間に合うかどうか、贔屓ひいき目に見ても際どい。


　ネイトの歌は終わっている。あとは触媒カタリストがあれば第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアの条じよう件けんを満たせる。


　しかし。炎ほのおはまだ変わらず赤いまま。


　不本意ではあるが……今ならまだ逃にげられるな。ここでネイトを失うわけにはいかない。それこそネイトの母親に申し訳わけが立たない。


「僕ぼく、待つよ」


　口にしたわけではない。だが自分のすぐ隣となりに佇たたずむ少年はそれを察してきた。


「ミオさんと約束したからね」


　まばたき一つせず、ネイトは真しん紅くの壁かべを見み据すえていた。


　その仕草に、アーマは生しよう涯がいで初めて嘆たん息そくというものを経けい験けんした。すぐ眼前に迫せまった危き機きよりも、果たされるかどうかも不ふ確たしかな一時の誓ちかいを選ぶとは。


　今まで気づかなかった。性せい格かくは似にても似つかないかと思っていたが、まさかこの頑がん固こさだけは母親譲ゆずりだったとは。


　……だが。だからこそ自分はネイトに惹ひきつけられたのかもしれないな。


『構わん。お前の好きなようにしろ。最後まで付きあおう』


　その言葉と同時。何か鋭えい利りな音──ガラス瓶びんが割われる音が学園中に響ひびき渡わたった。





　乾かわいた破は砕さい音が消えた時。周囲の炎は夜色に染そまっていた。





　ミオさん、ありがとう。


　全ての条件が満たされた。……あとは、僕にその度量があるかどうか。


　澱よどんだ肺はいの空気を全て吐はき出す。


『最後まで見み届とどけてやる』


　夜色の名詠生物に向かい、かすかに首を上下させる。


　夜色の炎とはいえその熱に変わりはない。触媒カタリストとしての火か炎えん。最高の効こう果かを持つ反面、最もその制せい御ぎよが難むずかしい。一度失敗すれば間違いなく、今まで積み上げてきた集中力と想像イメージが全すべて砕くだけ散る。二度目は無い。


　肉にく眼がんでも自分に向かってくるヒドラが確かく認にんできる。五色同時励れい起きという、あまりに人じん智ちを超こえた名詠生物。その頭上には数十という単位のキマイラ。


　でも母さんは言っていた。夜の真しん精せいは、きっとみんなを護まもってくれる。


　……全て僕にかかってる……


　集中力に揺ゆらぎは無い。だが、それとはまた別の部分が重じゆう圧あつに浸しん食しよくされていくのを感じた。全身、熱による汗あせとは質しつを異ことにする汗がローブを濡ぬらす。


　じっとしていても立ち眩くらみがする。深しん呼こ吸きゆうしようと背せを伸のばし──





　────え？────





　その途と端たん、全身が平へい衡こう感覚を失った。


　偏へん頭ず痛つう。全身の無気力。目が霞かすみ、視界全体が蜃しん気き楼ろうを作り出す。〈讃来歌オラトリオ〉に集中し過すぎていたせいで身体の異常に今まで気づかなかった。


　急性熱中症しよう。周囲の炎から放出される熱波は、十三歳さいの少年の身体にはあまりに負ふ担たんが大きすぎたのだ。


『ネイト！』


　アーマの声すらどこか幻げん聴ちようめいて聞こえる。黒い炎の中に倒れ込む自分。それを、他人のように意識している自分がいた。夢の中にいるような甘あまい誘いざない。


　だめ。このまま倒れちゃだめだ。そうと分かっていても足を動かせない。


　少年を抱ほう擁ようするように、黒炎がその腕をのばす。





　え……嫌いやだよ。こんなの絶ぜつ対たい嫌だ。約束したもの。たくさんの人と約束したんだ。


　僕だって何かしたいのに。みんなのために何かしたいのに……





　炎がネイトを舐なめるその前に。


　ローブを羽は織おった少年は誰だれかに支ささえられた。自分と炎の間に割り込んできた誰か。無む我が夢む中ちゆうでその手にしがみつく。──でも、だれ？


「ネイト、相変わらず肩かたに力入れ過すぎよ」


　こつんと、頭に軽くこぶしがぶつかる。


「名詠を手伝うことはできないけど、でも、一いつ緒しよにいてあげることぐらいは──」


　──お母さん？


　その声は幻聴かとすら思えた。でも、確たしかに僕はこの人の腕うでに摑つかまってる。


　まぶたをこする。目の前にいるのは母ではなかった。視界を埋うめるのは純じゆん白ぱくのドレス。顔を持ち上げると、左肩に包帯を巻まいた少女の顔があった。


「……クルーエルさん？」


　頷うなずき、くすりと少女が微笑ほほえむ。


「……うそ、どうやってここに。じゃない、そんなことより早く逃にげてください！　火もこんなになってるし、ヒドラだって来てるんです！」


　彼女はこちらの言い分に対して何も言ってこなかった。ただそっと、穏おだやかで落ち着いたまなざしで自分を見つめてきた。


「〈讃来歌オラトリオ〉はもう済すんだ？」


　唇くちびるが動かない。いつしか幻聴が消え、幻覚も姿すがたを消していた。周囲に爆はぜる火炎の音すら聞こえない。彼女の姿だけが視界に映うつり、彼女の声だけが心の深しん奥おうに響いてきた。


　頷くと、その少女が自分の右手を握にぎってきた。


「だいじょうぶ。わたしも一緒にいてあげる。一緒に詠よんであげるよ」


　はじめて。ネイトはここが炎ほのおの中で良かったと思った。




[image: ]


　周囲の熱が、自分の目から溢あふれるものを攫さらっていってくれる。


「ありがとうございます。……もう、今度こそ本当に大丈夫です」





　その上空──二人を祝福するように、神鳥の紅羽が粉雪の如ごとく幾いく重えも舞まい降ふりつもる。





　夜色名詠士は、少女と共に自らその手を夜色の炎の中へと入れた。


　夜色の炎は二人を灼やかず。その輝かがやきは彼らを煌こう々こうと照らす。


　黄昏たそがれ色の灯ともし火びを頭上に掲かかげ──


　約束の歌を、約束の名を、ネイトは詠よんだ。





〝endeそして Years bestiわたしは── ……〟


　──ende Werそして she pridiaあなたは ……





　Ive lef黄昏の、 Armalaspha始まりの女〈イヴ〉──La Selah she あなたはmaria sm夜明けに neight微笑んで




　終奏　『君の望みの喜びよ　─イヴは夜明けに微笑ほほえんで─』







　　　　１





「ねえ……エイダ……あれ何かな」


　一─Ｂ。自分たちの教室に避ひ難なんして息を潜ひそめていると、サージェスがこっそりと耳打ちしてきた。キマイラに見つからぬよう閉しめたままのカーテンをわずかに開け、彼女はそこから外を覗のぞいていた。


「なにって、何もないじゃない」


　場所を交こう換かんしてもらい外を眺ながめるものの、真っ暗な空が果てなく広がっているだけだ。


「違ちがう。あっちの方向よ」


　サージェスの指は校庭の方角を指している。その方向を見つめること数秒。空が蠢うごめいた。


「え……」


　ようやく、クラスメイトの言ったことが分かりかけてきた。


　空じゃない。空かと思っていたのは、深い青あお紫むらさき色いろをした炎。校庭に燃もえさかる夜色の炎が頭上に向けて収しゆう束そくしていく。大おお渦うずの如く炎が一点に流れ込こみ集中し、いつしかそこに薄うす暗ぐらく輝く名詠門チヤネルが生まれていた。あまりに大きすぎるせいで逆ぎやくに、指し摘てきされるまで気づかなかった。


　なにあの、わけわかんない名詠門チヤネル、巨で大かすぎる。あんな派は手でな名詠門チヤネルは見たことがない。


　その門が輝きを増まし、突とつ如じよ弾はじけた。


　それは、名詠式が終わった証あかし。





「…………え？」


　脱だつ力りよくし、ミオは屋上の手すりに寄よりかかった。


　名詠門チヤネルが輝きを増す。名詠門チヤネル完全開かい放ほうの瞬しゆん間かんが自分にもはっきりと分かった。


　第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアで招まねかれる真しん精せいは千差万ばん別べつだが一つだけ共通点がある。あのヒドラや緑の疾竜ワイバーンを筆頭に、詠よび出されるモノがとてつもなく大きいということだ。


　あの名詠門チヤネルから一体どんな巨きよ大だいなモノが出てくるのか。まばたきも忘わすれ見つめていると、なんとその環わは、そこから何も出ないうちに弾けてしまった。


　まさか、失敗？


　確かく認にんしようにも、校庭を照らしていた炎ほのおが消えてしまったから校庭は再ふたたび真っ暗だ。


「どうなったの……」


　唯ゆい一いつ視界に入ったのは、校庭の敷しき地ちに押おし入ってきた巨大な影かげ。理由は分からない。だがあの怪かい物ぶつが唐とう突とつに方向転てん換かんをして、校庭に足を踏ふみ入れていた。


　名めい詠えいに失敗してしまったならもう打つ手がない。今から再さい度ど第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアをする余よ裕ゆうもない。ヒドラが校庭の中央まで近づいていく。さっきまでネイトがいた場所。だが暗くら闇やみのせいで彼の姿すがたは見えなかった。逃げられたかどうかすら定かでない。


　むしろ見たくない。明かりが灯ともって、まだあの場所にネイトがいたら……


　が。あまりに皮肉なタイミングで、消えかけていたネオンに電気が通った。学園が再度ライトアップ。再び、校庭が煌こう々こうと照らされる。


　──おねがい。どうかいないで。逃げてて。


　まぶたを灼やく眩まぶしさの中、それでもその場所を見み据すえ──立ち眩くらみが起きた。


　……うそでしょ。


　彼はその場に立ったままだった。しかもその隣となりに、ホールで休んでいるはずの友人の姿まで。


「ネイト、クルル逃にげてぇええっっっ！」


　屋上から声を張はり上げる。聞こえるはずがない。だがそれでも叫さけばずにはいられなかった。このままでは三人ともあの怪かい物ぶつに踏みつぶされて……え……さんにん？


　視力は悪い方ではない。紺こん色いろのローブを羽は織おった少年。これはネイト。白いドレスの少女、こちらはクルーエル。あと一人、ネイトたちのいる場所に誰かが立っていた。


　全身黒い布ぬので覆おおったような真っ黒の人。あれは、誰？


　いや。まさか。


　てっきり夜の真精は大きいものだとばかり思っていたが、あれこそが──





　それは、名詠門チヤネルからは現あらわれなかった。


　名詠門チヤネルが弾けた瞬間、ネイトの影の内部から浮うき上がってきたのだ。


　立体的な影がゆっくりと背せを伸のばす。それでも明らかに小さい。自分と同じ、いやそれよりも低い身長しかない。身長。すなわち、体長でなければ体高でもない。


　目の前のそれは人間の形けい状じようをしていたからだ。


　漆しつ黒こくの、だが透とう明めい感のある身体からだ。影を纏まとった人間。しかもそのフォルムはどこか女じよ性せい的だった。少女が真っ黒の塗と料りようを頭からかぶったような──一言で表すなら、おそらくそう喩たとえるのが一番近い。


　が、それをじっと眺ながめる間もなく、隣の少年が不意にぐらりとくずおれた。


「──ネイトっ？」


　仰あお向むけに倒たおれる寸すん前ぜんの少年。あわやというところで、クルーエルは彼を右みぎ肩かたで支ささえた。いくら呼よんでも返事がない。目をつむったまま。意い識しきがない？　ヒドラがすぐそこまで近づいてきているのに、こんなときに──


『張りつめてた気持ちが緩ゆるんじゃったのね』


　振ふり返る。いつの間にか、自分たちのすぐそばに夜の真精が立っていた。


『でも、よく頑がん張ばったと褒ほめてあげるべきかしら』


　手の形をした影。指先の形をした影がそっと少年の頰ほおを撫なでる。


「……あなたが夜の真精？」


『そうなるわね。クルーエルさん』


　唐とう突とつに呼ばれた自分の名にぎょっとした。神鳥のように自分が詠よび出したものならばともかく、なんで夜の真精がわたしの名前なんて知ってるの。


『ふふ、あの子に教えてもらったの』


　真精が顔を上に向ける。その方向──夜の星空に同化するように、何か巨大なものが頭上に羽ばたいていた。巨お大おきい。目もく測そくだけだが、大きさならばあのヒドラに匹ひつ敵てきするくらいあるかもしれない。


　学園の照明に照らされて浮き上がるシルエットは……これは竜りゆう？


　地に亀き裂れつを生じさせながらヒドラが加速。それを横目に捉とらえながら夜の真精が空を仰ぐ。


『アーマ、あいつはわたしが相手する。あなたはクルーエルさんとネイトを避ひ難なんさせてあげて』


　──承しよう知ち──


　パイプオルガンの最も低い鍵けん盤ばんを鳴らしたような重低音。本当に声なのか疑うたがいたくなるほどの振しん動どうが頭の上にのしかかってくる。いや、だがそれよりも。


　アーマ？　自分の知る名前ではないか。


　……まさか、この頭上の竜は……


『トカゲではないと言っただろう。とはいえ悠ゆう長ちように話してる暇ひまはないな。連中が来るぞ』


　自分たちのすぐ背はい後ごに漆黒の竜が降り立つ。その風圧でふわりと髪かみがゆれる。


『イヴ、そちらは任まかせる。小こ娘むすめはネイトを抱かかえてさっさと乗れ』


「クルーエルさん──」


　一いつ瞬しゆん、背後に人がいるかと錯さつ覚かくした。黎明の神鳥フエニツクスやアーマのような、どこか朧おぼろ気げな声じゃない。背にかかる声は、どこにでもいる人間の少女のそれだった。


「本当にありがとう。ネイト一人じゃとてもわたしを詠よぶことは出来なかった。あなたがいてくれたからこそわたしがここにいる。ネイトに代わって感かん謝しやします。出来ることなら、これからもこの子を助けてあげて」


　この子？　それって普ふ通つうの言い方じゃない気がする。まるで我わが子に対して言うような言葉だ。真しん精せいが人間に対して使う単語としては不適当ではなかろうか。


　それを尋たずねようか迷まよう間もなく、クルーエルの身体が浮ういた。何の警けい告こくもなく、夜色の竜が自分たちを前まえ肢あしに抱えて翼つばさを羽ばたかせる。


「ちょ、ちょっと、もっと丁てい寧ねいに運んでよ！」


　ネイトを背負ったままアーマの前肢に摑つかまる。速度もそうだがあまりに不安定な足場のため、少しでも気を抜ぬけば即そく座ざに振ふり落とされてしまいそうだ。それに何より、この竜は飛び方がぎこちない。慣なれてないというか、自分をここへ連れてきた神鳥と比くらべたら明らかに下手すぎる。


『飛ぶのは久ひさ方かたぶりなのでな』


　悪びれた様子もないままふてぶてしく言ってくる相手。この尊そん大だいぶった言い方に確信する。もはや疑いない。この竜は自分がよく知っている名詠生物だ。


「……この巨きよ大だい飛びトカゲ」


『なにか言ったか』


　いつもと変わらず聞き返してくる相手に、クルーエルは思い切り首を横に振ってみせた。


「何も。そんなことより、そんなに大きいなら最初から出てきなさいよ」


『我われと〈始まりの女〉は連れん奏そう型名詠。片翼が詠よび出されぬ限り、もう片翼もまた出ることができない』


　初めて聞く特とく殊しゆなタイプ。だがそれに目を瞑つむってもなお、訊きかなくてはならないことがあった。


「……あの真精って何者なの？」


　眼がん下かで佇ちよ立りつしたままの夜の真精。なんだか違ちがう。何が違うかは分からない。だけど、さっきまでいた神鳥ともこの夜色トカゲとも違う気がする。仮かりに人間と真精の間に両者を隔へだてる一線があったとして、あの真精はその線上に立っているような。


「イヴ、って言ってたわよね。それがあの真精の名前？」


『あれに名前などない。イヴとは、自ら名を捨すてたあの娘に対し、我が贈おくった名だ』


　低空飛行から、漆しつ黒こくの竜が急に高度を上げる。耳元で唸うなる風鳴りにもかかわらず、この真精の声は鮮せん明めいさを保たもっていた。


『イヴ──夜色名詠をこの世にもたらした〈始まりの女〉』


　夜色名めい詠えいをこの世に？　その返答に、背せ中なかに担かつぐ少年の顔を見つめる。


「え。だってそれってネイトじゃないの？」


『お前も聞いていただろう。夜色名詠を構こう築ちくしたのはネイトではなく、その母親だと』


　ますます意味が分からない。ネイトの母親は亡なくなったはずで、彼女が夜色名詠をつくったというのは分かるが、なぜそれで夜の真精の名前がイヴなのか。


　それを尋ねる前に、相手はさっさと自分の用よう件けんを言ってきた。


『耳を塞ふさいでいろ。やらなければならないことがある』


「……やらなければならないこと？」


『吼ほえる』


　あまりに簡かん潔けつな一言が全身を怖おぞ気け立たせる。


　吼えるって、ちょ、ちょっと待ってよ。わたし左手怪け我がしてて右手はネイト抱かかえてるのよ。耳なんか塞げないからできればちょっと控ひかえめに──


　願いむなしく、漆黒の竜りゆうが放った咆ほう吼こうにクルーエルは一瞬意識が遠くなった。





『O she主の片翼 saira〈かりそめの主〉 qersonie──我が名は Laspha〈牙剝く者──Armadeus〈アマデウス〉〉。孤こ独どくな夜よ闇やみの娘に惹ひかれ、その正統な後こう継けいに誘いざなわれた。夜の名詠に従したがい、而しかして我はそれを世界に知らしめそう！』


　その声は学園だけではなく、世界の最端まで拡かく張ちようした。





　上空に羽ばたく竜は追わず、ヒドラは地上に残っている小さな真精へと照しよう準じゆんを合わせた。


　あの巨大な竜からも危き険けんな匂においがする。だが本当にまずいのは、この眼前に佇立する小さな真精。


　この真精からこそ、自分を脅おびやかす何かが伝わってくる。


　ヒドラが吐はき出す灼しやく熱ねつの吐と息いきが校庭を再び火の海に変えた。夜の真精が今までいた場所を完かん膚ぷ無きまでに焼き尽くす。


　跡あと形かた無く、直前まで立っていた場所から夜の真精が消失した。あっけない、そうヒドラが判はん断だんするより先。


「悪いけどこの学校、わたしにも大切な場所なの」


　その声はヒドラの頭上から聞こえてきた。声の方向を頼たよりに、敵てきを探さがそうと五つの首が周囲を睨ねめまわす。


「好き勝手やってくれたお礼、させてもらうわよ」


　やがて。十の瞳ひとみが校庭の端はしで釘くぎ付づけになった。地上から優ゆうに二十メートルはある高度。


　校庭に設もうけられた照明用の鉄柱。漆黒の真精はその真上に屹きつ立りつしていた。
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「なあミラー、俺おれたちは夢ゆめでも見てるのか」


　頰ほおをつたう汗あせを拭ぬぐうことも忘わすれ、ゼッセルは頭上の竜を見上げ続けていた。夜色の帳とばりの中、虚こ空くうを羽ばたく漆しつ黒こくの竜。あまりに巨きよ大だいで雄お々おしい。名詠生物なのは間違いないはずだが、あれは一体何色の真しん精せいなんだ。


「……昔のことを思い出したよ。ひどく昔のことだけどな」


　眼鏡めがねをかけた教きよう師しがため息をつく。


「偶ぐう然ぜんだな。俺もだ」


　夜色の真精に瞬まばたきすら忘れ、ゼッセルもまた吐息をこぼした。


　記き憶おくの最さい奥おうで半ば澱よどみかけたものが、十年以上も眠ねむっていた言葉がよみがえる。


　──わたしがしたいのは、夜色名詠です──


　エルファンド学舎時代。クラスでただ一人、誰だれとも馴な染じまず教室の端に座すわっていた少女がいた。自分が赤色名詠に、ミラーが青色名詠に、エンネが白色名詠に打ち込こんでいる中、ただ一人存そん在ざいし得ぬ色を求めて奮ふん闘とうしていた少女。


　だけど、まさかな。第一、もしあいつが夜色名詠とやらを完成させていたのなら、とっくにその名前が世界中に響ひびき渡わたっていてもいいはずだ。それこそあの虹にじ色いろ名詠士のように。


　そして。


　漆黒の竜が吼ほえたのはその時だった。





『O she主の片翼 saira〈かりそめの主〉 qersonie──我が名は Laspha〈牙剝く者─Armadeus〈アマデウス〉〉。孤独な夜闇の娘に惹かれ、その正統な後継に誘いざなわれた。夜の名詠に従い、而しかして我はそれを世界に知らしめそう！』





　夜の名詠に従い──


　孤独な夜闇の娘──


　まさか……


「……はっ、あはははっっ、なんてこった！」


　額に手をあて、ゼッセルは大声で笑いをあげた。目の端からなにかが零こぼれてくる。


　自嘲わらうしかない。教室中から小こ馬ば鹿かにされていた少女。教師から学校から疎そ外がいされていた少女。それなのに、この学校はその彼女の手によって守られようとしているというのか。


　称たたえるのか、あるいは悔くやむのか。自分は一体何をすればいい。


　俺たちはなんて──


「わたし、なんて愚おろかだったのかしら」


「……ジェシカ先生？」


　校舎内で生徒を誘ゆう導どうしていたはずの、エルファンド時代の恩おん師し。


「あなたが……正しかったのね。イブマリー」


　涙なみだを拭ぬぐうことすらせず、その教師長はただ一いち途ずにかつての教え子の名を呼び続けた。
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「な、なんでいきなり怒ど鳴なるのよ！」


　耳鳴りの残る鼓こ膜まくに手をあてクルーエルも怒鳴り返した。自分からすればとんだ災さい難なんだ。


『自分の死期を知っていた少女。それだけなら世界のどこにでも転がっている話だ。だが大たい抵ていの人間がそれを受け入れるところ、娘むすめはその運命を嫌きらった。何もしないまま消えていくわたしは、それではなんのために存在するのか──少女は何か、この世界に自分がいたという証あかしを残そうとした』


　さきの咆ほう吼こうと比くらべれば無音にも等しいほど抑おさえた声で、アーマは独ひとり言のように言ってきた。


『少女が目を付けたのは名めい詠えい式だった。何か新しいことをしてやる、そう考えた娘はたった独り研究に身を削けずっていった。自分なりの新しい名詠式を半分ほど仕上げた頃ころ、だが少女の身体からだは既すでに病びよう魔まに蝕むしばまれていた。間に合うかどうか不安に怯おびえる中、少女は一人の少年と出会う。その出会いが、文字通り少女の運命を変えた』


　最もふさわしい言葉を選ぶ間の迷まよい。そう思わせる余よ白はくをあけて続けてくる。


『出会うなり、少年は娘に勝負を申し込んだ。挑ちよう戦せんといった方が適てき切せつかな。どちらが早く自分の名詠式を習得するかという賭かけをな』


「それが、どうして運命を変えたなんてなるの」


『少女は満たされたのだ。今まで孤こ独どくでしかなかった自分。死期を知っていたがゆえ他人と交わらずにいた自分。そんな自分を認みとめてくれる相手が見つかったのだ。自分を認めてくれる者、すなわち自分を覚えていてくれる者の存在。ならばもはや、自分の存在証しよう明めいのために名詠式を創つくり出す必要はない。これ以い降こう、少女の気持ちは揺ゆれ始めた』


　その気持ちはクルーエルにも痛いたいほど分かった。その少女に対し親身になれる理由も、自分で理り解かいできる。


　自身が数日前、同じ経けい験けんをしたからだ。


　──クルーエルさんは絶ぜつ対たい、名詠士が似に合あうと思います──


　認めてくれる人がいるだけで、どれだけ楽になれるか。


『彼がしてくれたように、自分も他人の孤独を癒いやす存そん在ざいでありたい。少女が行き着いた結けつ論ろんはそれだった。世界を回って、同じような苦しみを持つ者に声をかけたい。だがそうしたくても、娘自身の命はもう幾いくばくも残っていなかった。どちらが先に名詠式を習得するかという少年との約束を守りたいのも本音。しかしどうやっても両方同時にはできない。だから──』


　饒じよう舌ぜつ家かの、三日月型の瞳ひとみが微かすかに揺ゆれる。


『両方を成し遂とげるために、少女は名を捨すてた』


　悔かい恨こん。迷い。羨せん望ぼう。慟どう哭こく。その瞳に一体どれだけの感かん情じようが交ざっているか、間近で見ているにもかかわらずクルーエルには分からなかった。


『名詠とは自分の望むモノを詠よぶ。ならば、死後の自分を詠よび出させることもできるのではないかと娘は考えた。自分が構築した名詠式の、自らがその支し配はい者──すなわち真しん精せいとなることによってだ』


　そんなこと、本当に可か能のうなのだろうか。すぐに信じられるようなことじゃない。


　──なのに、なぜだろう。


　そう告げてくる相手の瞳には、それを嫌いやでも信じさせるような、……いえ、信じなくてはならないような気持ちにさせる、冷たくて綺き麗れいな悲しさがあった。


「それ、現げん実じつにあった話なの……」


『さあどうだろうな。なんということもない、ただのお伽とぎ話ばなしかもしれんな。……だが』


　竜りゆうは、その口元を微かすかにやわらげた。人間ほど器用な表情ではない。だがクルーエルには分かった。確たしかにそれは微び笑しようだった。


『今の咆ほう吼こうはあの娘への、我われからの餞せん別べつだ』


　あの娘とは。そう聞く前に、クルーエルは今度こそ閉へい口こうした。


『さて今からキマイラ共を一いつ掃そうするぞ。摑つかまっていろ』


　今から？　わたしたちを乗せて？


　冗じよう談だんじゃない。あなたの不器用な飛行はただ飛んでるだけで怖こわいのに、これから空中戦だなんて。それこそ命がいくつあっても足りるわけがないじゃないの。


『我がただのトカゲではないことを証明する良い機会ではないか？』


「……しっかり聞こえてたんじゃない。この夜色羽つき巨きよ大だい飛びトカゲ……」


　にやりと。前の微笑とは違う、明らかに意地悪げな笑えみを真精は浮うかべてきた。





　さてと……


　鉄柱の上から夜色の真精は学園を見渡した。学園全方位で上がる火の手。校こう舎しやや他の建物も手当たり次し第だい破は壊かいされてしまっている。頭上を覆おおうキマイラもまだ相当数が残っているらしい。よくもまあここまで暴あばれたものだ。


　──この学校を守ってください。


　それが名あ詠の者子の願い。真精として詠よばれたからにはその責せき務むを果たさねばなるまい。だがそれに加えてもう一つ。個こ人じん的な感情を交えるならば、このヒドラはもう一つ許ゆるされざる罪つみを犯おかした。


　そう。あいつが腕を折ったのはお前のせいだ。


「十数年ぶりの再さい会かいだっていうのに、それを汚けがしてくれた罪つみは重いわよ」


〈始まりの女〉が鉄柱を蹴けり宙ちゆうに浮く。


　怒いかりの声に、だが微かに喜びの感情を含ふくませて。





　　　　２





　一対数十。たった一体を相手に、百に届とどくほどの数だったキマイラがその数を半分以下に減へらしていた。数を確かく認にんしようと思った矢先、新たに一匹ぴき撃げき墜ついされて地上に落ちてくる。あるものは尾おに打ち落とされ、あるいはその翼つばさに薙なぎ払はらわれて。圧あつ倒とう的な数差がまるでハンデになっていなかった。


「なんなの……あれは」


　たった一体の闖ちん入にゆう者しや。夜よ闇やみ色いろの体表を持った竜。あのヒドラを抜ぬかすならば、これだけの巨きよ軀くをした名めい詠えい生物をエンネは今まで見たことがない。真精？　だが一体何色の。


「──間に合ったみたいね」


　ぞっとするほど近く。その声は自分の真後ろから聞こえた。自分とカインツのちょうど中間。自分たちの影かげが重なり合っている場所。


　声が出ない。振ふり返ったそこに、人間大の『影』が佇たたずんでいた。体中に黒いペンキを塗ぬったなどというレベルではない。透とう明めい感のある、光こう沢たくを放つ夜色。そしてその形状は、十数歳さいの少女のそれを思わせるシルエット。


　真精？　第二音階名詠ノーブルアリアである黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプや赤サのラ小マ型ン精デ命スを超こえる、第一音階でのみ詠よび出せる名詠生物。大たい概がいがドラゴンなど巨大な生物だが、こうして人の姿をした真精は初めて見る。


「エンネ」


　にわかに名詠生物が呼んだ自分の名に、反はん射しや的に身体が強こわばった。


「ここももう危あぶない。知ってるでしょ。真精同士の戦いは周囲を焦しよう土どに変えることだってある。いつ飛び火するかわからないから一年生校こう舎しやの方に避ひ難なんしてなさい」


　ドクン、と胸むねが一ひと際きわ大きく高鳴った。知ってるでしょ──この台詞せりふはどういうことだろう。この真しん精せいは、まるでわたしを知っているかのような言い方をしてくる。


　初めて見る相手。そう、わたしはこの真精と初めて会うはず。……だけど、なんでこんなに胸むな騒さわぎがするの。


「ヒドラはわたしとカインツで引き受ける。一年生校舎あつちで仲良し二人組がそろって疲つかれてるようだから、向こうを加か勢せいしてあげて」


　いつどこから取り出したのか、少女の形をした真精が革かわ袋ぶくろを放ほうり投げてきた。受け取ったはずみに、革袋がじゃらっという硬こう質しつの音を響かせる。中身は触媒カタリスト用の宝ほう石せき？


「さ、行きなさい」


「で、でも──」


　その真精が、まるで嘆たん息そくするかのように腕うでを組んでみせた。


「エンネ・レビネシア。心配性しようなのは直ってないわね」


「えっ？」


　──orbie clar〈ゲーティア七十二柱〉, dremreより : Goetia第四十一鍵、 : Focalorフォカロル──


　途と端たん、エンネの足あし下もとに伸のびる影が膨ふくらんだ。濡ぬれ羽ば色の翼を持つグリフォンが浮かび上がる。これは、わたしの影を触媒カタリストに？


「彼女を連れていって。到とう着ちやく次し第だい、あなたもその場で加勢してあげて」


『御み心こころのままに』


　頭に直ちよく接せつ響くような重低音。頷うなずき、グリフォンが翼を羽ばたかせる。


「な──なんで真精あなたがわたしのフルネー……」


　言葉尻じりはグリフォンの翼はば音たきにかき消されてしまった。


　一体、あなた誰なの。返事が返ってくるまでの一ひと呼こ吸きゆう分の沈ちん黙もく。


　真精の、影で出来た身体には目も口も無い。表情など読み取れない。だが不思議と、この真精が自分に向かってウインクしたのが分かった。


「同級生クラスメイトだから、よ」


　……なにそれ。


　グリフォンが自分を乗せて地を離れてしまった。一瞬まばたきした隙すきに、もう高度が三階建ての建けん造ぞう物に並ならんでいた。地上に残るカインツと謎なぞの真精は既に小指ほどの大きさになってしまっている。


「ねえ……あなた本当に誰なの」


　ぽつりと、自分にしか聞こえることのない呟つぶやきがあふれた。叫さけんだところで聞こえるはずもない。置いてけぼりをくらったような空くう虚きよ感だけが胸に残る。


　わたしが昔会ったことあるとしたら──


　昔って、どれほど昔なのか。教員になってからでないことは確か。ならばそれよりもさらに前。わたしが、まだ学生の時？


　記憶を遡さかのぼる。学生の頃ころ自分の夢は有翼馬ペガサスを詠よぶことだった。ゼッセルもミラーも、今や名めい詠えいを生徒に教える立場だ。彼らもまた、ミドルスクール時代からの目標だった名詠を成功させている。カインツに至いたっては誰だれもが認める虹にじ色いろ名詠士にまで上り詰つめた。


　多くの者が、自分の夢ゆめを叶かなえている。誰もが認める名詠。誰からも受け入れられる名詠。誰にも笑われない、目標。


　──そういえば。それとまるで反対の子がいなかったっけ。


　いつも教室の隅すみに座すわっていた少女。誰にも認められず一人だった少女が。


　でも名前が出てこない。名前はなんといったか。自分の夢に向かっていたあの子。名前は出てこない。なのに彼女が目指していた名詠だけは、今も頭の中に色褪あせぬまま残っている。


　夜色名詠。自分が乗せられている名詠生物の色は頭上の夜空と同じもの。そういえば、さっき自分とカインツを助けてくれた謎なぞの騎き士しも同じ色を──


「うそでしょ……あなたなの、ねえあなたなの──────」


　なんで、なんでよ！


　空中から呼びかけようとしても、名前だけが出てこなかった。
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　夜色名詠。しかもこれは第一音階、夜の真精？


　目の前の相手が何であるか、カインツは本能的に悟さとった。誰が詠よび出したかなんてどうでもいい。呼吸する毎ごとに奔はしる鈍どん痛つうに奥おく歯ばを嚙かみしめながら突然の来らい訪ほう者しやを見つめる。


　これは、偶ぐう然ぜんなのか……


　目の前の真精の声こわ音ねは、自分の記憶に残るとある少女の声とまるで同じだった。声だけではない。その背せ丈たけ。体型。全すべてが彼女を想おもわせる。だけど、そんなことがあるなんて。


　渇かわききった口内にはもはや一いつ滴てきの水分すらも無い。だが唾つばを飲みこむこともできなかった。いつしか左手の痛いたみも周囲のざわめきも消えている。


　どこか別世界に入り込んだような奇き妙みような浮ふ遊ゆう感すらある。


　さながら、自分と眼前の真精だけの世界。


「手はだいじょうぶ？　骨こつ折せつしてるんでしょ」


　あまりに唐突に、影で出来ているはずのその真精が自分の左手に触ふれてきた。慣なれ慣れしいとは思わなかった。ずっと昔、こうしたかけ合いをした相手が一人だけいたからだ。


　たった一人。つまるところ、思い当たるのは一人しかいない。全すべてがあの時と同じ。言葉にならない懐なつかしさが心の隙すき間まを埋うめていく。十数年分の亀き裂れつを。


「無む茶ちやしたわね。あなたらしくない」


　影かげで出来ているはずの指が自分の左手をなぞっていく。その指にはぬくもりがあった。目の前に起きていること全てを受け入れるなんて出来るわけがない。だけど、この温かみだけは拒きよ否ひできない。


「……キミなのか」


　混こん沌とんとした感情の中に、自分でもわからない何かが生まれていく。わずかな恐きよう怖ふと畏い敬けい。懐かしさと、愛いとおしみ。理り解かいできそうにないその思いを、カインツは全て言葉にした。たった一言に全てを込こめて。


　──イブマリー。


「約束は守ったわよ」


　漆しつ黒こくの身体はどちらが背中なのかすら朧おぼろ気げだ。にもかかわらず、カインツには確たしかに見えた。夜色のヴェールを纏まとうその内側、少女がこちらを向いて悪いた戯ずらっぽく微笑ほほえんでいる。


「驚おどろいた？」


　どこまでも淡たん白ぱくな言いようが胸に響いた。


　……キミは、変わってないね。


　あの時のままだ。自分の知っている少女が、永い時を経へて自分の前にいる。


　全てを表すはずの虹色にない、ただ一つの色。自分の唯ただ一人のライバルであり、認みとめた友人であり、それ以上の何かかもしれない相手。


　まぶたを半分ほど降おろし、カインツは首を横にふった。


「キミが非ひ常じよう識しきなことをするのは慣れてるよ」


　離はなれた場所から地鳴りが近づいてくる。


　説明はいらないの？　彼女が試ためすように言う。


「キミが約束を守ってくれた。それで十分さ……」


　少女に背を向けた。見られないように。悟さとられないように。目元をぬぐう。


「でも、わたしはまだあなたの名詠を見てないわ」


　徐じよ々じよに鮮せん明めいさを帯びてくるヒドラの姿すがたへと、夜の真精はきびすを返した。


「あいつ案外手て強ごわいみたい。後方支援バツクアツプお願いできるかしら、虹色名詠士さん？」


　答えるまでもない。一度だけ頷うなずき、カインツはコートをひるがえした。
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『あらかた片かたづいたな』


　屋上に降り立ったアーマが翼つばさをたたむ。あらかたというより、掃そう討とうし尽つくしたと言った方が適てき切せつだった。頭上を見上げて映うつるのは青白い月光りと星の瞬またたきだけ。


「……もう絶対、あなたの飛行訓練には付きあわないからね」


　襲おそい来るキマイラを躱かわすための急きゆう降こう下かに急上じよう昇しよう、急ブレーキ。何度この夜色トカゲが宙ちゆう返がえりをしたか、十を超こえたあたりから記憶が定かではない。そのぶんクルーエルからすれば寿じゆ命みようが縮ちぢむ思いだった。気を失ったままだったネイトがうらやましい。


「ねえ、あっちの方加勢にいかないと」


『〈始まりの女〉の方か？』


　ヒドラの相手はむしろこの竜りゆうの方が適てき役やくではないだろうか。体たい軀くも互ご角かく、力勝負でも負けないだろう。なのになぜ少女の外見をした真しん精せいがわざわざあの怪かい物ぶつの相手を引き受けたのか。それが腑ふに落ちない。


『暖あたたかく安全な場所からあえて抜ぬけ出ることは容よう易いではない』


　けれど相変わらず、この名詠生物の口ぶりは要よう領りようを得ない。


『それを、あの二人は殻からから抜け出した。だから任まかしただけのことだ。案ずることもない』


「二人って、誰と誰のこと？」


『少女と、約束の少年。あの二人はそれに十数年を費やしたが、まあ仕方あるまい』


　だめだこれは。このトカゲは説明するという以前に自分の世界に入ってしまっている。


　アーマから顔を逸そらし、クルーエルはネイトを屋上に寝ねかせてやることにした。


『お前にもいつか分かるだろうさ』


　意味ありげな台詞せりふにクルーエルはふり向いた。同時、まぶたに入った光の筋すじに目を灼やかれた。いつの間にか東の空がうっすらと明るくなり出している。


　──夜明けが近づいていた。
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〈始まりの女〉の放つ夜色の槍やりがヒドラを抉えぐる。怒ど声せいを上げた青色の首が驟しゆう雨うを思わせる量の水みず飛沫しぶきを頭上へと吐はき出し、一いつ瞬しゆんの後、それが巨大な氷ひよ塊うかいへと変へん貌ぼうする。間かん髪はつ入れず、黄の首が轟ごう音おんを従したがえる稲いな妻ずまを。


　身を捩よじって躱す少女に、赤の蛇へびが灼しやく熱ねつの吐と息いきを浴びせる。


　──『Ruguz青の歌』──


　夜の真精に炎ほのおが被ひ弾だんする直前、カインツの詠よんだ水すい膜まくがそれをブロックした。


　……まずいな。


　見た限かぎり両者の潜せん在ざい的な力はほぼ互ご角かく。だが彼女の方が押おされていた。


　この差はおそらく、余よ波はの被害に対する意い識しきの違い。相手を倒すことだけを考えるヒドラ。一方で、夜色の少女の方は周囲に被害が及およばない程てい度どに力を制せい限げんしてしまっている。


　それを見ている自分は、彼女に向けられた攻こう撃げきを迎げい撃げきするので手て一いつ杯ぱい。第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアで攻撃に打って出るだけの余よ裕ゆうはない。触媒カタリストもいよいよ底を突く。


「これが最後の名めい詠えいか……」


　手のひらで転がる五つの宝ほう石せき。五色、すべての名詠一回分ずつ。第二音階名詠ノーブルアリアで小型精命を五体、攻撃に向かわせる。あるいは今のようにヒドラの攻撃を防ふせぐ防ぼう御ぎよ役に徹てつするか。最良の選せん択たくではなく、消去法で削けずった結果、残ったものがこの二つしかなかった。


　そう、このどちらかの選択しかない。


　そのはずなのに、この嫌けん悪お感はなんなんだ……？


　五つの宝石を握ったまま拳こぶしが開こうとしない。どこかで、それを頑かたくなに咎こばむ自分がいる。


　──わたしはまだ、あなたの名詠を見ていない──


　彼女の言葉が脳のう裏りで幾いく度ども繰くり返される。


　あなたの名詠。あなたの……





　ボクの名詠とは、なんだ？





　いや……本当は解わかっている。自分でも知っている。五色全すべてをこなす名詠士。だがそれは、各一色をマスターした名詠士五人が集まってしまえば、それと大差無いことに。


　それは「カインツ・アーウィンケルの名詠」と程ほど遠とおいことに。


〝カインツ、もうちょっと頑がん張ばろう。最後まで諦あきらめちゃだめよ〟


　この十数年でエンネは心根が強くなっていた。


〝今日のクルーエルさんの名詠をみて……すこしだけ考え直そうかなって。……クルーエルさんはあんなに楽しそうに。だから、僕ぼくもどうせやるなら名詠を楽しくやりたいなって。そうしながら名詠式を勉強していけたらなって〟


　幼おさない名詠士は自分の生き方を見つめ直した。


　夜色の少女だってそうだ。全てをかなぐり捨すててここにいる。


　それに比くらべて自分はどうだ。過か去こから変わっていないということは、あの時からまるで進歩していないということではないか。


　……殻からに籠こもっていたのはボクの方だったのか。


　夕ゆう陽ひの場所、発表会でのスポットライト──変わっていない学校の景色を探さがす自分。


　自分は変わっていないと自らを欺あざむき続け、過か去この記憶に縋すがっていた。


　……もう、認みとめよう。自分が覚えているあの時は戻もどらない。受け入れよう。時間は決して逆さか巻まかない。


「イブマリー、もうボクは、君の知っているカインツじゃないかもしれない」


　過去の記おも憶いでを捨てる気はない。だがそれでも、自分もまた変わらなくてはならない。


　あのヒドラが五色同時励れい起きで出来ているというのなら自分にできないはずがない。あんな毒々しいだけのものは、ただ五色が出で鱈たら目めに混まじっているだけだ。


　あの日あの時。イブマリーと誓ちかった虹にじ色いろは、そんなものじゃない。


　誓いはまだ果たされていない。ボクはまだ、キミに本当の虹色名詠を見せてない。


　──ばか。気づくのが遅おそいわよ──


　風に流され届とどく彼女の声。一瞬の弛ゆるみが致ち命めい傷しようとなる、凍こおりつくほど張はりつめたせめぎ合いの中。だがそれでも──未み曾ぞう有うの怪かい物ぶつを相手にしながらも、誓いの少女は自分だけを見つめてくれていた。


　さあ、なにを詠よぶ。


　自分が自分に語りかける。迷いは赦ゆるされない。悩なやめば二度と戻れない逡しゆん巡じゆんの迷めい宮きゆうだということは分かっていた。本当に出来るのか。失敗はしないのか。詠よべたとして、それは本当にこの状じよう況きようを打だ破はできるのか。過去の自分が問い詰つめてくる。


　──だけど、もういいんだ……今までの自分を捨てる覚かく悟ごは出来ている。


　目を閉とじる。〈讃来歌オラトリオ〉はいらない。名詠するのは自分自身。自身を映しだす鏡。心の中で想おもうままを形に。それを詠よび出せばいい。


　──そう、本当に大切なことがようやく分かった。いや、思い出した。


　右手に光の円えん環かんが生まれた。まぶたを閉じてなお、右手に生まれる輝かがやきを瞳の中に感じる。虹色の煌きらめき。星光よりも煌こう々こうと、月げつ影えいよりも清せい麗れいに。


　宝石が手から零こぼれ落ち、右手に虹色の何かが生まれるのを感じる。


「イブマリー！」


　カインツの叫さけびに応こたえ、〈始まりの女〉が右手の指を打ち鳴らす。


　怪物の足あし下もと、ヒドラ自身の影かげが本体に向かって絡からみつく。攻撃も送還の効こう果かもない、ただの束そく縛ばく。抜け出そうとして、だが五つの首全てが硬こう直ちよくする。今まで押していたのに、この呪じゆ縛ばくが解とけないからだ。


　夜の真精と五つ首の怪物の力量は互角。相手の動きを封じるだけならば、周囲への余波を考えないのならば彼女の方も全力が出せる。


「……あるいはお前を詠よび出したのは、ボクだったのかもしれないな」


　何よりも最初。一番初めに、この学園であの〈孵石エツグ〉に触ふれたのは自分だった。


　五色同時励起──五色がそれぞれ独どく立りつして存そん在ざいするヒドラ。


　それはすなわち、過去の自分が誇ほこっていた偽いつわりの「虹色」だ。


　──だからこそ、もう迷わない。


　眼前の怪物目がけ、カインツは右手に抱だくものを投げ放った。


　形の無い、ただの光の奔ほん流りゆう。だがそれは七色に輝く光。色という色全てが等しく混じり合い融ゆう和わした、五色の名めい詠えいとは次元を異ことにする色。


　光流が槍やりの如ごとくヒドラを貫つらぬく。そのまま槍はヒドラの身体を突つき抜ぬけ、漆しつ黒こくの夜へと飛んでいく。無む限げんに広がる黒海に突き刺ささった瞬しゆん間かん。





　黒雲が裂さけ、新世界の誕たん生じようを想わせる輝きが生まれた。


　世界中が光の洪こう水ずいに包まれ、虹光はさながら福音の如く拡ひろがり──





　世界中の誰だれもがその眩まぶしさにまぶたを閉じる。ただ光こう々ごうしいからではない。誰もがその輝きを見て自然と悟さとったからだ。この輝きは自分たちを祝福するものではない、と。


　この光が真に照らすのは唯ただ一人。


　かつて一度として陽ひを浴びることの無かった少女のため。


「……ありがとう」


　世界で唯一人、夜色の少女だけはいつまでもその光を見つめ続けていた。
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「……終わったの」


　ようやく収おさまった眩しさに、おずおずとクルーエルはまぶたを開けた。最初から存在していなかったかのように、あの怪物ヒドラの姿すがたが消えていた。


『うまく送り還かえしたらしい。元々イレギュラーの形で生まれた存在だったらしいから、その後までは関知しないがな』


　ひとまず去った危き機きに胸むねをなで下ろし、屋上の手すりを背もたれに眠ねむる少年に目をやる。あれだけ大おお騒さわぎしたというのに、その表情はこの上なく安らかだ。


「で、あなたもそろそろ小さくなりなさいよ。いい加か減げん見上げるの疲つかれたわ」


『面めん倒どうだ。このままでもいいだろう』


「このままって……」


　夜明けになれば応おう援えん部隊も来る。こんな巨大なのがいたら大騒ぎになってしまうのに。


『問題ない。我われも人目に触れる前までには消えることにする』


　消える？　まさかあなた──


　が、それに対する返事はなかった。口を閉とじたままアーマが目を逸そらす。その仕草がなによりも予感の正しさを痛つう感かんさせる。……仕方ないなぁ。


「いいよ、それまでは一いつ緒しよにいてあげる」


『……礼は言わんぞ』


　どこか照れくさそうに、夜の真しん精せいはやはり顔を背そむけたままで言ってきた。





　次し第だいに、東の空の星光がそれよりも明るい陽に隠かくれていく。


　一年生校こう舎しやの屋上。


　何度も訪おとずれたことがあるが、ここで夜を明かしたのは初めてだ。


『そろそろだな……』


　自分の膝ひざ元もとに乗ったままトカゲが呟つぶやく。空が明るむよりだいぶ前から、この名詠生物は自分のよく知る大きさに戻もどっていた。


「お別れってこと？」


『真精は自分の役目を果たすと消える。それぐらいのルールには従したがわんとな』


　その口ぶりに悟る。きっとこの名詠生物は、自分の意思でネイトの下もとから去ろうとしているんだ。


「何かネイトに伝えることある？」


『伝えたいことはない。言いたいことはあるにはあるが、それは言わないでおく』


「そう」


『案外あっさりしているな』


　とぼけたように言ってくる相手に、こちらも曖あい昧まいな口調で返す。


「なんとなくわかっちゃったから」


『……まあ、そういうことだ』


　決まり悪そうに、逃にげるように相手が翼つばさを羽ばたかせる。


「ねえ、夜色飛びトカゲ」


『……最後の最後までそれか』


　翼の動きを止め、呼よばれた当人が振り向く。あきれかえった口調の相手に、クルーエルは片かた目めをつむってみせた。


「その方が忘わすれないでしょ。最後まであなたのことトカゲ呼ばわりした女の子だもの」


　一瞬の沈ちん黙もくの後。


『随ずい分ぶんと気の利きいた発想だな。だが意味はないぞ』


　翼をはためかせ、その身体からだが宙ちゆうに浮うく。


『そんなことしなくても……忘れるわけないだろう』


　そう残し、夜色の名めい詠えい生物はどこかへ飛んでいった。
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「もう少し話していたかったけどね」


　四年生校舎の屋上に吹く風がコートを揺ゆらす。


「久ひさ々びさの再さい会かいだから付きあってあげたのよ。毎日会ってたら話すことなんかないと思わない？」


　最後までその調子か。コートの襟えりを立て、カインツはこっそりと盗ぬすみ笑いした。


「それはそれで、話題は尽きないと思うんだけどね」


「どうかしらね」


　地平線に浮かび上がってくる陽を見つめ、少女の形をした影が首をかしげる。


　すこしだけ、沈黙があった。これで別れだというのにかける言葉が見つからない。


　沈黙を破やぶったのは、誰かが翼を羽ばたかせる音だった。


「アーマ」


　夜色のトカゲが、同じ色をした少女の肩かたにとまる。


「ありがとうね、色々と」


『大したことはしていないぞ。それよりそろそろ時間だ』


　そう言って、まずトカゲの姿すがたが消えた。


　陽の光の中、影色の少女の姿も次第に薄うすくなっていく。


　最後の最後だというのに。彼女の方は依い然ぜん口を堅かたくつぐんだまま。なぜ彼女は……


　──そうか。


　カインツはようやくその意図に思い当たった。相手は待っているのだ。こちらから声をかけるのを。


　……まったくキミは意地が悪い。だけどあの時もそうだったね。夕暮ぐれの教室、二人で約束したとき、あの時はずっとボクの方から声をかけていたからね。


「ねえ、イブマリー」


　無言で、夜色の少女が続きを促うながしてくる。


「また会えるかな」


「いつか、ネイトが第一音階を使いこなせるくらい名詠が上達した時にね」


　徐じよ々じよに彼女の姿が朧おぼろ気げになっていく。陽ひの光に溶とかされて、その存そん在ざいが稀き薄はくなものになっていく。両りよう腕うでが消え、身体を支ささえる下半身が消え、全身が消える最後の瞬しゆん間かんに。彼女はからかうように言ってきた。


「でも分からないわよ、今回のは運が良かっただけと思った方がいい。百回に一回が最初に来ただけなんだから。もしかしたらこれが最初で最後かもしれない」


　新しい一日を告げる朝焼けが訪おとずれる。


　最後まで意地悪だね。そう言い返す前に、自分の目の前にいたはずの真しん精せいは完全に消失してしまっていた。


　だが。その代わり。





「なんでかな。あなたには意地悪したくなるのよね」





　影色の真精は消え、そこにはあの時のままの、教室で涙なみだを流していた時の少女がいた。


　背せも声も、何一つあの時と変わらない少女。


　自分が覚えているままの彼女。


　たった一つ違ちがうのは──今ここにいる彼女は微笑ほほえんでいるということだった。


「……イブマリー！」


「バイバイ、カインツ。……ごめんね最後まで言えなくて。わたしあなたのこと──」


　夜明けを背に。少女が最後の言葉をつなごうとする。


　言葉と共に、互たがいに抱ほう擁ようを求めるかのように手を伸のばし──





　だが──二人の体が重なることはなかった。


　その前に、彼女は夜明けの光の粒りゆう子しとなって消えてしまっていたから。





「……構かまわないさ」


　頭上を見上げカインツは口ずさんだ。構わない。さよならの挨あい拶さつなんていらない。


「きっとボクらは、またどこかで会えるだろうからね」


　少女が立っていた場所を見つめたまま、虹にじ色いろ名詠士はいつまでもいつまでも。


　歌詞も楽がく譜ふも無い、虹色の歌をハミングしていた。


　どこか遠くにいる彼女に届とどくことを、願いつつ。
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　贈奏　『夜明け色の詠うた使つかい』







　数日ぶりの学校だった。


　窓まどの外から見える風景は今も、数日前に起きた出来事の爪つめ痕あとが痛いた々いたしく残っている。


　あの事じ件けんそのものはその翌よく日じつの朝、立ち入り禁きん止しのはずの資し料りよう館かんの地下で、気を失っている生徒が見つかったことで解かい決けつした。


　生徒も大おお方かたの事を吐はかされたらしく、今はどこかの犯はん罪ざい院いんに転送され正式な事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けている。虹色名めい詠えい士しを筆頭に学園長、それに各教きよう師しが奮ふん闘とうしたおかげで死者がいなかったのが不幸中の幸いだった。


「……でもまあ、あまり笑えない話よね」


　死者も何も、けが人の中で一番死にそうだったのが自分だったのだから。


　左ひだり肩かたに嫌いやというほど頑がん丈じように巻まかれた包帯。岩のように硬かたい結び目に右の指先で触ふれ、クルーエルは大きくため息をついた。……まったくもう。せっかく明日から夏休みが始まるのに、これじゃどこにも遊びに行けないじゃない。


　学園そのものは夏の長期休きゆう暇かの間に補ほ修しゆうするらしい。そのおかげで少しだけ夏休みが早まることになった。今日が夏休み前の最後の登校日、終業式だ。


「クルーエルおはよ。早いね。朝練は？」


　日焼けした少女がこちらの包帯を突つついてくる。


「……本気で言ってる？」


「ううん言ってみただけ」


　けらけらと、おどけたようにエイダが逃にげていく。驚おどろいたことに彼女を含ふくめ他のクラスメイトは、さほどあの事件にショックを受けていなかった。まあほとんどの生徒は真っ先に一年生校舎に避ひ難なんしていたから、それもそうなのかもしれないが。


「クルル、おひさしぶりー」


「おはよミオ」


　どうやら彼女の方も変わりないらしい。


「そうそう聞いてよ。あの時のドレス、あとで帰って見てみたら膝ひざのところすごい大きな穴あなができちゃってたの。まだ一回しか着てなかったのにぃ」


「わたしだってあのドレス血ち染ぞめになっちゃったわよ。……見たい？」


「う……遠えん慮りよしとく」


　なまじ想そう像ぞうしてしまったらしくミオが顔をしかめる。だがそのやりとりもほどほどに、彼女は唐とう突とつにこちらの顔を覗のぞき込こんできた。


「──ところでさ、クルル」


「なに？　あらたまって」


「あたしあの時屋上にいたんだけどさ、すごいよ。黎明の神鳥フエニツクス見ちゃったんだから！」


「……へえ。良かったじゃない」


　出来る限かぎり冷静に相あい槌づちを打ったものの、思わずクルーエルは顔を逸そらしてしまった。


「ていうか聞いてよ。しかもさ、その時それが女の子乗せてたんだってば」


「すごいわね、わたしも見てみたかったな」


　かすかに、少女の視し線せんが凶きよう悪あくになる。


「……その子、左肩に包帯してたんだけどな」


「包帯？　怪け我がでもしてたのかしらね」


「白いドレスを着て──」


「わたしのは血染めだったから白じゃないわよね」


「……なるほど」


　音を立てて椅い子すから立ち上がったミオが、気味の悪い笑えみを浮うかべながら見下ろしてきた。


「クルーエルさん、あくまでシラを切りますか」


「何のこと？」


　そこまでで限げん界かいだったらしい。途と端たんクルーエルは制せい服ふくごと摑つかまれて揺ゆさぶられた。


「ちょ、ちょっと。わたしこれでも怪我……」


「あああっ、もうっ、まどろっこしい！　全部白はく状じようしちゃいなさい！　何があったの！」


「ま、まあ、また暇ひまな時にでもね」


　隙すきを突き、クルーエルも自分の席から立ち上がった。教室の時計が正しいならあと十数分で終業式が始まる時間だ。


「あ、どこ逃げる気！」


「ちょっと用事。早くしないと終業式に間に合わないからね」


　右手に紙かみ製せいの手て提さげを携たずさえ、クルーエルは教室から抜け出した。





　三階から四階へ。四階から上の階段にはバリケード代わりのロープが張はられ、立ち入り禁止の立て札までついていた。屋上の手すりに破は損そんした箇か所しよがあるため、直すまでは念のため生徒の立ち入りが禁止されている。


　そのロープを潜くぐり、校こう舎しやの屋上へ。屋上に通じる扉とびらを開ける。開けた途と端たん、昇のぼりかけの太陽に瞳ひとみを奪うばわれた。眩まぶしいほどの日ひ射ざしを手で覆おおい、ゆっくりとした歩調で屋上を進む。


「やっぱりここだったんだ」


「……クルーエルさん？」


　まだ幼おさな顔がおで背も低い少年が、どこか空うつろなまなざしで頭上を見つめていた。


「鞄かばんだけ置いてあったから、どうしたのかなって思ってたの」


「ちょっと……ぼうっとしたくなって」


「考えごと？」


「──そうかもしれないです」


　再さい度ど、少年が頭上を仰あおぎ見る。


「僕ぼく目覚まし時計使わないんです。アーマは寝ねないから、毎日アーマにいつも起こしてもらってて……でも、昨日も一昨日も、いつもいるはずのアーマの姿がなくて……クルーエルさん……アーマはやっぱり、還かえっちゃったんですか」


　どこまでも乾かわききったかすれ声、であると同時に、その声こわ音ねは泣いていた。


「そうね。キミが詠よんだ真しん精せいとアーマは、両方とも還っていったわ」


　頭上を見上げた姿し勢せいのままネイトが瞳ひとみを閉とじる。


　真精はその役目を終えると消える。この幼い名詠士もそれは知っているはず。承しよう知ちの上で選んだこと。だけどあまりにやりきれない。痛いたいほど、胸むね裂さける思いが伝わってくる。


「伝えたい事はない。言いたいことはあるが、今は言わない」


　口早の口上に、目の前の少年は驚いたように目を開けた。


「……え？」


「キミ宛あての、あのトカゲからの伝言よ」


「──他ほかにはなにか」


「ううん。それだけ」


　頭上を舞まう微そよ風かぜが、微動だにしないネイトの髪かみを揺ゆらす。


「意味、わかる？」


　心底困こまった表情で少年が首を横に振ふる。さて何と言えばいいやら。数瞬考えた末。答えを教える代わり、クルーエルは右手に持っていた紙袋を差し出すことにした。


「これあげる」


「え……ぼ、僕にですか？」


「ここにはキミしかいないよ」


　含ふくみ笑いと一いつ緒しよに、相変わらず遠えん慮りよがちな相手の手に無理やり紙袋を手て渡わたした。


　開けていいよ、視し線せんでそう促うながす。少年が紙袋から取り出したのは外套ローブだった。一見フード付きのコートのようで、だがもっとゆったりした作りの。


「これ──ローブですか！」


「プレゼント。キミのローブもだいぶ汚よごれちゃったみたいだからね」


　哀あい愁しゆうがかった少年の瞳に、わずかながら輝かがやきが戻ったようだった。


「ありがとうございます！　……それにしても、結けつ構こう派は手でですね」


　白蒼よあけ色。クルーエルが選んだのは、夜明けの空を想おもわせる透き通すった空色だった。今まで彼が着ていた紺こんと比くらべればその鮮あざやかさは比べるまでもない。


「いいのよこれくらいで」


　いきなりこんな色を着るのは、さすがに彼にしてみれば恥はずかしいかもしれない。でも自分がこれを選んだのだってちゃんと理由がある。


「夜色名詠が元々暗い感じの色なんだから、さっぱりした色の服を着た方がコントラストが綺き麗れいだと思うよ──いつかまた、あの夜色飛びトカゲを肩かたに乗せた時もね」


「……え？」


　きょとんと、ローブを手に持ったままネイトが吐と息いきをこぼす。手すりに背をあずけながら、クルーエルは指先でネイトの額ひたいにそっと触ふれてやった。


「言いたいことがあるけど、今は言わない。そういう伝言だったんでしょ。だったらもう一度あのトカゲをこっちに引っ張ってきて、言いたかったことを聞かなきゃ。そうじゃなきゃ気になって仕方ないもの」


「僕が、アーマを……もう一度……？」


　ゆっくりと、まるで赤子のように少年が反はん復ぷくする。


「最初にあいつを詠よんだのはキミのお母さんなんでしょ。今度はキミが、自分で詠よび出さないとね」


　言いたいことは山ほど、それこそ伝言にしきれないくらいある。


　だから、それを言わせるためにも我われをもう一度詠よべ。


　本当はもう一度会いたいだけなのだろうが、あのあまのじゃくにはそんなこと直接言えなかったのだろう。


　その証しよう拠こに、あの夜色飛びトカゲは最後まで「さよなら」の類たぐいを一言も口にしなかった。





「──クルーエルさん、これ、着てみていいですか」


　制服の上から夜明け色のローブを羽織る。初めて着るはずなのに、まるで何年も着こなしてきた服のような感かん触しよくだった。生地も服の色合いも、なんて素す敵てきな服なんだろう。


「うん。いいじゃない。似に合あってる！」


　満足げに言ってくれる少女に、もう一度礼を伝えようとした瞬間。





　──お前にはまだ少し大きいがな──





　それは、風のいたずらだろうか。


　意地悪そうな、だが聞き覚えのある声が。


「……どうかしたの？」


「い、いえ、何でもないです」


　慌あわててネイトは手を振ふった。聞こえたのは自分だけらしい。


　ふと。今度こそ本当に、涼すずやかな鐘かねの音が響ひびいてきた。ホームルームが始まる時じ刻こく。今日の場合は終業式の始まりを報しらせる鐘だ。


「さ、行きましょネイト」


　そう言って少女が階段の方へ歩いていく。頷うなずき、ネイトもその後を追った。





　そっか。そうだよね。


　待ってて。


　待っててね、アーマ。それに、母さん。


　いつか、いつかきっと。


　僕は二人と会えるよね。





「ネイト早く早く、終業式始まっちゃうよ！」


　一足先に階段を下りた彼女が声を張はり上げてくる。


「あ、はい！」


　振り返ることなく、ネイトは屋上を駆かけ下りた。


　振り返らなくていいよね。


　だって、また絶ぜつ対たい会えるんだから！











　誰だれもいない屋上に。





　──アーマ、どうしたの？　そんなに目を尖とがらせちゃって──


　──あの小こ娘むすめめ……──


　──クルーエルさんがどうかした？──


　──我われは断だんじて、夜色飛びトカゲなどという名ではないというのに……──





　幽かすかな、誰にも聞かれないささやき。


　だが確たしかにその声は、夜明け色の風に乗って運ばれてきた。






　あとがき







　細ささやかでいいから、音色ものがたりを啓かなでてみたい。そのような筆ひつ名めいを自分が名な乗のって、投とう稿こう時じ代だいを含ふくめればもう四年近くになるでしょうか。今まで数かず多おおくの物語を考えてきたつもりですが、その中でもとりわけ、今回のような内容の作品で皆みな様さまとお会いすることが出来──改めて、名前には意味が、そして不ふ思し議ぎな力があるものだと感じました。





　初めまして、細さざ音ね啓けいと申します。このたびは拙せつ作さく『イヴは夜よ明あけに微笑ほほえんで』を手にとって頂き、本当にありがとうございました。


　つまらなかった、面白かった。物もの足たりなかった、満足した。読んでくださった方の数だけ、様々なご感想があるかと思います。


　思うに、本と音楽。


　これほど人の好このみの分かれるものは他に無いのではないかと、細音は時々考えます。自分の好きな音楽が友人には理り解かいされなかったり、友人の勧すすめる本が自分には理解できなかったり。たぶん、誰もがそれを一度は経けい験けんしたことがあるのではないでしょうか。（ひねくれ者の細音は、それが日にち常じよう茶さ飯はん事じという悲かなしい日々）


　誰もが褒ほめ称たたえる万ばん能のうの音楽は無なく、万能の本も無い。しかしだからこそ、人の数だけ音楽も本もまた、生まれてくる。そんな気がします。


　……そう、全ての人に受け入れられる作品なんてきっと無い。なぜなら人の感かん性せいは皆それぞれ違っていて、違っているからこそ素す敵てきなのだから。


　そう思いつつも、けれど──


　この作品が、一人でも多くの方に喜よろこんでもらえる作品になりますように──自分が心からそう願っていたのも、また偽いつわりの無い事実です。この本を手にして良かった。そう思って頂けることだけを、今日この日までずっと、夢見てきました。





　そしてその夢ゆめに向かう過か程ていで、本当に多くの方々から力を貸かして頂いただきました。


　荒あら削けずりな拙作を残して頂いた、下した読よみの方。実際に最さい終しゆう選せん考こうまで通して頂いた富士見編集部の皆様。最終選考で佳か作さくに選んで下さった、その審しん査さ委い員いんの先生方。


　受賞した今こん作さくを改かい稿こうするにあたり、本当にお世話になった担当のＫ様を始め、編集部の皆様。


　それに、この上なく繊せん細さいで可か憐れんなイラストで今作を飾かざってくださった竹たけ岡おか美み穂ほさま。


　また、それを応おう援えんしてくれた人達も、本当に沢たく山さん。


　学生時代の友人、知人。この本の刊かん行こう前まえから細音のブログやホームページに足を運んでくれた方々。本を楽しみにしてくれていた職しよく場ばの方々。他にも、ネットという媒ばい介かいを通じて知り合えた、日本全国にわたる素敵な友人も大勢いました。


　ただ一人『イヴは夜明けに微笑んで』を投稿前に読み、貴き重ちような感想をくれた「k.k」。さらには、創作小説関係のサイトでも、主に二つのサイトでお世せ話わになりました。


　自分が受賞したことに誰より驚おどろいてくれた家族、親しん戚せきの方々。普段の食事、日常生活。一番下の土台でずっとずっと支ささえてくれていました。


　すべての方へ──本当に、ありがとうございます。


　そして何より、いまこれを読んで頂いているあなた。


　この出で会あいに感謝します。すれ違って終わってしまう出会いではなく、またお会いできることを切せつに願っています。





　さて、少し話題を変えて……


　今作『イヴは夜明けに微笑んで』にはシリーズタイトルとして『黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい』という題がつけられています。黄昏色の詠使い──これはネイトだと考える人、あるいはイブマリーと考える人もいらっしゃると思います。そしてどちらも、真しん実じつなのでしょう。


　ネイトにはクルーエル、ミオ、学校のクラスメイト。それに、アーマ。


　イブマリーにはカインツ、そして当時の学友たち。


　それぞれ仲間があって、それぞれの物語がある。それらは全て繫つながって、いつか一つの物語になる。そんなことを夢見つつ、今自分に出来ることをやっていこうかなと。


　そして、この物語がたどる道の先に、願わくば……


　たった一人の人物でも


　たった一つの〈讃こ来と歌ば〉でも


　たった一つの場面でも


　あなたの心に残るものが、ありますように。


　それでは、また近いうちにお会いできることを願いつつ──


　今回は拙作を手にとって頂き、本当にありがとうございました。







十一月　某日　　冬の風の吹き始めた、とある日の夜に　　細音　啓
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　解説






富士見ファンタジア文庫編集部







　成せい立りつ不ふ可か能のうだといわれる夜よる色いろ名めい詠えいの確かく立りつと、五ご色しよく名めい詠えいすべてのマスター。


　誰もが絵え空そら事ごとだと笑う夢を互たがいに叶かなえる約束を交わし、少女・イブマリーと少年・カインツは別々の道を歩き出す。そして時は流れ、イブマリーの意い志しを継つぐネイトは、名詠学校で赤あか色いろ名めい詠えいを学まなぶクルーエルと出逢う──。


　第十八回ファンタジア長編小説大賞佳作受賞作『黄昏たそがれ色いろの詠うた使い　イヴは夜よ明あけに微笑ほほえんで』、いかがでしたか？　過か去この約束から始まるこの物語は、色々な願いと不安が込められています。


　自分の生きた証あかしを残そうとする少女や、自分の道を模も索さくする少年──メインの四人を通じて語かたられるのは、夢を持ち共有することの嬉うれしさ、楽しさ。そして夢に向かって進む現実の困こん難なんです。


　それは現実世界に生きる私たちにも、身み近ぢかな感情です。この作品はファンタジー世界でありながら、日常の私たちと同じように悩なやみ不安を感じながら生きているネイトたちが、リアルに感じられるのです。


　しかし、ネイトたちは困難にめげず、名詠式という〝夢〟を支ささえに、ひたむきに前に進んでいきます。


　名詠式──この作品の最大の特とく徴ちようかつ、魅み力りよくのひとつでもある召しよう喚かん術じゆつ。これは呼び出したいものと同じ色の触媒カタリストを介かいして、その名前を讃さん美びし詠うたい、招まねき寄よせる技術です。審しん査さ委い員いんの先生方にも評ひよう価かされた名詠式ですが、実は出しゆつ版ぱんにあたり全すべて著ちよ者しやによる造ぞう語ごに書き換かえる作業を敢かん行こう。なみなみならぬ拘こだわりで描えがかれた名詠シーンは、よりネイトたちの願いを映し出し、儚はかなさと煌きらびやかな美しさをあわせもつ仕し上あがりになりました。


　自分の選択を信じて進むネイトたちに共きよう感かんし、名詠式の華やかさに魅み了りようされる──これこそが本作の、ひいては著者・細音啓の魅力なのです。胸に迫せまる不思議な切せつなさで、ちょっと他にはない素す敵てきな読どく後ご感を味わえると、確かく信しんしています。


　また、この作品を１冊にまとめるにあたり、イラストレーター・竹岡美穂の存在は必要不可欠なものでした。作品世界の透とう明めいな雰ふん囲い気きと、名詠式の〝詠うた〟がイラストの形になっていく過か程ていは、担当編集としても非ひ常じようにドキドキしたものです。


　ネイトとクルーエルは、本ほん作さくで出会い、読者のみなさんの前に登場することができました。著者の中には、まだまだ語りたい彼らのエピソードがぎっしり詰つまっているようです。もしも、この物語がお気に召めしたら、ぜひ左さ記きまで感想のお便りを！　それが何より著者の力になり、物語世界が広がってゆく原げん動どう力りよくになるのですから。




黄昏色の詠使い


イヴは夜よ明あけに微笑ほほえんで





細さざ音ね　啓けい
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